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  The unexpected paradigm shift from Kappa to Shii : 
A drastic change of the aetiology of massive fatalities of 
cattle and horses during the great outbreak of rinderpest 

in the mid-Kanbun era, and its aftermath

KOMMA Toru

　　The present paper is a sequel of this particular author’s former pa-
pers titled, ① ‶A mythical monster, Shii promoted the Shibues, top mas-
ters of Kappa, the most popular water monster in Japan" （Komma 
2021a）, and ② ‶Rampant emergence of a mythical monster, Shii and the 
concealed outbreaks of rinderpest ―Ethno-history of massive fatalities of 
cattle and horses during the early-modern times in Japan" （Komma 
2022）.
　　In the 1st paper concerned, the author clarifi ed the historical process 
of the formation of the notion, Shii. Several Chinese books had been im-
ported into Japan refer to Shii  saying that it can miraculously steal into 
anybody’s chamber at amy time at will without being noticed, that it of-
ten harms anybody’s eyes, face, and limbs, and that it may kill the vic-
tims at times. 
　　Though those Chinese books never include cattle （nor horses） 
among Shii’s victims, when the natives of the Nagato and the Suou do-
mains in Westernmost Honshu had been suff ering from massive fatalities 
of their own cattle in the early 17th century, they named Shii as the 
incident’s supernatural cause. 
　　After several decades, a Shinto priest living in the Suou domain who 
happened to be at a village in the Chikuzen domain in Northern 
Kyuhshu, witnessed quite a similar incident to theirs then and there. So 
he, with the confi dence, eagerly recommended the villagers to fi nd and 
kill racoon-dog-like creatures. Somehow they successfully hunted some 
heads, after which peace returned. Some other villages there followed 
suit and were successful in stopping the mysterious cattle killings, too. 
Hence Shii leaped into imfamy in nearby villages.
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　　An exclusively famous Confusian in the Chikuzen domain at that 
time, KAIBARA Ekiken wrote the incident vividly in his books titled 
Chikuzennokuni-nochinohudoki and Yamato-honzo respectively. Hence 
the high notoriety of Shii in the western half of Honshu and all of Shi-
koku and Kyushu. ① may be summarized as this. 
　　In the second paper ② , the author compares ① with Dr. KISHI 
Hiroshi’s papers. Kishi is a veterinarian, who identifi ed rinderpest as the 
aetiological cause of the massive fatalities of native cattle in his home-
land, the Nagato and the Suou domains at that time, by referring to 
many archives well satisfying his fi ve conditions, i.e. （a） only cattle, （b） 
who are infected with some virus, （c） and died,（d） rapidly, （e） and also 
massively. He is the very fi rst and last person that substantiated the out-
breaks of rinderpest during the early-modern times in Japan.
　　His papers assisted the author indeed in that now we can safely say 
that the myth of Shii in Japan originated mainly due to the two great 
rinderpest outbreaks. 
　　Then, the last question is why did the sudden rise of the very notion 
of Shii in Western Japan as a whole occur just in the period of massive 
deth toll during the Kyohou great famine in 1732 which did not fulfi ll Dr. 
Kishi’s 5 conditions mentioned above, for not only cattle but also horses 
died in a great number.
　　In ② , the author insists as follows. Through the extremely misera-
ble experiences during the two great outbreaks of rinderpest in the ear-
ly-and-mid 17th century, the native peasants realized that horses can 
substitute their dead cattle as ploughing animals. So, they did dreadfully 
fear the Kyohou great famine, during which their horses died together 
with their cattle, leaving no ploughing power, other than human beings 
themselves, behind at all. 
　　For the present author, the plenty of historical documents he cited 
as the hard evidence to corroborate the two great outbreaks of rinder-
pest, are heuristic and thought-provoking by far beyond expectation. 
　　The present paper’s author, encountered a thin document full of ap-
parent miscopies in transcription, titled Kanbun-zakki meanig miscella-
neous notes during the Kanbun era. After a careful study of the docu-
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ment, a crucial evidence for the unexpected paradigm shift from Kappa 
to Shii as the aetiological cause of massive fatalities of cattle and horses 
loomed large out of historic mist. 
　　An offi  cial circular of a tentative aetiology of the massive fatalities 
by Shogunate government offi  cials was sent to each feudal lord in West-
ern Japan during the second great outbreak of rinderpest in the mid-
Kanbun era. The quite an old-fashioned circular, to which a transcription 
of the Shibues’ famous charm to avert Kappa’s evil attached, read as fol-
lows: the government recommends to press the charm to the head of 
each one of cattle, for the practice has turnd out very effi  cacious to pre-
vent the animal from dying in the Higo domain. Higo is the Shibues’ 
homeland. This is astounding fact, for, according to the standard academ-
ic evaluation, they at that time have been taken as persons of somewhat 
low social standing, up to now.
　　The government’s pronouncement should have changed the atti-
tudes of the common people toward them, especially in the Higo domain, 
avobe all.
　　When the Kyohou great famine started, the above-mentioned para-
digm shift from Kappa to Shii took place, for Higoites had been infl u-
enced by the aetiology in the Chikugo domain which was located in close 
vicinity to the Higo domain in the south.
　　Chikugoites were known for having originated another diff erent con-
cept of Shii independent from that of the Nagato and the Suou domains. 
According to it, Shii harms horses only, but not cattle, which is more 
profi table to the lesson gotten after the two great rinderpest outbreaks. 
So, it seems that the residents in the Higo domain successfully persuaded 
now prestigeful the Sibues to accept the Chikugo-like concept. All in all, 
the Shibues seem to come to be known as top masters of uprising Shii, 
other than those of Kappa. As a result, Kappa seems to have constantly 
reduced group consciousness day by day.
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河
童
か
ら
シ
イ
（
◆
）
へ

　

―　
「
牛
馬
大
量
死
」
災
因
論
の
江
戸
前
期
に
於
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト

小　

馬　
　
　

徹

は
じ
め
に

　

シ
イ
と
い
う
、
狸
に
似
た
姿
を
し
、
牛
馬
の
大
量
死
を
も
た
ら
す
と
信
じ
ら
れ
た
恐
る
べ
き
妖
獣
が
、
か
つ
て
近
畿
以
西
で
跳
梁

跋
扈
し
て
い
た
と
言
う
。
筆
者
は
、
学
術
的
な
シ
イ
論
の
（
管
見
の
限
り
）
嚆
矢
と
な
る
二
本
の
論
文
を
近
年
発
表
し
て
い
る
（
小

馬　

二
〇
二
一
ａ
、
二
〇
二
二
）。

　

そ
れ
ら
二
論
文
で
は
、
日
本
に
於
け
る
シ
イ
（
☆
、
或
い
は
黒

）
民
俗
の
形
成
を
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
手
法
で
考
察
し
、
そ
の

歴
史
的
発
展
の
諸
過
程
を
能
う
限
り
具
体
的
に
復
元
し
よ
う
と
試
た
。

　

本
稿
は
、
そ
れ
ら
の
史
的
で
累
進
的
な
結
論
を
土
台
と
し
て
、
江
戸
時
代
前
半
に
、
牛
馬
の
広
域
的
な
大
量
死
を
招
く
災
因
が
何

で
あ
る
か
に
関
す
る
人
々
の
認
識
が
、（
九
州
を
起
点
と
し
て
）
河
童
か
ら
（
江
戸
時
代
初
期
、
長
門
国
に
新
し
く
登
場
し
た
）
シ

イ
へ
と
大
き
く
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
。

　

具
体
的
に
言
え
ば
、
当
該
の
災
因
観
の
右
の
大
転
換
は
、
江
戸
幕
府
が
実
施
し
た
ご
く
些
細
な
、
言
わ
ば
「
ア
リ
バ
イ
証
明
」
程
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度
の
介
入
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
幕
府
は
、
牛
馬
の
大
量
死
に
よ
る
農
民
の
悲
惨
極
ま
る
経
験
と
そ
れ

に
続
く
窮
境
に
対
す
る
同
情
の
念
が
驚
く
ほ
ど
薄
く
、
当
該
の
介
入
も
経
済
的
・
制
度
的
な
実
質
の
伴
わ
な
い
、
形
ば
か
り
の
も
の

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
災
因
観
の
変
化
は
誰
に
と
っ
て
も
「
予
期
せ
ぬ
」
劇
的
な
結
果
だ
っ
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
筆
者
が
こ
の
よ
う
な
展
望
を
導
く
う
え
で
決
定
的
な
鍵
と
な
っ
た
の
は
、
土
佐
国
の
或
る
文
献
（
雑
記
録
）
中
の
、
一
つ

の
小
さ
な
記
事
だ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
僅
か
な
手
掛
か
り
を
基
に
本
稿
を
纏
め
得
た
の
は
、
考
察
対
象
の
背
景
に
広
が
る
社
会
・
文

化
の
中
に
資
料
を
能
う
限
り
深
く
位
置
づ
け
、
具
体
的
且
つ
多
元
的
に
諸
要
素
の
相
互
連
関
を
考
察
す
る
、
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の

手
法
（
本
稿
第
二
章
参
照
）
の
賜
物
で
あ
っ
た
。

一
、
シ
イ
民
俗
と
研
究
の
方
向
性

　

一
般
に
は
全
く
「
知
ら
れ
ざ
る
妖
獣
」
で
あ
る
シ
）
1
（
イ
の
民
俗
に
つ
い
て
、
読
者
に
も
筆
者
と
同
じ
土
俵
に
立
っ
て
貰
う
べ
く
、
先

ず
こ
こ
で
基
礎
的
な
知
識
を
予
め
共
有
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
こ
の
第
一
章
の
前
半
部
で
は
、
筆
者
の
シ
イ
研
究
を
必
要
最
低
限
の
範
囲
で
提
示
し
、
解
題
す
る
。
次
い
で
、
上
記
先
行

二
論
文
の
内
容
中
で
も
特
に
強
く
本
稿
に
関
連
す
る
論
点
を
整
理
し
て
示
し
、
前
者
と
合
わ
せ
て
導
入
部
と
し
た
い
。

1
．
妖
獣
シ
イ
と
は
何
か

　

ほ
ぼ
狸
に
似
た
姿
形
と
大
き
さ
で
、
縦
に
付
い
た
（
片
）
目
の
鋭
さ
が
際
立
っ
た
特
徴
だ
と
い
う
、
妖
し
い
獣
シ
イ
が
（
群
れ
を
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成
し
て
）
村
々
に
現
れ
、
人
知
れ
ず
牛
小
屋
や
厩
に
忍
び
込
ん
で
は
牛
馬
を
襲
い
、
次
々
に
殺
し
て
行
く
。
そ
の
被
害
は
迅
速
で
、

且
つ
連
鎖
的
に
近
辺
の
村
々
に
波
及
し
て
、
牛
馬
の
大
量
死
を
広
域
的
に
結
果
す
る
。
か
く
し
て
、
牛
馬
の
死
に
よ
る
計
り
知
れ
な

い
損
失
が
、
以
後
幾
星
霜
に
も
わ
た
っ
て
農
民
た
ち
に
塗
炭
の
苦
し
み
を
味
合
わ
せ
、
地
域
を
根
底
か
ら
疲
弊
さ
せ
る
。
近
世
初
頭

か
ら
次
第
に
、
西
日
本
一
円
で
、
ほ
ぼ
こ
の
よ
う
な
シ
イ
観
が
遍
く
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
）
2
（
た
。

　

も
っ
と
も
今
日
で
は
、
シ
イ
は
、
福
岡
県
筑
豊
地
方
を
貫
流
す
る
遠
賀
川
流
域
と
そ
の
近
辺
各
地
、
つ
ま
り
筑
前
・
豊
前
・
筑
後

旧
三
国
の
国
境
が
接
す
る
辺
り
一
帯
の
民
俗
に
、
な
に
が
し
か
の
痕
跡
を
残
す
程
度
の
、
ご
く
影
の
薄
い
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
で
は
か
く
し
て
、
全
国
的
に
、
特
に
東
日
本
で
は
、
シ
イ
の
存
在
も
そ
の
民
俗
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
だ
と
言

え
）
3
（

る
。
そ
し
て
シ
イ
を
テ
ー
マ
と
し
て
扱
う
研
究
論
文
も
、
筆
者
の
も
の
以
外
は
、
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
）
4
（

い
。

　

一
方
、
現
在
で
は
、
西
日
本
の
ぼ
ぼ
全
域
、
す
な
わ
ち
シ
イ
が
跳
梁
跋
扈
し
た
の
と
す
っ
ぽ
り
包
み
合
う
地
域
で
、
江
戸
時
代
前

半
に
二
度
の
牛
疫
大
流
行
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
一
旦
牛
疫
が
発
生
す
る
と
牛
の
致
死
率
は
極
め
て
高
く
、
ほ
ぼ
絶
滅
に
近

い
大
量
死
が
起
き
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
偏
に
、
後
述
す
る
岸
浩
の
画
期
的
な
研
究
成
果
の
お
陰
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
奇
妙
な
こ
と
に
、
江
戸
幕
府
の
公
式
記
録
に
は
、
そ
の
二
度
の
牛
疫
大
流
行
に
関
す
る
記
事
が
無
い
に
等
し
い
。
そ
れ

ゆ
え
、
岸
の
研
究
が
専
ら
依
拠
で
き
た
の
は
、
萩
藩
と
そ
の
近
隣
諸
藩
に
残
っ
て
い
た
、
古
い
地
方
文
書
に
限
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
シ
イ
騒
動
は
、
社
会
経
済
的
に
は
、
決
し
て
無
視
し
て
済
ま
せ
ら
れ
な
い
大
事
件
で
あ
っ
た
。
石
高
制
を
幕
藩
体

制
の
基
本
原
理
と
し
、
且
つ
集
権
的
性
格
が
強
か
っ
た
江
戸
時
代
、
特
に
そ
の
底
辺
を
支
え
た
農
民
層
に
と
っ
て
、
シ
イ
対
策
の
成

否
は
ま
さ
に
死
活
を
決
す
る
一
大
問
題
だ
っ
た
の
だ
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
牛
馬
の
広
域
的
な
大
量
死
は
、
営
農
上
の
基
幹
的
な
労
働
力
（
で
あ
る
犁
耕
獣
）
の
壊
滅
を
意
味
し
、
稲
作
農
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業
の
経
営
に
強
く
依
存
す
る
近
世
封
建
国
家
の
安
定
的
な
生
産
基
盤
の
全
面
的
崩
壊
に
も
直
結
し
兼
ね
な
い
、
史
上
空
前
の
脅
威
で

さ
え
も
あ
り
得
た
の
だ
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
江
戸
時
代
の
初
期
以
来
、
西
日
本
の
人
々
が
等
し
く
、
シ
イ
の
存
在
に
強
い
信
憑
を
与
え
て
、
盛
ん
に
シ

イ
民
俗
を
予
防
的
に
展
開
し
て
き
た
事
実
は
、
誠
に
重
い
と
言
え
る
。
よ
っ
て
シ
イ
は
、
妖
怪
（
く
だ
け
て
言
え
ば
、
化
物
）
と
い

う
軽
微
な
見
か
け
を
超
え
て
、
実
は
、
村
々
の
民
俗
事
象
の
次
元
に
止
ま
ら
ず
、
国
家
の
歴
史
的
な
経
営
と
統
治
の
次
元
で
も
遙
に

重
大
な
意
味
を
担
っ
た
存
在
だ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
．
江
戸
時
代
後
期
の
「
妖
怪
」
は
異
質

　

こ
こ
で
視
点
を
変
え
て
や
や
先
回
り
し
、
シ
イ
が
歴
史
的
に
重
大
な
意
味
を
帯
び
て
い
た
と
筆
者
が
説
く
所
以
を
、
補
足
的
に
説

明
し
て
お
き
た
い
。

　

先
ず
、
無
前
提
に
、
妖
怪
を
皆
同
一
次
元
の
代
物
だ
と
漫
然
と
今
日
で
も
見
做
す
と
す
れ
ば
、
事
の
本
質
を
大
き
く
見
誤
る
こ
と

を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
シ
イ
は
、
徳
川
時
代
後
期
、
江
戸
の
文
人
が
草
双
紙
の
中
で
恣
に
夢
想
し
、
造
形
し
て
み
せ
た
類

の
妖
怪
と
は
、
全
く
質
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
農
村
で
あ
る
と
都
会
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
人
々
の
日
々
の
暮
ら
し
の
現
実
に
根

ざ
す
こ
と
の
極
め
て
薄
い
そ
れ
ら
有
象
無
象
の
妖
怪
た
ち
と
は
違
い
、
農
民
に
と
っ
て
、
シ
イ
は
ま
さ
し
く
生
死
に
直
結
す
る
圧
倒

的
に
危
険
な
存
在
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
比
類
無
い
恐
怖
の
源
泉
で
あ
っ
た
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
専
ら
「
書
き
物
」（
本
、
な
ら
び
に
そ
の
挿
絵
）
を
舞
台
と
し
て
生
ま
れ
、
そ
こ
を
住
処
と
し
て
い
た
、
い
わ

ば
大
都
会
江
戸
の
「
新
時
代
の
妖
怪
」
た
ち
。
そ
れ
ら
、
今
で
も
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
視
点
で
人
気
の
高
い
「
妖
怪
」
た
ち
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は
、
文
字
と
は
縁
遠
い
（
非
識
字
的
な
暮
ら
し
の
中
に
あ
る
）
農
民
が
体
感
し
て
い
た
、
実
存
的
に
リ
ア
ル
な
恐
怖
と
は
質
的
に
無

縁
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
む
し
ろ
す
っ
か
り
別
種
の
空
想
様
式
に
よ
る
産
物
と
言
う
べ
き
代
物
な
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
ポ
ケ
モ
ン
に
さ
え
擬
し
得
る
よ
う
な
「
新
時
代
の
妖
怪
」
た
ち
は
、
え
て
し
て
剽
軽
、
往
々
滑
稽
、
時
に
は
恰
好
の
物
笑

い
の
種
…
…
と
い
う
風
に
、
人
間
ど
も
に
自
在
に
弄
ば
れ
て
屈
従
を
強
い
ら
れ
る
類
の
も
の
で
あ
っ
て
―
文
人
た
ち
に
よ
る
高
文

化
の
所
産
で
あ
る
こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
―
社
会
経
済
的
に
も
、
政
治
的
に
も
実
害
の
無
い
、
誠
に
軽
微
な
存
在
だ
っ
た
の
で

あ
）
5
（
る
。
し
か
も
そ
の
一
部
は
、
地
口
等
、
陳
腐
な
言
葉
遊
び
の
内
容
が
遊
戯
の
一
種
と
し
て
巧
み
に
潤
色
さ
れ
、
戯
れ
に
視
覚
化
さ

れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
）
6
（
た
。

　

一
方
、
本
来
非
識
字
的
な
西
日
本
の
農
村
地
帯
で
生
ま
れ
た
シ
イ
の
民
俗
と
そ
の
伝
承
に
宿
っ
て
い
る
恐
怖
に
は
、
庶
民
的
で
実

に
生
々
し
い
臨
場
感
と
鋭
い
切
迫
感
が
伴
っ
て
い
て
、
窮
状
を
呪
っ
て
救
出
を
激
し
く
希
求
す
る
、
農
民
の
一
途
で
切
実
な
情
動
を

感
じ
取
れ
る
の
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
シ
イ
は
、
そ
の
襲
来
を
阻
止
す
る
確
か
な
方
途
が
誰
に
も
容
易
に
知
れ
な
い
、
い
わ
ば
絶
対
的

な
恐
怖
の
源
と
し
て
長
き
に
わ
た
っ
て
人
々
を
威
圧
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
意
味
で
シ
イ
は
、
極
め
て
観
念
的
で
抽
象
的
な
「
新
時
代
の
妖
怪
」
ど
も
の
、
ま
さ
に
対
極
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
両
者
の

間
に
横
た
わ
る
、
こ
の
単
純
明
快
で
、
且
つ
断
絶
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
深
甚
な
隔
た
り
を
、
こ
こ
で
銘
記
し
て
お
き
た
い
。

3
．
イ
ー
ミ
ッ
ク
な
接
近
／
エ
テ
ィ
ッ
ク
な
接
近

　

最
初
の
シ
イ
論
文
（
小
馬　

二
〇
二
一
ａ
）
で
は
、
西
日
本
各
地
の
民
俗
資
料
と
（
古
文
書
を
初
め
と
す
る
）
種
々
の
文
献
を
探

索
・
渉
猟
し
た
う
え
で
、
シ
イ
を
信
じ
た
人
々
の
独
特
で
主
観
的
な
、
い
わ
ば
内
側
か
ら
の
視
点
に
立
脚
す
る
「
イ
ー
ミ
ッ
ク
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（em
ic

）」
な
研
究
手
法
を
採
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
第
一
次
的
な
当
事
者
た
ち
の
、
経
験
的
で
個
別
具
体
的
な
対
象
理
解
の
諸

相
に
目
を
凝
ら
し
、
彼
等
が
編
み
込
ま
れ
て
い
る
社
会
・
文
化
的
脈
絡
に
シ
イ
民
俗
を
そ
の
ま
ま
忠
実
に
浸
し
て
、
全
体
論
的
な
見

通
し
を
得
た
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
第
二
論
文
（
小
馬　

二
〇
二
二
）
は
、
当
事
者
側
の
対
象
理
解
を
（
仮
に
）
一
旦
超
越
（
な
い
し
は
度
外
視
）
し
、
一
定

の
距
離
を
置
い
て
対
象
化
す
る
視
点
を
も
敢
え
て
取
り
入
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
価
値
中
立
的
な
分
析
の
枠
組
み
を
先
ず
設
定
し
た
上

で
、
当
事
者
に
固
有
の
も
の
で
あ
る
認
識
の
外
側
か
ら
、
対
象
に
客
観
的
に
接
近
し
て
普
遍
的
な
理
解
を
得
よ
う
と
す
る
「
エ
テ
ィ

ッ
ク
（etic

）」（
自
然
科
学
的
）
な
立
場
へ
と
、
関
心
を
敷
衍
し
て
み
た
の
だ
。

　

そ
の
際
に
、
誠
に
得
難
い
実
証
的
な
研
究
基
盤
を
与
え
て
く
れ
た
の
が
、
岸
浩
に
よ
る
独
創
的
な
牛
疫
研
究
の
一
連
の
労
作
だ
っ

た
。
筆
者
は
、
そ
れ
ら
を
批
判
的
に
受
容
し
て
得
た
結
果
を
、
第
一
論
文
で
得
た
認
識
を
深
め
る
う
え
で
の
恰
好
の
媒
介
と
し
て
用

い
た
。
す
な
わ
ち
、
相
互
に
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
「
イ
ー
ミ
ッ
ク
」
と
「
エ
テ
ィ
ッ
ク
」
の
二
つ
の
視
点
を
隨
時
絶
え
ず
交
錯

さ
せ
な
が
ら
、
牛
馬
の
広
域
的
大
量
死
に
関
す
る
内
側
（
当
事
者
＝
非
識
字
者
の
側
）
か
ら
の
理
解
と
、
外
側
（
客
観
的
な
記
述
・

分
析
者
＝
識
字
者
の
側
）
か
ら
の
理
解
の
統
合
と
一
元
化
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、「
イ
ー
ミ
ッ
ク
な
」
第
一
論
文
は
、
当
事
者
独
自
の
実
感
的
な
対
象
理
解
に
対
し
て
濃
く
「
脈
絡
的
」
に
関
わ

ろ
う
と
し
た
。
他
方
、
第
二
論
文
の
「
エ
テ
ィ
ッ
ク
な
」
前
半
部
は
、
岸
の
科
学
的
な
視
線
を
強
力
な
支
え
と
し
て
、
逆
に
、
敢
え

て
一
旦
「
脱
脈
絡
的
」
に
関
わ
る
こ
と
を
志
向
し
た
。

　

そ
れ
を
基
礎
に
し
て
、
第
二
論
文
の
後
半
部
で
は
、
相
反
す
る
（「
地
元
農
民
／
岸
」
の
）
二
つ
の
志
向
性
に
沿
っ
て
犁
耕
獣
の

広
域
的
な
大
量
死
と
い
う
不
幸
の
「
災
因
／
原
因
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
二
つ
の
も
の
、
つ
ま
り
「
シ
イ
／
牛
疫
」（
妖
獣
／
疫
病
）
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を
比
較
対
照
し
て
初
め
て
得
ら
れ
る
、
統
合
的
な
展
望
を
新
た
に
導
き
出
し
て
い
る
。

二
、
方
法
を
め
ぐ
る
補
足
的
考
察

　

さ
て
、
仮
に
第
一
論
文
の
出
発
点
か
ら
一
旦
余
所
へ
と
視
点
を
転
じ
て
み
る
と
、
牛
馬
の
広
域
的
大
量
死
の
原
因
を
シ
イ
に
求
め

る
庶
民
の
（
イ
ー
ミ
ッ
ク
な
）
認
識
の
他
に
、
そ
れ
と
同
時
並
行
的
な
（
関
係
を
想
定
で
き
る
）
別
の
（
す
な
わ
ち
エ
テ
ィ
ッ
ク

な
）
認
識
が
、（
岸
浩
に
大
き
く
先
行
し
て
）
近
世
の
萩
藩
領
等
の
西
日
本
各
地
に
も
（
階
層
的
な
部
分
的
文
化
と
し
て
）
既
に
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
事
実
に
つ
い
て
も
説
得
的
に
証
左
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
、
実
は
、
岸
が
苦
労
の
末
に
見
出
し

た
種
々
の
古
文
書
類
な
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
文
献
は
、
牛
（
と
馬
）
の
大
量
死
の
原
因
を
、
シ
イ
の
よ
う
な
超
自
然
的
な
存
在
で
は
な
く
、
此
岸
的
な
疫

病
に
求
め
よ
う
と
試
み
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
現
代
の
科
学
の
志
向
性
と
の
間
に
そ
れ
な
り
の
親
和
性
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

地
元
山
口
県
の
昭
和
の
人
で
あ
る
岸
浩
は
、
関
心
の
焦
点
を
排
他
的
に
牛
疫
に
絞
り
込
み
、
エ
テ
ィ
ッ
ク
な
視
線
で
古
文
書
研
究

を
推
し
進
め
た
。
そ
し
て
、
牛
疫
が
日
本
で
も
実
際
に
大
流
行
し
て
い
た
（
と
い
う
驚
く
べ
き
）
事
実
を
初
め
て
探
り
当
て
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
獣
医
学
の
見
地
に
忠
実
に
沿
っ
て
、
当
該
文
献
の
客
観
的
側
面
に
強
く
光
を
当
て
て
対
象
を
分
離
・
精
製
す
る
、

純
一
に
エ
テ
ィ
ッ
ク
な
作
業
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

す
る
と
、
岸
の
牛
疫
論
に
も
一
脈
通
じ
る
エ
テ
ィ
ッ
ク
な
対
象
理
解
が
、
江
戸
時
代
の
西
日
本
に
も
既
に
存
在
し
、
そ
の
記
録
が

後
年
の
岸
の
科
学
的
な
再
解
釈
の
受
け
皿
と
な
っ
た
と
考
え
得
る
事
実
は
、
極
め
て
意
義
深
い
。
単
刀
直
入
に
言
え
ば
、
両
者
を
貫
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く
の
は
、
背
後
に
控
る
「
識
字
性
」
と
い
う
、
思
考
の
社
会
・
文
化
的
な
枠
組
み
の
同
質
性
な
の
で
あ
る
。

1
．
文
字
記
録
と
し
て
の
口
承
の
識
字
性

　

た
だ
し
、
そ
う
し
た
属
性
を
持
つ
記
録
の
認
識
主
体
は
、
当
該
事
象
の
一
次
的
な
経
験
主
体
で
あ
る
一
般
庶
民
（
特
に
農
民
）
で

は
全
く
な
く
、
彼
ら
を
支
配
・
監
督
す
る
藩
庁
に
出
仕
す
る
役
人
た
ち
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
識
字
性
を
漸
次
確
実
に
強
め
て
行
っ
た

江
戸
時
代
に
於
い
て
、
そ
の
識
字
的
側
面
を
代
表
す
る
層
（
の
中
核
）
を
な
す
武
士
た
ち
な
の
だ
。

　

す
る
と
、
同
一
事
象
に
対
し
て
も
、
災
害
や
病
気
等
の
「
不
幸
」
が
問
題
と
な
る
場
合
は
、
特
に
農
民
と
武
士
と
の
間
に
、
情
動

や
思
考
の
面
で
か
な
り
大
き
な
断
絶
が
あ
っ
た
と
思
え
る
。
そ
れ
が
、
先
に
見
た
シ
イ
と
「
新
時
代
の
妖
怪
」
た
ち
の
乖
離
に
象
徴

さ
れ
る
も
の
と
強
く
同
質
的
な
の
だ
と
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
事
態
は
、
次
に
掲
げ
る
ア
ポ
リ
ア
に
も
直
に
繫
が
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
文
字
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
口
承
世
界
の
人
々

（「
非
識
字
人
」）
の
認
識
は
、
歴
史
的
に
口
承
社
会
を
知
る
う
え
で
極
め
て
貴
重
で
不
可
欠
な
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
飽
く
ま
で
も

彼
等
の
認
識
自
体
で
は
あ
り
得
ず
、
識
字
性
を
不
可
避
的
に
纏
っ
た
形
で
の
（
庶
民
の
）
認
識
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
出
口
無
し
」
の
状
況
に
目
を
瞑
る
限
り
は
、
非
識
字
人
の
イ
ー
ミ
ッ
ク
な
理
解
そ
の
も
の
に
は
決
し
て
到
れ
な
い
。
困
難

で
あ
っ
て
も
、
む
し
ろ
そ
の
自
家
撞
着
そ
の
も
の
の
中
に
手
掛
か
り
を
見
出
す
、
い
わ
ば
二
重
の
逆
説
に
際
疾
く
耐
え
る
覚
悟
が
い

る
。
そ
れ
が
、「
出
口
無
し
」
状
況
に
あ
り
つ
つ
も
不
可
視
の
「
出
口
」
に
限
り
な
く
接
近
す
る
唯
一
の
術
と
な
ろ
う

―
あ
た
か

も
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
縁
に
立
っ
て
そ
の
暗
黒
の
内
部
を
「
見
る
」
天
文
学
の
最
新
の
技
術
の
ご
と
く
。

　

以
上
の
整
理
を
下
敷
き
に
す
れ
ば
、
武
士
が
残
し
た
文
字
記
録
と
、
岸
浩
に
よ
る
牛
疫
史
研
究
論
文
と
の
間
に
存
在
す
る
隠
れ
た
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相
同
性
と
言
え
る
「
エ
テ
ィ
ッ
ク
」
な
属
性
が
、
確
か
に
親
和
的
な
も
の
と
し
て
「
見
え
」
始
め
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
も
、
識
字
性
が
全
域
的
に
強
ま
っ
て
前
面
化
し
た
現
代
日
本
に
生
を
享
け
、
し
か
も
高
度
に
専
門
的
な
学
殖
を
身
に
つ
け
た

岸
浩
が
近
世
日
本
で
の
牛
の
大
量
死
を
考
察
す
る
時
、
一
面
で
、
実
は
近
世
の
武
士
た
ち
以
上
に
強
い
識
字
的
で
エ
テ
ィ
ッ
ク
な
バ

イ
ア
ス
が
不
可
避
的
に
作
用
す
る
こ
と
に
な
る
と
見
て
お
く
べ
き
な
の
だ
。

　

こ
の
事
態
は
、
岸
が
山
口
県
文
書
館
所
蔵
の
文
献
の
み
な
ら
ず
、
長
州
藩
の
隣
接
諸
藩
に
残
る
文
書
類
を
も
精
力
的
に
博
捜
し
た

反
面
―
シ
イ
が
も
た
ら
す
災
い
除
け
の
祭
事
に
完
全
に
目
を
瞑
っ
た
と
は
言
え
な
い
も
の
の
―
当
事
者
（
民
衆
）
の
シ
イ
民
俗

に
目
を
塞
ぐ
立
場
を
選
ん
だ
（
本
章
第
2
節
参
照
）
事
実
に
よ
っ
て
裏
書
き
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
）
7
（
う
。

　

大
胆
に
言
え
ば
、
当
時
の
農
民
（
等
庶
民
）
を
一
方
の
極
に
、
現
代
の
自
然
科
学
者
を
も
う
一
方
の
極
に
配
し
た
、
文
字
使
用
の

様
態
に
つ
い
て
の
「
非
識
字
／
識
字
（non-literate/literate

）
）
8
（

」
の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
を
想
定
す
れ
ば
、
江
戸
幕
府
や
各
藩
の
武
士

（
役
人
）
た
ち
は
、
そ
の
中
間
部
の
諸
所
に
、
様
々
な
形
で
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
江
戸
の
草
双
紙
の
作
者
で
あ
る
文

人
た
ち
は
、
現
代
の
科
学
者
た
ち
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
諸
点
を
占
め
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

2
．
岸
浩
と
野
村
勘
兵
衛
就
房

　

す
ぐ
右
で
述
べ
た
論
旨
を
少
し
も
逸
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
事
情
を
一
層
よ
く
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
顕
著
な
一
事
例
を
、
次
に
提

示
し
て
み
よ
う
。

　

三
百
石
取
り
の
萩
藩
士
で
あ
っ
た
野
村
勘
兵
衛
就
房
は
、『
延
宝
見
聞
録
』
と
題
す
る
覚
書
集
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
元

山
口
県
民
の
一
部
を
別
に
す
れ
ば
、
一
般
に
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
な
の
だ
が
、
筆
者
が
信
を
置
く
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
関
心
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か
ら
す
れ
ば
、
実
に
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。

　

勘
兵
衛
は
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
長
門
国
萩
に
近
接
す
る
諸
々
の
在
所
に
シ
イ
が
多
数
出
現
し
た
も
の
の
、
人
々
の
手
で

簡
単
に
打
ち
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
不
可
解
な
事
件
を
、
同
書
に
手
短
に
記
録
し
て
い
る
。
誠
に
恐
ろ
し
い
妖
獣
で
あ
る
は
ず

の
そ
の
「
シ
イ
」
の
、
意
外
な
ほ
ど
の
不
甲
斐
な
さ
に
拍
子
抜
け
も
し
た
様
子
で
、
文
末
に
、「
コ
ノ
シ
イ
、
牛
ヲ
殺
ス
ト
イ
フ
ハ

非
カ
」
と
言
い
添
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
ん
な
体
た
ら
く
の
シ
イ
の
姿
か
ら
推
し
て
、
牛
を
（
大
量
に
）
殺
す
と
い
う
の
は
或
い

は
的
外
れ
か
、
と
。
勘
兵
衛
の
こ
の
付
言
に
、
彼
の
合
理
を
旨
と
す
る
論
理
的
な
性
向
が
よ
く
窺
え
る
。
た
だ
し
、
勘
兵
衛
が
頭
ご

な
し
に
シ
イ
民
俗
を
否
定
す
る
超
越
的
な
物
言
い
を
し
て
は
い
な
い
事
実
に
も
、
十
分
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　

く
わ
え
て
勘
兵
衛
は
、
牛
の
瘟
（
え
や
み
）
の
大
流
行
に
苦
し
む
農
民
た
ち
が
、
自
家
の
牛
を
是
が
非
で
も
救
お
う
と
し
て
行
な

っ
た
諸
々
の
試
み
を
詳
し
く
書
き
留
め
た
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
、
一
農
民
が
試
行
を
重
ね
な
が
ら
、
牛
小
屋
の
換
気
に
工
夫
を
凝

ら
し
て
遂
に
牛
を
救
っ
た
希
有
な
成
功
例
を
精
彩
に
記
録
し
た
一
文
が
存
在
し
て
い
て
、
強
く
目
を
引
く
。
勘
兵
衛
の
目
的
合
理
的

な
志
向
性
の
し
か
ら
し
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

事
実
、
岸
浩
は
そ
の
記
事
を
読
ん
で
、
勘
兵
衛
の
眼
差
し
の
（
擬
似
科
学
的
と
も
言
え
る
）
客
観
性
と
実
利
性
に
感
銘
を
受
け
、

最
大
級
の
賛
辞
を
呈
し
た
（
岸　

一
九
七
四
ｂ
、
二
三
頁
）。
こ
れ
ら
の
事
実
を
勘
案
す
れ
ば
、
勘
兵
衛
と
岸
の
眼
差
し
に
幾
分
な

ら
ず
重
な
り
合
う
側
面
を
見
る
こ
と
は
、
少
し
も
難
し
く
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
該
の
そ
の
農
民
が
、
彼
の
村
の
シ
イ
民
俗
が
課
す
シ
イ
退
除
の
た
め
の
呪
術
的
な
行
事
の
執
行
や
タ
ブ
ー
に

従
わ
な
か
っ
た
と
は
、
ま
ず
考
え
に
く
い
。
彼
は
、
そ
の
よ
う
な
違
反
が
村
八
分
に
値
す
る
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
、
一
面
で

は
、
呪
術
行
為
の
実
効
性
を
堅
く
信
じ
る
村
共
同
体
の
（
積
極
的
で
）
確
信
的
な
一
員
で
も
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ら
に
従
っ
た
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の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
当
時
の
（
非
識
字
）
人
と
し
て
の
当
然
の
あ
り
方
で
あ
ろ
う
。
彼
は
母
な
る
自
然
の
み
な
ら
ず
、
村

共
同
体
に
も
や
は
り
深
く
包
み
込
ま
れ
て
こ
そ
生
を
全
う
し
得
て
い
た
の
だ
。

　

そ
う
し
た
複
雑
で
、
両
義
的
で
、
制
約
の
多
い
農
村
で
の
暮
ら
し
を
現
実
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
共
同
体
的
な
存
在
で
あ

る
当
時
の
庶
民
を
理
解
す
る
の
は
、
決
し
て
単
純
な
作
業
で
は
な
い
。
個
人
主
義
と
自
由
を
最
上
の
価
値
と
す
る
近
代
人
で
あ
る

我
々
の
（
科
学
的
な
）
研
究
は
、
彼
ら
の
内
面
か
ら
発
し
て
外
側
の
社
会
状
況
を
見
通
す
、
イ
ー
ミ
ッ
ク
な
視
点
に
よ
る
物
事
へ
の

接
近
の
実
態
の
理
解
で
絶
え
ず
補
完
さ
れ
、
見
直
さ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。

　

今
こ
こ
で
一
つ
の
具
体
例
を
挙
げ
て
論
じ
た
よ
う
に
、
文
字
化
さ
れ
た
「
口
承
」
と
し
て
の
記
録
は
、
そ
の
文
字
化
の
作
用
に
よ

る
識
字
性
の
「
感
染
」
を
決
し
て
免
れ
得
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
識
字
的
感
染
の
強
度
は
と
言
え
ば
、
現
代
の
（
山
口
県
の
役
人
＝

科
学
者
で
あ
る
）
岸
浩
の
方
が
、
少
な
く
と
も
或
る
意
味
で
野
村
勘
兵
衛
を
上
回
る
だ
ろ
う
。（
萩
藩
の
役
人
＝
武
士
で
あ
る
）
勘

兵
衛
が
生
き
た
の
は
、
識
字
者
と
非
識
字
者
が
上
下
の
層
を
成
し
て
暮
ら
す
、
二
層
的
な
近
世
社
会
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

岸
が
生
き
た
昭
和
時
代
が
、
識
字
を
当
然
の
前
提
と
し
て
全
て
の
制
度
が
隈
な
く
構
築
さ
れ
て
い
て
、
非
識
字
者
の
認
識
の
仕
方
や

社
会
的
経
験
を
受
け
留
め
る
枠
組
み
を
原
則
的
に
欠
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
観
点
に
立
っ
て
、
複
雑
に
縺
れ
合
う
「
イ
ー
ミ
ッ
ク
」・「
エ
テ
ィ
ッ
ク
」
一
対
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
相
互
性

を
（
当
該
の
文
字
資
料
の
批
判
的
な
読
解
を
通
じ
て
）
新
た
な
次
元
に
持
ち
出
し
て
読
み
解
き
、
統
合
す
る
こ
と
。
こ
れ
こ
そ
が
、

筆
者
の
唱
え
る
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
手
法
の
核
心
を
成
す
。
本
稿
の
後
半
部
も
ま
た
、
無
論
、
こ
の
手
法
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
）
9
（
る
。
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三
、
シ
イ
と
牛
疫
を
め
ぐ
る
ア
ポ
リ
ア

　

さ
て
、
我
が
国
で
は
、
近
世
の
牛
疫
発
生
を
叙
し
た
古
文
書
の
存
否
が
茫
と
し
て
知
れ
ず
、
ゆ
え
に
牛
疫
流
行
の
有
無
も
、
ま
た

（
発
生
し
て
い
た
と
し
て
も
）
そ
の
歴
史
的
実
態
を
知
る
手
だ
て
も
無
い
。
獣
医
学
界
で
絶
対
的
な
権
威
が
そ
う
唱
え
、
そ
の
「
権

威
あ
る
」
科
学
的
な
認
識
が
長
ら
く
「
常
識
」
化
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ゆ
え
の
長
い
学
問
的
な
思
考
停
止
は
、
歴
史
学
を
専

門
と
し
な
い
、
地
方
の
一
獣
医
師
岸
浩
の
手
に
な
る
大
胆
な
歴
史
研
究
に
よ
っ
て
一
気
に
覆
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

1
．
牛
の
広
域
的
大
量
死
の
原
因
、
牛
疫

　

山
口
県
庁
に
勤
務
し
、
同
県
の
家
畜
の
防
疫
業
務
の
責
任
者
を
務
め
て
い
た
岸
浩
は
、
地
元
萩
藩
に
、
江
戸
時
代
、
驚
く
べ
き
数

の
牛
が
大
量
死
し
た
こ
と
を
記
し
た
古
文
書
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
一
つ
の
全
く
の
偶
然
か
ら
知
っ
た
。
そ
し
て
、
現
代
の
獣
医
師

の
目
か
ら
す
れ
ば
驚
天
動
地
と
も
言
う
べ
き
そ
の
事
態
に
、
職
務
上
激
し
い
衝
撃
を
覚
え
た
。

　

そ
れ
以
来
山
口
県
文
書
館
に
足
し
げ
く
通
い
詰
め
た
岸
は
、
当
該
文
書
が
正
し
く
事
実
を
記
録
し
て
い
た
こ
と
を
確
信
を
も
っ
て

突
き
止
め
た
。
そ
し
て
、（
支
藩
を
含
む
広
義
の
）
萩
藩
の
み
な
ら
ず
、
隣
接
す
る
西
日
本
諸
藩
の
行
政
文
書
中
に
も
、
疫
病
が
大

流
行
し
て
牛
（
馬
）
が
大
量
死
し
た
と
解
せ
る
記
録
を
多
数
発
見
す
る
。
被
害
の
実
情
が
、「
牛
疫
」・「
牛
疫
病
」・「
牛
馬
疫
」
な

ど
の
語
で
記
さ
れ
て
い
る
文
書
の
中
に
、
そ
れ
ら
の
記
憶
が
（
長
ら
く
日
の
目
を
見
な
い
ま
ま
）
眠
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
獣
医
師
だ
け
が
立
ち
得
る
高
度
に
専
門
的
な
見
地
か
ら
、
当
該
諸
文
献
を
厳
密
に
科
学
的
（「
エ
テ
ィ
ッ
ク
」）
に
読
み
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込
む
作
業
を
積
み
重
ね
て
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
少
な
か
ら
ぬ
史
料
が
、
牛
疫
（rinderpest

〔
英
〕、Rinderpest

〔
独
〕）
大
流

行
の
客
観
的
で
動
か
ぬ
記
録
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
の
で
あ
る
。

　

牛
疫
は
、
世
界
史
的
に
遍
く
政
治
・
社
会
的
な
大
変
動
の
引
き
金
に
繰
り
返
し
な
り
、
人
類
史
上
測
り
知
れ
な
い
ほ
ど
巨
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
続
け
て
き
た
、
ま
さ
に
最
悪
の
家
畜
伝
染
病
で
あ
る
。
岸
は
、
日
本
も
歴
史
的
に
決
し
て
そ
の
惨
禍
を
免
れ
得
ず
、
江

戸
時
代
に
牛
疫
の
大
流
行
が
西
日
本
各
地
で
二
度
起
き
て
お
り
、
牛
（
馬
）
の
広
域
的
な
大
量
死
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
を
突
き
止

め
た
の
だ
。

　

岸
の
研
究
の
こ
の
劇
的
な
展
開
の
諸
相
か
ら
も
如
実
に
窺
え
る
通
り
、
富
国
強
兵
に
ひ
た
す
ら
邁
進
し
た
近
代
日
本
で
は
、
シ
イ

の
民
俗
の
み
な
ら
ず
、
牛
疫
大
流
行
の
歴
史
的
記
録
も
ま
た
（
む
し
ろ
シ
イ
民
俗
以
上
に
完
全
に
）
忘
れ
去
ら
れ
て
い
て
、
誰
も
が

そ
の
犁
耕
獣
た
る
牛
馬
の
広
域
的
な
大
量
死
に
つ
い
て
の
「
歴
史
的
忘
却
」
に
少
し
の
疑
念
も
差
し
挟
ま
ず
、
痛
痒
も
覚
え
な
か
っ

た
の
だ
っ
た
。

　

獣
医
学
の
専
門
家
に
は
、
む
し
ろ
専
門
家
で
あ
る
が
ゆ
え
に
（
逆
説
的
に
）
巨
大
な
盲
点
が
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

西
欧
化
さ
れ
た
専
門
教
育
で
薫
陶
を
受
け
た
結
果
、
欧
文
論
文
は
読
め
て
も
、
和
文
の
古
文
書
に
は
疎
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
意

識
的
に
も
無
意
識
的
に
も
、
民
俗
的
（
＝
イ
ー
ミ
ッ
ク
）
な
視
点
か
ら
の
牛
の
大
量
死
（
＝
シ
イ
騒
動
）
の
記
憶
の
み
な
ら
ず
、
日

本
固
有
の
実
務
的
な
視
点
か
ら
の
牛
の
大
量
死
（
＝
牛
疫
）
の
記
憶
も
度
外
視
し
て
、
全
く
省
み
な
か
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
日
本
近
代
の
特
徴
で
あ
る
学
術
文
化
上
の
断
絶
は
、
実
に
、
今
日
ま
す
ま
す
深
化
し
て
い
る
。
研
究
者
な
ら
、
欧
文
は
苦
も

な
く
読
む
。
だ
が
、
日
本
史
の
研
究
者
で
も
な
い
限
り
、
和
文
の
古
文
書
は
ま
ず
読
ま
な
い
―
読
め
な
い
―
の
で
あ
る
。

　

岸
浩
は
、
和
書
に
留
め
ら
れ
て
い
た
「
牛
疫
の
記
憶
」
を
獣
医
師
の
エ
テ
ィ
ッ
ク
な
視
点
か
ら
掬
い
取
っ
て
対
象
化
し
、
渾
身
の
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努
力
を
以
て
自
己
研
鑽
し
て
読
破
し
た
点
で
、
偉
大
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
見
て
お
い
た
よ
う
に
、
イ
ー
ミ
ッ
ク
な
（
シ

イ
民
俗
に
寄
り
添
う
よ
う
な
）
視
点
か
ら
は
極
力
距
離
を
置
い
て
、
微
温
的
な
姿
勢
を
ず
っ
と
堅
持
し
続
け
た
の
も
ま
た
、
も
う
一

つ
の
動
か
ぬ
事
実
な
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
上
記
二
つ
の
歴
史
的
な
忘
却
の
大
き
な
背
景
を
な
し
て
い
て
、
そ
の
原
因
と
も
な
っ
た
の
が
、
徳
川
幕
府
が
牛
馬
の
広
域

的
大
量
死
に
対
し
て
極
め
て
冷
淡
な
対
応
を
取
り
続
け
た
と
言
う
、
驚
く
べ
き
事
実
で
あ
っ
た
（
岸　

一
九
八
五
、
三

四
頁
、
小

馬　

二
〇
二
二
、
九
二

九
六
頁
）。
石
高
制
を
基
礎
的
な
体
制
原
理
と
し
な
が
ら
も
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
、
徳
川
幕
府
は
西
日

本
の
牛
馬
の
広
域
的
大
量
死
に
は
不
作
為
を
決
め
込
み
、
ほ
ぼ
無
為
無
策
を
押
し
通
し
て
済
ま
せ
た
の
で
あ
）
10
（
る
。

2
．
乗
り
越
え
困
難
な
隘
路

　

筆
者
が
シ
イ
論
の
第
二
論
文
で
資
料
的
な
土
台
に
据
え
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
岸
浩
の
諸
業
績
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
筆
者
の
シ
イ
民

俗
の
研
究
と
岸
の
牛
疫
の
研
究
の
統
合
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
次
に
述
べ
る
、
実
に
厄
介
な
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
克
服
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

　

牛
（
な
ら
び
に
、
水
牛
、
豚
、
羚
、
ラ
ク
ダ
）
な
ど
の
偶
蹄
類
に
特
有
の
疫
病
で
あ
る
牛
疫
は
、
奇
蹄
類
で
あ
る
馬
を
（
少
な
く

と
も
決
し
て
深
刻
に
は
）
犯
す
こ
と
が
な
い
。
他
方
シ
イ
は
、（
一
般
的
に
言
え
ば
）
こ
れ
に
反
し
て
、
牛
馬
を
共
に
襲
う
と
観
念

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
重
大
で
不
可
解
な
齟
齬
を
、
一
体
ど
う
読
み
ほ
ぐ
せ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
（
獣
医
師
と
し
て
当
然
な
が
ら
、
初
手
か
ら
）
牛
疫
の
み
に
狭
く
焦
点
を
定
め
た
岸
浩
は
、
牛
疫
流
行
と
密
接
不
離
な
シ
イ
民
俗

を
記
録
し
た
資
料
が
萩
藩
文
書
中
に
あ
る
と
山
口
県
文
書
館
の
職
員
に
教
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
結
局
ほ
ぼ
丸
ご
と
無
視
し
た
。
た
だ
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し
そ
れ
は
、
シ
イ
の
牛
馬
を
襲
う
特
性
と
、（
近
世
日
本
の
家
畜
で
は
）
牛
だ
け
を
襲
う
牛
疫
の
特
性
の
齟
齬
を
念
頭
に
お
い
た
が

ゆ
え
で
は
な
か
っ
た
。
何
し
ろ
、
山
口
県
（
長
門
国
と
周
防
国
）
の
民
俗
で
は
、
シ
イ
は
馬
を
襲
う
と
は
全
く
見
做
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
、
他
な
ら
ぬ
そ
の
理
由
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
問
題
を
読
み
解
く
鍵
と
し
て
重
大
だ
。

　

長
門
・
周
防
両
国
で
は
、（
少
な
く
と
も
当
初
）
シ
イ
の
襲
撃
に
よ
る
馬
の
被
害
に
拘
泥
す
る
者
は
一
人
と
し
て
い
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
同
地
域
で
の
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
長
い
伝
統
に
裏
付
け
ら
れ
て
極
め
て
よ
く
安
定
し
て
い
た
。
後
に
（
周
防
国
経
由

で
シ
イ
の
存
在
を
知
っ
た
）
貝
原
益
軒
が
自
著
『
大
和
本
草
』
の
「
黒

」
の
項
で
シ
イ
が
牛
馬
を
襲
う
と
書
き
、
そ
の
絶
大
な
影

響
で
、
彼
の
見
解
が
何
処
で
も
常
識
に
な
っ
た
後
も
、
少
な
く
と
も
こ
の
両
地
域
に
限
っ
て
は
、
右
の
事
情
に
変
化
が
無
か
っ
た
と

断
言
し
て
よ
い
。

　

岸
の
場
合
は
、
職
業
倫
理
に
則
っ
て
自
制
を
徹
底
し
、
獣
医
師
＝
科
学
者
と
し
て
（
当
然
）
の
「
エ
テ
ィ
ッ
ク
」
な
研
究
方
法
に

専
念
し
た
以
上
、「
牛
馬
疫
」
の
表
記
が
あ
る
文
書
が
牛
疫
大
流
行
期
の
も
の
で
あ
る
場
合
、
馬
の
死
因
に
つ
い
て
は
（
牛
疫
に
付

随
し
た
）
飢
饉
等
に
起
因
す
る
別
の
要
因
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
近
代
の
科
学
者
、
岸
の
牛
疫
研
究
に
と
っ
て
は
、
シ
イ

の
害
や
シ
イ
の
民
俗
（
へ
の
イ
ー
ミ
ッ
ク
な
関
心
）
は
場
違
い
で
あ
り
、
む
し
ろ
歴
史
的
・
文
化
的
な
夾
雑
物
と
し
て
排
除
、
な
い

し
は
度
外
視
す
る
の
が
相
応
し
い
、
賢
明
な
選
択
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
こ
こ
で
、
や
や
唐
突
な
が
ら
、
率
直
に
打
ち
明
け
て
お
く
べ
き
事
情
が
あ
る
。
実
は
、
密
か
に
葛
藤
に
耐
え
つ
つ
、
こ
こ
ま

で
、
心
な
ら
ず
も
敢
え
て
曖
昧
に
し
て
済
ま
せ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
今
問
題
と
し
て
い
る
、
シ
イ
が
襲
っ
て
殺

す
対
象
が
、
牛
馬
両
方
か
、
牛
だ
け
か
、
そ
れ
と
も
馬
だ
け
な
の
か
と
い
う
、
本
稿
の
考
察
の
大
前
提
と
な
る
べ
き
極
め
て
緊
要
な

事
柄
で
あ
っ
た
。
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岸
は
、
牛
疫
の
大
流
行
に
よ
る
大
量
死
が
現
実
に
起
き
て
い
た
証
拠
の
発
見
を
ひ
た
す
ら
追
求
し
た
。
他
方
、
筆
者
が
追
求
し
よ

う
と
し
た
の
は
、
シ
イ
と
い
う
、
民
俗
的
に
想
像
（
＝
創
造
）
さ
れ
た
妖
獣
に
よ
る
牛
馬
の
大
量
死
と
い
う
、
現
象
解
釈
で
あ
る
。

す
る
と
、
両
者
の
関
心
の
対
象
は
、
牛
に
つ
い
て
は
よ
く
重
な
る
が
、
馬
で
は
擦
れ
違
っ
て
し
ま
い
、
明
ら
か
な
平
行
線
を
描
く
。

こ
こ
ま
で
の
本
稿
の
展
開
に
居
座
っ
て
き
た
こ
の
よ
う
な
居
心
地
の
悪
い
曖
昧
さ
に
逸
早
く
気
づ
き
、
疑
問
・
不
審
を
抱
い
た
、
批

判
的
な
読
者
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

こ
の
一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
事
態
が
、
ま
さ
し
く
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
る
の
だ
。
筆
者
が
、
シ
イ
民
俗
と
牛
疫
の
大
流
行
の
両
方

を
同
一
の
視
野
に
収
め
て
統
合
し
よ
う
と
す
る
時
、
今
述
べ
た
両
者
間
の
「
捩
じ
れ
の
位
置
」
関
係
を
最
初
に
言
明
し
て
お
く
ベ
き

だ
っ
た
の
は
、（
誠
に
申
し
訳
な
い
が
）
本
来
、
論
を
俟
た
な
い
。

四
、
シ
イ
概
念
の
創
発
と
伝
播
・
変
遷

　

で
は
、
筆
者
が
敢
え
て
そ
う
し
な
か
っ
た
の
は
何
故
か
。
端
的
に
言
え
ば
、
心
苦
し
く
も
、
自
覚
的
な
戦
略
的
選
択
の
結
果
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
何
し
ろ
シ
イ
民
俗
と
牛
疫
大
流
行
が
共
に
既
に
現
代
人
の
記
憶
に
な
く
、
し
か
も
そ
の
背
景
に
は
、
シ
イ
と
牛
馬
の

関
係
に
関
し
て
古
文
書
間
に
も
齟
齬
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
奥
に
は
諸
々
の
地
域
的
偏
差
が
控
え
て
い
る
と
い
う
、
実
に
厄
介
な

歴
史
的
事
情
が
控
え
て
い
る
。
複
雑
極
ま
る
、
こ
の
文
脈
を
簡
明
に
記
す
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
以
上
、
当
面
シ
イ
の
攻
撃
目
標
を

諸
資
料
を
包
摂
し
て
曖
昧
に
「
牛
馬
」
と
提
示
す
る
の
が
む
し
ろ
得
策
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
次
善
の
策
と
し
て
そ
れ
を
選
択
し
た

の
だ
っ
た
。
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筆
者
が
岸
の
研
究
を
善
用
す
る
場
合
に
も
、
筆
者
と
岸
の
研
究
の
志
向
性
の
厄
介
な
「
ネ
ジ
レ
の
位
置
」
関
係
が
さ
ら
に
そ
れ
に

絡
ん
で
、
事
態
は
さ
ら
に
錯
綜
を
極
め
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
行
論
の
起
点
を
出
来
る
だ
け
単
純
化
し
、
そ
の
後
の
行
論
の
円

滑
な
進
行
を
一
応
す
ん
な
り
と
確
保
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
遅
ま
き
な
が
ら
も
こ
こ
に
全
面
的
に
白
状
し
て
、
許
し
を
請

う
。

1
．
便
宜
的
な
見
取
り
図

　

さ
て
そ
の
う
え
で
、
シ
イ
観
の
地
域
的
な
偏
差
の
要
点
を
先
取
り
し
て
大
ま
か
に
纏
め
た
「
見
取
り
図
」
を
こ
こ
で
掲
げ
、
論
点

の
一
層
の
整
理
を
図
っ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
も
ま
た
行
論
上
の
戦
略
的
な
選
択
で
あ
る
。

（
1
）「
筑
紫
」
の
シ
イ

①
シ
イ
の
概
念
と
民
俗
は
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
周
防
国
山
口
か
ら
伝
播
し
た
。

②
シ
イ
は
、
当
初
牛
だ
け
を
襲
っ
た
。

③
や
が
て
、
牛
馬
両
方
を
犯
す
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
変
化
し
た
。

④
牛
馬
を
共
に
襲
う
と
す
る
、
③
の
シ
イ
観
が
、
享
保
の
大
飢
饉
（
一
七
三
二
）
を
機
に
西
日
本
一
円
に
広
く
伝
播
し
、
最
終

的
に
、
全
国
的
に
も
そ
れ
が
優
勢
な
認
識
に
な
っ
て
一
般
化
し
た
。

⑤
右
の
③
・
④
の
事
態
に
は
、
貝
原
益
軒
の
先
述
の
二
つ
の
書
物
が
決
定
的
に
関
与
し
、
極
め
て
強
く
影
響
し
た
。

（
2
）
長
門
国
・
周
防
国
の
シ
イ
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①
シ
イ
が
犯
す
の
は
、
全
時
代
を
通
じ
、
一
貫
し
て
牛
の
み
で
あ
る
。

②
シ
イ
の
異
称
を
（
特
に
周
防
国
で
は
）「
牛
打
ち
」
と
言
う
。

③
牛
疫
の
流
行
は
、
常
に
長
門
国
を
日
本
国
内
で
の
初
発
点
と
し
て
各
地
に
波
及
し
た
。

④
シ
イ
概
念
の
創
発
は
、
牛
疫
の
惨
禍
に
真
先
に
苦
し
む
経
験
を
す
る
、
こ
の
地
域
で
起
き
た
。

⑤
二
度
の
牛
疫
大
流
行
の
初
発
地
は
、
何
れ
も
長
門
国
だ
っ
た
。

⑥
シ
イ
民
俗
は
、
長
門
国
（
日
本
海
側
）
か
ら
周
防
国
（
瀬
戸
内
海
側
）
に
伝
わ
り
、
周
防
国
経
由
で
九
州
と
中
国
・
四
国
等

へ
幾
つ
か
の
経
路
で
波
及
し
て
行
っ
た
。

⑦
こ
の
波
及
経
路
は
、
牛
疫
大
流
行
拡
大
の
方
向
性
と
も
そ
の
ま
ま
ぴ
っ
た
り
と
符
合
す
る
。

（
3
）
阿
波
国
の
シ
イ

①
通
念
と
し
て
、
シ
イ
は
牛
馬
を
共
に
犯
す
と
さ
れ
て
い
る
。

②
た
だ
し
、
実
際
に
は
、
ほ
ぼ
シ
イ
が
牛
を
犯
し
た
伝
承
だ
け
が
知
ら
れ
る
。

③
シ
イ
の
異
称
は
、
周
防
国
の
も
の
に
酷
似
し
て
「
牛
打
ち
坊
」
で
あ
る
。

④
先
ず
（
2
）
の
民
俗
が
伝
わ
っ
た
。
暫
く
後
に
（
1
）
③
の
あ
り
方
が
伝
播
し
、
被
さ
っ
て
両
者
が
混
合
し
た
も
の
の
、

十
分
に
は
溶
け
合
わ
ず
、
上
記
（
3
）
①
と
（
3
）
②
の
間
の
乖
離
が
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
残
っ
た
。

（
4
）
肥
後
国
の
シ
イ

①
シ
イ
が
犯
す
の
は
、（
北
に
接
す
る
隣
国
筑
後
国
と
同
様
に
）
馬
の
み
で
あ
る
。

②
右
の
（
4
）
①
は
、（
2
）
と
は
独
立
に
中
国
書
の
影
響
下
で
シ
イ
概
念
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
筑
後
国
久
留
米
の
シ
イ
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観
が
恐
ら
く
淵
源
と
な
っ
た
。

③
（
1
）
①
の
事
実
も
一
応
は
（
一
般
的
な
知
識
と
し
て
）
知
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
影
響
が
見
え
な
い
。

④
河
童
の
司
宰
と
し
て
夙
に
名
高
い
菊
池
の
渋
江
家
が
、
享
保
の
大
飢
饉
以
降
シ
イ
退
除
に
度
々
成
功
し
、
そ
れ
が
宗
教
者
と

し
て
の
独
自
の
地
歩
を
築
く
重
大
な
要
因
に
な
っ
た
。

2
．
周
防
国
か
ら
筑
前
国
へ

　

さ
て
、
シ
イ
の
概
念
の
広
が
り
に
関
し
て
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
次
に
紹
介
す
る
よ
う
に
、
筑
前
の
大
儒
、
貝
原
益

軒
が
著
し
た
『
筑
前
国
続
風
土
記
』（
一
七
〇
三
）
と
『
大
和
本
草
』（
一
七
〇
八
）、
二
つ
の
名
高
い
書
物
、
特
に
後
者
で
あ
っ
た
。

　

翻
れ
ば
、
九
州
（
全
域
）
で
も
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
以
前
に
は
シ
イ
と
い
う
概
念
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

―
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
筑
後
国
久
留
米
の
地
で
は
例
外
的
に
、（
す
ぐ
こ
の
後
に
見
る
）
寛
文
二
年
、
筑
前
国
（
野
北

村
〔
後
述
〕
由
来
の
）
の
も
の
と
は
や
や
異
な
る
シ
イ
概
念
が
、
先
ん
じ
て
成
立
し
て
い
た
よ
う
だ

―
右
の
（
4
）
①
・
②
参

照
。

　

さ
て
益
軒
は
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
巻
之
二
十
三
で
、
同
国
で
最
初
に
シ
イ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
契
機
と
な
っ
た
、
寛
文
二
年

（
一
六
六
二
）
に
志
摩
郡
野
北
村
で
起
き
た
牛
の
連
続
死
騒
動
の
顚
末
を
、
詳
細
に
、
且
つ
生
々
し
く
記
し
て
い
る
（
小
馬　

二
〇

二
一
ａ
、
四
一
〇

四
一
三
頁
）。

　

曰
く
、
同
村
で
牛
二
四
頭
が
短
期
間
に
相
次
い
で
不
審
死
を
遂
げ
た
。
そ
こ
に
偶
々
来
合
わ
せ
て
い
た
周
防
国
山
口
の
神
職
の
使

い
が
、
山
口
近
辺
で
の
そ
れ
と
そ
っ
く
り
な
騒
動
を
実
例
と
し
て
挙
げ
て
、
シ
イ
の
仕
業
に
違
い
な
い
と
確
信
し
、
即
座
に
進
言
し
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た
。
彼
の
熱
心
な
忠
告
に
従
っ
て
、
人
々
が
早
速
鳴
り
物
で
追
い
立
て
て
シ
イ
七
匹
を
打
ち
殺
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
牛
の
不
審
死

が
ぴ
た
り
と
止
ん
だ
。
野
北
村
で
は
、
そ
の
シ
イ
の
死
骸
を
領
主
黒
田
公
に
も
見
て
貰
っ
た
が
、
近
辺
で
も
同
村
の
成
功
に
直
に
倣

っ
て
即
座
に
シ
イ
を
狩
っ
た
村
々
が
あ
る
と
聞
く
、
云
々
。

　

益
軒
は
、
初
め
て
見
聞
し
た
こ
の
驚
天
動
地
の
事
件
の
展
開
に
深
く
感
じ
入
っ
て
、
自
著
『
大
和
本
草
』
に
、「
此
獣
、
周
防
、

及
、
筑
紫
ニ
ハ
處
處
ニ
ア
リ
、
他
州
ニ
モ
ア
リ
ヤ
、
未
詳
（
中
略
）
昔
ハ
此
物
、
日
本
ニ
在
コ
ト
ヲ
知
ラ
ズ
、
近
年
知
リ
テ
、
之
ヲ

狩
ル
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
騒
動
の
経
緯
に
鑑
み
て
、
明
ら
か
に
、
周
防
の
伝
統
に
一
目
置
く
風
情
の
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
萩
藩
士
で
あ
る
野
村
勘
兵
衛
就
房
が
、
自
著
『
延
宝
見
聞
録
』
に
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
長
門
国
萩
の
諸
在
所
に

シ
イ
が
多
数
出
現
し
て
打
ち
殺
さ
れ
た
事
件
を
記
録
し
た
こ
と
は
、
先
に
や
や
詳
し
く
紹
介
し
て
お
い
た
。
な
お
、
そ
の
出
来
事
は
、

『
防
長
故
事
年
表
』（
山
口
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録
一
〇
八
二
）
の
中
の
同
年
の
記
事
中
に
も
見
え
て
い
る
。

　

し
か
も
、
そ
の
長
門
国
の
シ
イ
騒
動
は
、
筑
前
国
志
摩
郡
野
北
村
で
の
シ
イ
騒
動
に
踵
を
接
し
て
起
き
て
い
て
、
実
に
そ
の
翌
年

の
こ
と
だ
っ
た
。
す
る
と
、
寛
文
二

三
年
（
一
六
六
二

六
三
）
頃
に
、
響
き
灘
に
面
す
る
筑
前
と
長
門
両
国
の
海
岸
部
を
侵
入

口
と
す
る
、
牛
疫
の
（
小
）
流
行
が
恐
ら
く
は
確
か
に
起
き
て
い
た
と
推
定
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
シ
イ
の
概
念
が
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
周
防
国
か
ら
九
州
の
玄
関
口
、
筑
前
国
へ
と
伝
播
し
た
事
実
と

そ
の
前
後
の
事
情
は
、
か
く
の
如
く
、
世
に
名
高
い
文
献
に
徴
し
て
確
実
に
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

五
、
牛
疫
と
シ
イ
の
相
互
関
係
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と
こ
ろ
で
、
歴
史
的
事
実
だ
っ
た
と
岸
浩
が
突
き
止
め
た
牛
疫
の
大
流
行
と
は
、
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
に
始
ま
る
「
寛
永

牛
疫
」（
岸
の
命
名
）
と
、
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
に
始
ま
る
「
寛
文
牛
疫
」（
同
）
と
い
う
二
度
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
い
ず
れ
も
が
、
朝
鮮
半
島
で
牛
疫
の
大
流
行
（「
牛
疫
大
熾
」）
が
起
き
た
直
後
の
年
に
発
生
し
て
い
た
。
岸
は
そ
れ
を
、
三

木
栄
の
三
〇
年
の
努
力
を
要
し
た
労
作
（
三
木
、
一
九
六
五
）
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
論
証
し
た
の
だ
っ
た
。

1
．
日
本
が
知
ら
な
か
っ
た
シ
イ

　

岸
は
、
そ
れ
ら
二
度
の
牛
疫
大
流
行
が
（
日
本
海
に
面
す
る
）
長
門
国
の
海
岸
部
で
初
発
し
、
そ
こ
を
起
点
に
各
地
に
波
及
し
て

行
っ
た
と
考
え
て
、
そ
の
複
数
の
経
路
と
時
期
を
諸
史
料
に
徴
し
て
同
定
し
、
極
め
て
具
体
的
に
跡
づ
け
て
い
る
。
必
ず
し
も
二
度

の
大
流
行
の
み
に
限
ら
ず
、
牛
疫
の
大
小
の
流
行
の
発
生
は
―
特
に
、
ウ
イ
ル
ス
の
耐
性
が
著
し
く
増
す
冬
季
に
―
長
門
国
の

海
岸
部
に
「
漂
到
」
し
た
牛
の
死
体
、
或
い
は
（
生
死
を
問
わ
ず
）「
漂
到
」
し
た
人
間
が
原
因
で
あ
る
と
、
岸
は
明
言
し
て
い
る
。

　

な
お
、
前
章
の
終
わ
り
に
筆
者
が
推
定
し
て
み
た
、
寛
文
二

三
年
（
一
六
六
二

六
三
）
頃
の
響
き
灘
沿
岸
部
で
の
「
牛
疫

（
小
）
流
行
」
も
、
こ
の
岸
の
説
の
枠
組
み
に
少
し
も
反
し
な
い
こ
と
が
興
味
深
い
。

　

た
だ
し
、
岸
は
、
牛
疫
大
流
行
と
シ
イ
概
念
の
成
立
と
の
関
係
を
敢
え
て
一
切
論
じ
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
も
と
よ
り
、
既
述

の
通
り
、
岸
は
シ
イ
に
ほ
ぼ
関
心
を
寄
せ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
そ
の
立
論
の
可
能
性
へ
の
示
唆
を
意
図
的
に
拒
ん
だ
よ
う
に
さ
え

見
え
る
。
実
際
、
岸
の
研
究
に
と
っ
て
、
仮
に
も
妖
獣
シ
イ
を
包
摂
し
て
み
て
も
、
問
題
が
徒
に
複
雑
化
し
て
し
ま
い
、
論
証
も
結

論
も
不
鮮
明
に
な
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
敢
え
て
そ
う
す
る
こ
と
の
利
点
を
失
点
が
大
き
く
上
回
る
結
果
に
な
っ
た
に
違
い

な
い
。
よ
っ
て
、
岸
の
自
然
科
学
者
と
し
て
の
節
度
あ
る
判
断
は
、
こ
の
意
味
で
は
正
し
か
っ
た
の
だ
。
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た
だ
し
、
筆
者
が
拠
っ
て
立
つ
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
立
場
で
は
、
一
体
な
ぜ
妖
獣
シ
イ
を
牛
の
大
量
死
の
元
凶
と
見
る
観
念
が

先
ず
長
門
国
で
成
立
し
て
、
や
が
て
西
日
本
一
円
に
広
が
り
、
各
地
の
特
徴
あ
る
シ
イ
民
俗
が
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
成
立
し
て
行
っ

た
の
か
と
い
う
点
は
、
決
し
て
等
閑
視
で
き
な
い
重
大
な
事
柄
で
あ
る
。

　

こ
の
点
の
探
索
上
で
示
唆
的
な
の
は
、
貝
原
益
軒
が
『
大
和
本
草
』
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
事
実
で
あ
る
。「
此
獣
（
す
な

わ
ち
シ
イ
、
小
馬
注
）
は
皇
明
通
紀
及
震
澤
長
語
と
云
書
に
記
せ
る
☆
と
云
物
な
る
へ
し
、
せ
い
と
、
し
い
と
音
相
近
し
」
と
。
シ

イ
と
は
、
明
の
陳
建
が
著
し
た
『
皇
明
通
紀
』（
一
五
五
五
）
や
、
そ
れ
に
先
立
つ
明
代
成
化
年
間
（
一
四
六
五

八
七
）
の
『
震

澤
長
語
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
☆
の
こ
と
だ
ろ
う
、
何
故
な
ら
発
音
が
近
い
か
ら
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
益
軒
は
こ
こ
で

ま
さ
し
く
、（
明
国
の
）
大
伝
統
に
触
発
さ
れ
て
（
日
本
の
）
小
伝
統
（
＝
民
俗
）
が
生
ま
れ
る
機
序
を
自
前
の
論
理
で
活
々
と
論

じ
て
い
る
の
だ
―
先
見
的
な
民
俗
（
形
成
）
論
と
し
て
し
っ
か
り
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

な
お
先
に
見
た
通
り
、
益
軒
は
他
で
も
、「
此
獣
、
周
防
、
及
、
筑
紫
ニ
ハ
處
處
ニ
ア
リ
、
他
州
ニ
モ
ア
リ
ヤ
、
未
詳
（
中
略
）

昔
ハ
此
物
、
日
本
ニ
在
コ
ト
ヲ
知
ラ
ズ
、
近
年
知
リ
テ
、
之
ヲ
狩
ル
」（『
筑
前
国
続
風
土
記
』
巻
之
二
十
三
、
傍
線
は
小
馬
）
と
、

エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
深
く
関
る
、
極
め
て
重
要
な
論
点
を
明
確
に
書
き
残
し
て
い
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
同
じ
く
シ
イ
民
俗
の
小
伝

統
成
立
の
場
面
を
自
ら
経
験
的
に
叙
述
し
た
貴
重
な
一
文
だ
と
い
う
、
貴
重
な
事
実
を
軽
々
し
く
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

つ
ま
り
、
益
軒
が
『
大
和
本
草
』
で
「
せ
い
と
、
し
い
と
音
相
近
し
」
と
書
い
た
の
は
、
☆
の
漢
音
で
あ
る
「
セ
イ
」
と
周
防
国

で
跋
扈
す
る
件
の
妖
獣
の
名
称
で
あ
る
「
シ
イ
」
の
発
音
が
似
て
い
て
、
相
通
じ
合
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
益
軒
は
、
こ
の
推
定

に
よ
る
解
釈
に
基
づ
い
て
、
周
防
国
が
先
行
し
た
シ
イ
概
念
の
、
日
本
で
の
受
容
の
心
理
的
な
機
序
を
大
き
く
俯
瞰
し
て
解
明
し
、

自
ら
深
く
納
得
し
て
み
せ
て
い
る
の
だ
。
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2
．
貝
原
益
軒
の
シ
イ
民
俗
論

　

た
だ
し
、
益
軒
の
推
論
は
、
純
正
な
語
義
論
（
或
い
は
字
音
論
）
で
あ
っ
て
、
社
会
や
文
化
の
脈
絡
を
重
視
す
る
全
体
論
的
で
包

括
的
な
現
象
解
釈
に
は
残
念
な
が
ら
な
っ
て
は
い
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
限
り
で
だ
が
、
彼
の
立
論
に
は
実
感
的
な
説
得
力
が
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
寛
永
一
五

一
九
年
（
一
六
三
八

四
二
）
の
「
寛
永
牛
疫
」
の
初
発
地
と
な
っ
た
長
門
国
で
は
、
恐
ら
く
益
軒
が

文
字
的
知
識
の
蓄
積
に
よ
っ
て
論
理
的
に
推
定
し
た
通
り
の
機
序
で
、
大
陸
か
ら
の
新
来
の
妖
獣
で
あ
る
☆
の
圧
倒
的
な
脅
威
が
読

み
解
か
れ
て
、
受
容
さ
れ
た
の
だ
と
見
て
よ
い
。
中
国
の
☆
概
念
の
核
で
あ
る
属
性
は
、
夜
間
、
厳
重
な
戸
締
り
を
も
の
と
も
せ
ず

屋
内
に
進
入
し
て
人
を
害
す
る
怪
し
い
力
、
な
い
し
は
存
在
で
あ
る
。
長
門
国
で
は
、
同
様
に
牛
小
屋
に
侵
入
し
て
牛
を
襲
っ
て
殺

す
怪
し
い
力
の
「
臨
在
」
を
☆
概
念
を
媒
介
と
し
て
な
ん
と
か
捉
え
よ
う
と
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
―
た
だ
し
、
襲
う
対
象
が
人

か
牛
馬
か
を
初
め
と
す
る
、
あ
れ
こ
れ
の
避
け
難
い
齟
齬
や
矛
盾
も
内
包
さ
せ
な
が
ら
。

　

こ
こ
に
、
中
国
の
長
年
の
識
字
的
知
識
の
集
積
で
あ
る
「
読
み
書
き
文
化
」
の
伝
統
（「
大
伝
統
」）
を
決
定
的
な
触
媒
と
し
て
、

日
本
の
一
地
方
で
あ
る
長
門
国
の
シ
イ
民
俗
（「
小
伝
統
」）
が
勃
然
と
し
て
芽
吹
き
、
そ
れ
が
日
本
の
当
時
の
有
力
な
一
識
字
人
、

益
軒
に
よ
っ
て
観
念
的
に
追
認
さ
れ
、
彼
の
権
威
に
よ
っ
て
広
域
的
に
認
知
さ
れ
た
事
情
が
よ
く
窺
え
る
。

　

☆
の
第
一
の
字
義
は
「
災
い
」
で
あ
る
が
、
☆
は
ま
た
目
の
病
も
意
味
す
る
。
す
る
と
、
シ
イ
の
際
立
っ
た
特
徴
が
目
の
異
常
な

鋭
さ
、
あ
る
い
は
片
目
だ
と
す
る
シ
イ
民
俗
も
ま
た
、
や
は
り
、
漢
字
の
知
識
を
介
し
つ
つ
形
成
さ
れ
た
と
見
て
よ
さ
そ
う
だ
（
小

馬　

二
〇
二
一
、
四
一
三

四
一
四
頁
）。

　

以
上
の
ご
と
く
大
き
く
概
観
す
る
時
、
も
う
一
つ
見
逃
せ
な
い
重
大
な
事
実
も
見
出
せ
る
は
ず
だ
。
そ
れ
は
、
シ
イ
の
概
念
・
民

俗
の
形
成
の
機
序
が
、
非
識
字
的
な
農
民
に
負
う
も
の
だ
と
は
、
決
し
て
単
純
素
朴
に
言
え
そ
う
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
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民
俗
形
成
と
は
、
い
わ
ゆ
る
複
数
の
「
小
文
字
の
文
化
」（cultures

）
の
一
要
素
が
成
立
す
る
場
合
の
、
独
立
発
生
で
も
あ
り

得
る
よ
う
な
、
簡
単
で
素
朴
な
も
の
で
は
決
し
て
あ
る
ま
い
。
シ
イ
の
概
念
と
民
俗
の
成
立
に
関
す
る
益
軒
の
論
理
的
な
推
理
に
窺

え
る
が
如
く
、
長
門
国
の
場
合
に
も
、
文
明
の
地
、
中
国
の
文
献
で
あ
る
『
皇
明
通
紀
』
や
『
震
澤
長
語
』
に
も
よ
く
通
じ
る
教
養

を
備
え
た
武
士
等
、
識
字
的
な
知
識
人
層
の
介
在
を
（
少
な
く
と
も
触
媒
的
な
要
因
と
し
て
）
想
定
せ
ず
に
は
済
む
ま
い
。

　

こ
の
事
実
も
ま
た
、
識
字
的
な
大
伝
統
の
圧
倒
的
な
力
に
触
発
さ
れ
て
こ
そ
非
識
字
的
な
小
伝
統
（
す
な
わ
ち
民
俗
、
な
い
し
は

民
俗
文
化
）
が
育
ま
れ
る
の
だ
と
見
る
、
筆
者
の
基
本
的
な
認
識
の
枠
組
み
の
妥
当
性
を
裏
書
き
す
る
、
一
つ
の
具
体
例
に
な
っ
て

い
る
と
言
え
よ
う
。

六
、
シ
イ
の
「
本
場
」
の
転
換

　

さ
て
、
我
が
国
で
最
初
に
シ
イ
概
念
が
成
立
し
た
の
は
、
恐
ら
く
、
こ
れ
も
我
が
国
最
初
の
牛
疫
の
大
流
行
で
あ
る
「
寛
永
牛

疫
」（
寛
永
一
五

一
九
年
〔
一
六
三
八

四
二
〕）
直
後
の
時
期
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
他
に
は
シ
イ
概
念
の
創
発

に
繫
が
る
原
因
ら
し
き
も
の
が
、
何
処
に
も
全
く
見
当
た
ら
な
い
か
ら
だ
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
妖
獣
シ
イ
の
誕
生
は
、
牛
疫
の
日
本

で
最
初
の
大
流
行
に
よ
る
、
未
曾
有
の
広
域
的
な
牛
の
大
量
死
の
発
生
と
密
接
不
離
の
事
態
で
あ
っ
た
と
見
る
の
が
穏
当
だ
ろ
う
。

　

益
軒
の
上
記
二
つ
の
著
作
が
世
に
広
く
知
ら
れ
た
結
果
、
シ
イ
概
念
が
西
日
本
一
円
に
広
く
、
深
く
伝
播
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ

れ
に
よ
っ
て
シ
イ
の
「
本
場
」
と
目
さ
れ
る
地
が
、
実
態
や
歴
史
の
慎
重
で
実
践
的
な
参
照
と
確
認
を
欠
い
た
ま
ま
、
周
防
国
か
ら

筑
紫
に
ほ
ぼ
即
座
に
移
行
し
た
こ
と
が
、
実
に
印
象
深
い
。
こ
の
よ
う
に
、
益
軒
に
も
恐
ら
く
予
想
外
で
あ
っ
た
ろ
う
ほ
ど
の
絶
大
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な
副
次
的
効
果
（
副
作
用
）
が
速
や
か
に
生
じ
た
と
い
う
、
括
目
に
値
す
る
事
実
に
き
ち
ん
と
目
を
向
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
変
化
と
経
緯
は
、
ほ
ぼ
次
の
推
論
で
跡
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
益
軒
自
身
は
「
周
防
、
及
、
筑
紫
ニ
ハ
處
處
ニ
ア
リ
」（『
大

和
本
草
』、
一
七
〇
八
）
と
、
シ
イ
跳
梁
の
地
に
は
、
筑
紫
に
先
立
っ
て
周
防
を
挙
げ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
書
経
由
で
シ
イ
に

触
れ
た
（
別
人
の
）
以
下
の
各
書
で
は
、「
筑
紫
に
あ
る
黒
☆
」（『
孔
雀
楼
筆
記
』、
一
七
六
八
）、「
筑
紫
及
周
防
に
在
り
と
て
」

（『
和
訓
栞
』
誠
美
堂
版
、
一
八
九
八
）、「
筑
紫
及
周
防
の
国
に
あ
り
と
云
ふ
」（『
大
日
本
国
語
辞
典
』、
一
九
一
五

一
九
）、「
筑

紫
、
周
防
ニ
ハ
多
ク
」（『
大
言
海
』、
一
九
三
二

三
七
）
と
、
逆
に
そ
の
全
て
が
、
周
防
に
先
立
っ
て
、
筑
紫
を
シ
イ
の
「
本
場
」

と
し
て
挙
げ
た
の
だ
っ
た
（
小
馬　

二
〇
二
一
ａ
、
四
一
四

四
一
七
頁
）。

　

同
時
代
の
圧
倒
的
な
権
威
を
誇
る
識
字
人
・
碩
学
と
し
て
の
益
軒
の
大
き
な
存
在
が
先
ず
あ
り
、
そ
の
彼
の
広
域
的
に
流
布
し
た

刊
本
の
も
つ
権
威
の
絶
大
さ
が
、
そ
の
後
の
シ
イ
概
念
の
伝
播
・
波
及
の
仕
方
に
抜
本
的
な
変
化
を
招
い
た
様
子
が
、
こ
こ
に
如
実

に
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
疑
い
よ
う
の
な
い
重
い
事
実
は
、
識
字
的
な
「
大
伝
統
」（great 

tradition

）
が
非
識
字
的
な
「
小
伝
統
」（little 

tradition

）、
す
な
わ
ち
民
俗
を
触
発
す
る
と
見
る
、
筆
者
の
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
観
を
支
持
す
る
好
個
の
事
例
で
も
あ
る
と
言
え

そ
う
だ
。

　

し
か
も
、
識
字
的
な
文
化
で
は
、
何
か
が
一
旦
文
字
化
さ
れ
る
と
、
そ
れ
が
忽
ち
固
定
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
繰
り
返
し
引
用

さ
れ
る
こ
と
で
累
積
的
に
権
威
を
高
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
さ
ら
に
広
く
伝
播
し
て
行
く
と
い
う
、
継
起
的
・
循
環
的
な
事
態
が
生
ま

れ
る
。
そ
の
再
起
性
を
内
包
す
る
事
態
を
如
実
に
窺
え
る
こ
の
事
例
は
典
型
的
で
、
誠
に
興
味
深
い
。
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七
、
襲
う
の
は
牛
か
、
馬
か
、
牛
馬
か

　

さ
ら
に
、
益
軒
の
民
俗
形
成
場
裡
で
の
絶
大
な
影
響
力
が
忍
ば
れ
る
事
実
が
、
次
の
通
り
、
他
に
も
明
ら
か
に
存
在
し
て
い
る
。

1
．
矛
盾
す
る
阿
波
国
の
シ
イ
の
異
名

　

阿
波
国
で
は
、（『
阿
州
奇
事
雑
話
』
中
の
記
事
に
見
る
よ
う
に
）
観
念
的
に
は
シ
イ
が
牛
馬
を
共
に
襲
う
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

同
国
で
は
シ
イ
を
周
防
国
で
の
シ
イ
の
別
称
「
牛
打
ち
」
と
そ
っ
く
り
に
、「
牛
打
ち
坊
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
事
実
が
示
唆
す
る
よ
う

に
、
実
際
に
は
、
シ
イ
が
馬
を
襲
っ
た
と
い
う
例
は
（
や
は
り
周
防
国
、
さ
ら
に
は
長
門
国
と
同
じ
く
）
ほ
ぼ
知
ら
れ
て
い
な
い
と

言
っ
て
よ
く
、
こ
こ
に
名
称
と
そ
の
概
念
の
内
包
の
間
の
不
可
解
な
不
整
合
が
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

実
は
、
こ
の
自
家
撞
着
的
な
事
情
に
も
、
や
は
り
益
軒
の
著
作
が
持
つ
絶
大
な
影
響
力
が
、
屈
折
し
た
形
で
関
与
し
た
と
推
定
で

き
る
の
で
あ
る
。
と
言
う
の
も
、
牛
の
大
量
死
の
み
に
触
れ
て
い
る
益
軒
の
『
筑
前
国
続
風
土
記
』（
一
七
〇
三
）
と
は
様
変
わ
っ

て
、
同
じ
益
軒
本
人
の
『
大
和
本
草
』（
一
七
〇
八
）
の
「
黒

」
の
項
は
、
何
故
か
、「
牛
馬
、
コ
レ
（
シ
イ
、
小
馬
注
）
ニ
悩
マ

サ
レ
、
必
、
死
ス
」
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
小
馬　

二
〇
二
二
、
八
一
頁
）。

　
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
を
世
に
問
う
て
以
来
僅
か
五
年
の
後
に
、
シ
イ
は

―
仮
に
「
シ
イ
＝
牛
疫
」
と
す
れ
ば
生
物
学
的
・
疫

学
的
に
は
あ
り
得
な
い
事
実
を
も
の
と
も
せ
ず
に

―
（
奇
蹄
類
の
）
馬
も
襲
っ
て
殺
す
こ
と
に
（「
密
か
な
動
き
」
に
よ
っ
て
）

な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
益
軒
の
こ
の
密
か
な
「
宗
旨
変
え
」
に
気
付
い
た
者
も
、
さ
ら
に
疑
問
を
呈
し
た
者
も
、
何
故
か
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管
見
の
限
り
、
今
日
ま
で
誰
一
人
と
し
て
現
れ
て
い
な
い
。
益
軒
の
権
威
は
、
か
く
も
絶
対
的
に
高
か
っ
た
ら
し
く
、
あ
ら
た
め
て

そ
の
事
実
に
、
聊
か
な
が
ら
驚
か
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
僅
か
数
年
の
内
に
益
軒
の
こ
れ
ら
二
著
の
間
に
生
じ
た
著
し
い
乖
離
か
ら
目
を
逸
さ
ず
、
強
く
着
目
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
先
の
「
牛
と
馬
を
巡
る
根
本
的
な
矛
盾
」
を
読
み
解
く
べ
き
筋
道
を
、
次
の
よ
う
な
仮
説
を
基
に
辿

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
牛
疫
大
流
行
は
、
長
門
国
か
ら
周
防
国
西
部
経
由
で
九
州
に
到
る
（
西
方
向
の
）
経
路
と
は
独
立
の
、（
東
方
向
の
）
別

経
路
で
阿
波
国
に
波
及
し
た
。
一
方
、
シ
イ
民
俗
も
ま
た
、
同
様
に
九
州
の
も
の
と
は
別
経
路
で
、
し
か
も
九
州
系
よ
り
も
や
や
早

い
時
期
に
長
門
国
か
ら
周
防
国
東
部
経
由
で
阿
波
国
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

や
が
て
そ
の
伝
播
の
波
を
追
っ
て
、
シ
イ
は
牛
だ
け
を
襲
う
と
す
る
（『
筑
前
国
続
風
土
記
』
の
）
シ
イ
観
も
阿
波
国
に
伝
来
し

て
、
既
存
の
シ
イ
観
を
肯
っ
て
大
き
く
補
強
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
続
く
僅
か
数
年
後
に
、
シ
イ
が
牛
馬
を
共
に
襲
う
と
す
る

『
大
和
本
草
』
の
シ
イ
観
も
ま
た
阿
波
国
に
伝
播
し
て
来
た
。
そ
し
て
、
既
存
の
、
牛
だ
け
を
襲
う
と
す
る
シ
イ
観
に
被
さ
っ
た
の

だ
。
し
か
し
、
相
前
後
す
る
新
旧
二
つ
の
シ
イ
観
の
間
の
齟
齬
は
、（
口
頭
伝
承
で
は
ま
ま
あ
り
が
ち
だ
が
）
上
手
く
調
整
さ
れ
な

い
ま
ま
、
サ
ラ
ダ
・
ボ
ー
ル
状
に
混
在
し
、
右
の
よ
う
な
奇
妙
な
食
い
違
い
を
孕
む
曖
昧
な
全
体
状
況
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
事
実
が
阿
波
国
で
こ
と
さ
ら
に
重
大
視
さ
れ
た
形
跡
が
見
え
な
い
の
は
、
恐
ら
く
シ
イ
民
俗
で
強
く
稀
求
さ
れ
て
い
る
除
災

的
な
実
利
性
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
論
理
構
成
の
一
貫
性
も
必
ず
し
も
「
本
質
的
な
問
題
」
と
は
な
り
得
ず
、
さ
ほ
ど
重
く
見
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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2
．
識
字
文
化
の
圧
倒
的
な
影
響
力

　

さ
て
、
今
こ
こ
で
も
う
一
度
、
シ
イ
の
「
本
場
」
が
周
防
国
か
ら
筑
紫
国
へ
と
交
替
し
た
事
情
の
前
段
へ
と
話
を
戻
そ
う
。
す
る

と
、
右
に
や
や
詳
し
く
論
じ
た
阿
波
国
の
事
情
は
、
文
字
情
報
が
民
俗
的
な
事
実
に
優
越
し
て
そ
の
場
の
状
況
を
規
定
す
る
決
定
的

な
力
を
持
ち
、
そ
の
状
況
規
定
を
足
場
と
し
て
さ
ら
に
次
の
新
た
な
現
実
が
創
出
さ
れ
て
…
…
と
い
う
循
環
性
、
な
い
し
は
再
起
性

を
生
む
動
的
な
過
程
の
一
般
性
を
示
唆
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

　

先
に
述
べ
た
通
り
、
シ
イ
概
念
が
実
際
に
創
発
さ
れ
た
土
地
は
、『
大
和
本
草
』（
と
そ
れ
）
に
続
く
随
筆
類
諸
書
が
権
威
的
な
評

価
か
ら
同
様
に
名
を
挙
げ
て
い
た
（
瀬
戸
内
海
側
の
）
周
防
国
で
は
な
く
、（
岸
浩
の
卓
見
に
見
る
通
り
）
日
本
海
に
面
し
、
牛
の

屍
や
（
生
身
や
死
体
の
）
人
間
が
朝
鮮
半
島
か
ら
真
先
に
「
漂
到
」
す
る
地
で
あ
る
、
長
門
国
の
海
岸
部
で
あ
っ
た
と
見
る
の
が
や

は
り
至
当
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
見
方
は
、（
岸
や
本
稿
の
筆
者
等
の
）
近
代
の
研
究
者
に
固
有
の
、
い
わ
ば
識
字
的
で
、
対
象
か
ら
距
離

を
置
い
た
「
脱
脈
絡
的
な
」
思
考
法
に
よ
る
判
断
で
も
あ
る
。
右
の
客
観
的
な
事
実
に
も
拘
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
、
広
く
世
間
一
般

が
、
シ
イ
の
「
本
場
」
を
長
門
国
な
ら
ぬ
周
防
国
と
信
じ
て
少
し
も
疑
わ
な
か
っ
た
の
が
現
実
だ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
こ
そ
が
、
識
字

性
を
高
め
て
い
る
過
程
の
社
会
に
通
有
の
趨
勢
だ
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
言
う
の
も
、
益
軒
が
筑
前
国
志
摩
郡
野
北
村
の
牛
の
連
続
死
事
件
の
顚
末
を
自
著
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
書
き
記
し
て
、

シ
イ
の
害
を
取
り
除
く
周
防
国
の
実
践
的
な
知
恵
が
シ
イ
狩
り
だ
と
教
え
た
が
ゆ
え
に
他
な
ら
な
い
。
客
観
的
事
実
と
は
、
権
威
者

に
よ
る
文
字
情
報
の
発
信
に
託
さ
れ
る
実
践
的
な
「
状
況
決
定
力
」
の
前
で
は
、
か
く
も
無
力
な
も
の
な
の
だ
と
―
価
値
中
立
的

に
―
知
っ
て
お
く
べ
き
な
の
で
あ
る
。
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周
防
国
山
口
は
、
周
防
国
の
内
で
も
、（
現
実
に
牛
疫
の
「
本
場
」
で
あ
っ
た
）
長
門
国
と
の
国
境
の
す
ぐ
西
側
に
接
す
る
土
地

だ
。
さ
す
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
長
門
国
並
み
に
シ
イ
が
頻
繁
に
出
現
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
山
口
の
神
主
の
使
い
が
、

筑
前
国
志
摩
郡
を
訪
れ
た
際
に
牛
の
大
量
死
事
件
に
遭
遇
し
て
即
座
に
シ
イ
を
連
想
し
、
強
い
確
信
の
も
と
に
郷
里
の
シ
イ
民
俗
を

つ
ぶ
さ
に
伝
授
し
た
の
は
、
飽
く
ま
で
も
単
な
る
一
回
き
り
の
偶
然
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

だ
が
、
そ
の
稀
な
偶
然
事
が
、
書
籍
（
と
い
う
識
字
文
化
の
粋
）
の
権
威
に
堅
く
結
び
つ
い
た
時
に
、
そ
の
圧
倒
的
な
権
威
が
周

防
国
と
筑
紫
を
一
気
に
シ
イ
の
「
本
場
」
た
ら
し
め
、
さ
ら
に
筑
紫
を
周
防
国
以
上
の
「
本
場
」
に
さ
え
も
し
た
。
し
か
も
、
こ
の

評
価
は
文
字
が
有
す
る
絶
大
な
権
威
の
ゆ
え
に
、
し
っ
か
り
と
固
定
さ
れ
、
そ
の
後
長
く
―
本
稿
の
筆
者
が
近
年
敢
え
て
異
を
唱

え
る
ま
で
―
挑
戦
を
受
け
る
こ
と
が
、
仮
に
も
一
度
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
件
は
、（
識
字
文
化
の
基
幹
的
な
制
度
と
し
て
の
）
文
字
情
報
の
交
換
が
、
新
し
い
民
俗
の
形
成
に
対
し
て
極
め
て
優
勢
な

権
威
と
な
り
、
そ
の
卓
越
し
た
権
威
の
ゆ
え
に
支
配
的
な
力
を
遺
憾
な
く
揮
う
こ
と
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
教
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

3
．
益
軒
の
二
書
以
前
の
こ
と

　

さ
て
牛
疫
は
、
二
度
の
大
流
行
時
に
い
ず
れ
も
長
門
国
に
初
発
し
、
中
国
や
四
国
の
み
な
ら
ず
、
九
州
に
も
確
実
に
波
及
し
た
事

実
を
、
先
述
の
通
り
、
岸
浩
が
詳
細
に
論
証
し
て
い
る
。

　

他
方
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
の
筑
後
国
野
北
村
の
シ
イ
騒
動
は
、
そ
の
二
度
の
牛
疫
大
流
行
の
間
の
時
期
に
起
き
た
出
来
事

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
そ
の
騒
動
は
、「
寛
永
牛
疫
（
寛
永
一
五

一
九
年
〔
一
六
三
八

四
二
〕）」
の
四
半
世
紀
近
く
後
、
ま
た

「
寛
文
牛
疫
」（
寛
文
一
一
年
〔
一
六
七
二
〕

延
宝
元
年
〔
一
六
七
三
〕）
の
十
年
ほ
ど
前
と
い
う
、
中
間
的
な
時
期
に
起
き
て
い
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る
。
野
北
村
の
そ
の
未
曾
有
の
騒
動
が
周
防
国
の
民
俗
で
あ
る
シ
イ
追
い
の
知
恵
を
借
り
、
そ
の
実
践
に
よ
っ
て
収
束
し
た
（
と
信

じ
ら
れ
た
）
の
で
、
縁
起
の
良
い
そ
の
成
功
を
以
て
魁
た
る
範
と
し
て
、
シ
イ
の
概
念
と
民
俗
が
近
隣
の
村
々
に
伝
播
し
た
（『
筑

前
国
続
風
土
記
』）
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
益
軒
の
著
し
た
（
地
誌
で
あ
る
）『
筑
前
国
続
風
土
記
』
は
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
、
ま
た
（
我
が
国
最
初
の
本

格
的
な
本
草
書
で
あ
る
）
彼
の
『
大
和
本
草
』
は
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
世
に
出
て
い
る
。
要
す
る
に
、
益
軒
の
著
し
た
両
書

の
登
場
は
、
野
北
村
の
シ
イ
騒
動
及
び
（
二
度
目
の
牛
疫
大
流
行
で
あ
る
）「
寛
文
牛
疫
」
が
起
き
た
そ
の
時
期
の
、
さ
ら
に
約
三

〇
年
〜
四
〇
年
後
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
日
本
全
体
に
妖
獣
シ
イ
の
勃
然
た
る
現
れ
を
知
ら
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
れ
ら
の
二
著
、
中
で
も
（
シ

イ
が
牛
馬
を
共
に
殺
す
と
し
た
）
後
者
の
影
響
力
が
、
世
上
極
め
て
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

す
る
と
、
両
書
の
登
場
に
約
三
〇
年
〜
七
〇
年
も
先
立
つ
、
二
つ
の
牛
疫
大
流
行
期
に
は
、
シ
イ
の
概
念
と
民
俗
は
、
九
州
で
も

ま
だ
広
く
一
般
化
し
て
い
な
か
っ
た
蓋
然
性
が
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
両
牛
疫
大
流
行
の
中
間
期
に
起
き
た
野
北
村
の
騒
動

を
嚆
矢
と
し
て
、
実
体
験
を
通
じ
て
シ
イ
が
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、
ま
だ
主
に
筑
豊
地
方
位
の
も
の
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

の
だ
。

　

で
は
、「
シ
イ
概
念
無
き
時
代
」
と
も
言
う
べ
き
そ
の
時
期
、
牛
の
広
域
的
大
量
死
に
苦
し
み
抜
い
て
い
た
九
州
の
（
残
余
〔
筑

豊
以
外
〕
の
地
域
の
）
人
々
は
、
そ
の
大
き
な
惨
禍
を
一
体
ど
う
受
け
止
め
、
ど
う
解
釈
し
て
納
得
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、

こ
の
点
の
（
仮
説
的
な
）
解
明
こ
そ
が
、
ま
さ
し
く
本
稿
の
本
来
の
支
柱
を
な
す
べ
き
課
題
な
の
で
あ
る
。

　

す
る
と
、
ま
た
忌
憚
の
な
い
批
判
も
あ
ろ
う
。
こ
こ
ま
で
の
長
大
で
紆
余
曲
折
を
極
め
た
行
論
（
前
振
）
は
、
あ
た
か
も
「
牛
刀
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を
以
て
鶏
を
割
く
」
が
ご
と
き
所
業
だ
、
云
々
。
な
る
ほ
ど
、
そ
ん
な
誹
り
を
免
れ
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
甘
受
し
て
、
許
し
を

請
い
た
い
。

　

た
だ
し
、（「
非
識
字
／
識
字
」、
両
認
識
形
態
が
断
絶
し
て
く
っ
き
り
と
上
下
二
層
を
成
し
て
い
た
）
近
世
日
本
社
会
に
於
い
て
、

強
い
カ
リ
ス
マ
性
を
も
つ
権
威
で
あ
る
文
字
情
報
が
（
民
俗
形
成
に
関
し
て
も
）
絶
大
な
「
状
況
規
定
力
」
を
発
揮
し
た
事
情
を
予

め
明
ら
か
に
し
て
お
く
の
は
、
本
稿
の
今
後
（「
本
論
」）
の
展
開
上
、
や
は
り
欠
か
せ
な
い
手
順
で
あ
っ
た
。

八
、
二
つ
の
「
牛
疫
大
流
行
」
時
の
災
因
論

　

岸
浩
は
、「
寛
永
牛
疫
」・「
寛
文
牛
疫
」
二
つ
の
牛
疫
大
流
行
の
発
生
、
並
び
に
そ
の
伝
染
過
程
（
時
期
・
経
路
）
を
実
証
す
る

べ
く
、
各
々
の
流
行
期
に
当
る
数
年
間
の
記
録
が
残
る
各
藩
の
文
書
を
網
羅
的
に
洗
い
出
し
た
。
岸
は
、
そ
れ
ら
の
幾
つ
か
の
記
事

に
番
号
と
簡
単
な
注
釈
を
付
け
て
紹
介
し
て
い
る
（
岸　

一
九
七
二
、
一
九
八
三
、
一
九
八
四
）。

　

岸
の
、
限
界
は
あ
る
も
の
の
そ
れ
な
り
に
領
域
横
断
的
な
研
究
の
潜
在
的
な
貢
献
は
大
き
く
、
狭
く
獣
医
学
や
獣
医
学
史
の
領
域

に
資
す
る
の
み
に
は
止
ま
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
岸
が
そ
れ
ら
の
論
文
で
実
証
的
な
史
料
と
し
て
用
い
た
諸
々
の
文
書
の
記
事
に
は
、

実
際
、（
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
手
法
に
よ
る
）
筆
者
の
シ
イ
研
究
に
も
大
き
く
裨
益
す
る
、
得
難
い
内
容
が
（
つ
い
で
な
が
ら
）
散

見
さ
れ
る
の
だ
。
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1
．「
寛
永
牛
疫
」
と
細
川
忠
興
と
河
童

　

で
は
、「
寛
永
牛
疫
」
の
時
期
、
九
州
で
は
牛
の
広
域
的
な
大
量
死
の
原
因
（
災
因
）
を
一
体
何
に
求
め
、
一
体
そ
れ
に
ど
う
対

処
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
。
そ
の
事
情
の
一
端
を
示
す
肥
後
国
の
場
合
を
、
以
下
の
よ
う
に
、「
細
川
家
史
料
」
中
の
一
つ
の
古

文
書
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

細
川
忠
興
（
一
五
六
三

一
六
四
五
）
が
暇
を
得
て
、
江
戸
か
ら
隠
居
領
で
あ
る
肥
後
国
八
代
に
帰
る
途
中
で
「
越
中
守
」（
忠

興
が
家
督
を
譲
っ
た
肥
後
藩
主
、
息
子
忠
利
）
に
宛
て
た
、
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
九
月
八
日
の
書
状
中
に
、
次
の
記
載
が
見

え
る
―
な
お
記
名
は
、
引
退
後
に
名
乗
っ
た
「
三
斎　

宗
立
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
近
国
事
外
牛
死
申
候
而
、
有
玄
（
久
留
米
藩
主
、
有
馬
豊
氏
、
小
馬
注
）
な
と
領
ハ
一
疋
も
不
残
由
、
豊
前
な
と
も
其
分
之
由

候
、
肥
後
へ
も
は
し
は
し
う
つ
り
申
之
由
、
笑
止
成
儀
候
事
」。
要
す
る
に
、
細
川
家
の
領
国
肥
後
へ
戻
る
途
次
通
過
す
る
隣
国
、

豊
前
国
や
筑
後
国
（「
全
滅
」）
で
は
死
ぬ
牛
が
誠
に
多
く
出
、
肥
後
国
に
も
そ
れ
が
諸
方
か
ら
波
及
し
て
い
る
と
は
不
吉
な
事
態
だ
、

と
言
う
の
で
あ
る
（
岸　

一
九
八
四
、
二
二

二
三
頁
）。

　

同
月
二
三
日
、
忠
興
が
同
じ
く
忠
利
に
宛
て
た
書
状
に
は
、
本
稿
の
文
脈
に
お
い
て
更
に
重
要
な
記
載
が
あ
る
。「
九
州
牛
事
外

死
あ
た
り
、
残
り
た
る
牛
も
無
之
由
、
不
思
議
成
儀
ニ
候
、
爰
元
へ
も
其
聞
候
、
其
の
国
へ
も
筑
後
境
よ
り
う
つ
り
候
由
笑
止
千
萬

成
事
ニ
候
、
是
は
河
童
の
わ
さ
た
る
へ
き
間
、
何
と
そ
ま
し
な
い
可
在
之
儀
と
存
候
」（
傍
線
は
小
馬
）。
大
意
は
次
の
よ
う
に
な
ろ

う
。

　

牛
の
大
量
死
の
情
勢
は
、
九
州
で
は
思
っ
た
以
上
に
牛
が
沢
山
死
ん
で
全
滅
と
の
こ
と
。
怪
し
く
異
様
な
こ
と
だ
。
肥
後
国
へ
も

筑
後
の
国
境
か
ら
入
っ
て
い
る
そ
う
だ
が
、
全
く
不
吉
だ
。
こ
れ
は
河
童
の
仕
業
だ
か
ら
、
是
非
と
も
「
呪
い
」
を
す
る
べ
き
だ
事



河童からシイ（☆）へ57

柄
だ
と
思
う
。

　

そ
れ
で
は
、
そ
の
災
因
で
あ
る
と
断
定
し
た
河
童
に
対
し
て
必
ず
な
す
べ
き
「
呪ま
じ
ない

」
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
様
子
も
ま
た
、
同
じ
書
状
中
で
幾
分
先
立
つ
、
以
下
の
文
言
か
ら
窺
え
る
。

　

牛
一
匹
〳
〵
の
札
は
餘
数
多
た
る
へ
く
候
、
一
部
ニ
二
ツ
三
ツ
ツ
ゝ
の
札
に
而
も
少
ハ
か
ゝ
ハ
リ
可
申
と
存
候
、
其
子
細
ハ
、

豊
前
ニ
て
光
寿
院
殿
知
行
の
牛
事
外
死
候
時
、
宮
の
祝
札
を
お
さ
れ
候
て
か
ら
死
や
み
候
、
又
我
々
事
外
よ
き
馬
、
其
比
三
ツ

持
申
候
、
其
内
二
ツ
死
候
て
か
ら
聞
付
、
札
を
遣
く
び
ニ
ゆ
い
付
置
候
へ
ば
、
事
外
能
成
候
つ
る
を
、
宇
佐
社
参
之
時
も
は
や

苦
か
る
ま
し
き
と
て
、
其
札
を
取
候
て
鞍
を
置
引
出
候
へ
ば
、
其
ま
ゝ
又
煩
発
候
て
死
申
候
、
き
と
く
成
儀
ニ
候
つ
る
間
申
進

之
候
、
已
上
。

　

大
意
を
次
に
記
し
て
み
よ
う
。
牛
の
首
に
結
い
付
け
（
て
押
し
つ
け
る
）
祝
札
（
呪
符
）
は
多
い
ほ
ど
良
い
。
と
い
う
の
も
、
豊

前
国
で
故
「
光
寿
院
殿
」（
細
川
藤
孝
の
正
室
〔
沼
田
〕
麝
香
、
一
五
四
四

一
六
一
八
）
の
知
行
地
の
牛
が
か
な
り
多
数
死
ん
だ

時
に
、
宮
か
ら
貰
っ
た
祝
札
を
牛
に
張
り
付
け
た
と
こ
ろ
、
死
な
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
自
分
た
ち
が
当
時
持
っ
て
い
た
中
々
良
い

馬
三
頭
の
内
の
二
頭
が
死
ん
だ
と
聞
い
て
札
を
送
り
、
残
る
一
頭
の
首
に
付
け
て
お
い
た
ら
回
復
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
宇
佐
神
宮
に

参
詣
し
た
折
り
に
は
、（
宇
佐
神
の
加
護
が
あ
る
の
だ
か
ら
）
も
う
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
そ
の
札
を
外
し
て
、
馬
の
背
に
鞍
を
置
い

た
と
こ
ろ
、
そ
の
馬
が
ま
た
苦
し
み
出
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
（
祝
札
の
）
霊
験
は
あ
ら
た
か
だ
か
ら
、
こ
の
話
を

お
聞
か
せ
す
る
の
）
11
（
だ
。
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こ
の
書
状
か
ら
、
四
つ
の
重
要
な
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
、
①
災
因
で
あ
る
河
童
は
、
牛
と
馬
の
両
方
に
害
を
な
す
、
②
河
童

は
群
れ
を
な
し
て
害
を
な
す
、
③
河
童
に
よ
る
馬
の
害
の
防
除
に
関
し
て
、
祝
札
は
宇
佐
神
宮
に
勝
る
霊
験
が
あ
る
、
④
こ
れ
ら

（
①
〜
③
）
の
事
情
は
、
豊
前
国
で
も
肥
後
国
で
も
変
り
が
な
い
、
の
四
点
で
あ
る
。

　

つ
い
で
な
が
ら
、
こ
う
し
た
河
童
観
が
細
川
家
独
自
の
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
や
、
肥
後
国
で
は
細
川
家
以
前
か
ら
存
在
し

て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
今
こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
窺
わ
せ
る
小
さ
な
傍
証
と
し
て
、
一
つ
の
伝
承
を
挙
げ
て
お
く
。
細
川

忠
興
の
隠
居
領
で
そ
の
居
城
が
あ
っ
た
八
代
に
は
、
球
磨
川
に
頭
目
九
千
坊
と
配
下
、
都
合
千
匹
の
河
童
が
棲
ん
で
い
た
と
い
う
、

次
の
伝
承
が
あ
る
。

　
「
あ
る
時
、
こ
の
（
河
童
の
、
小
馬
注
）
一
族
が
肥
後
の
国
主
、
加
藤
清
正
が
常
日
頃
か
わ
い
が
っ
て
い
た
小
姓
を
水
中
に
引
き

込
ん
で
殺
し
た
た
め
、
清
正
の
逆
鱗
に
触
れ
、
国
中
の
河
童
が
皆
殺
し
に
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、
あ
る
高
僧
の
命
乞
い
に
よ
っ
て

命
だ
け
は
助
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
九
千
坊
一
族
は
球
磨
川
を
追
わ
れ
、
筑
後
川
に
移
り
住
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
」（
和
田　

二

〇
〇
五
、
六
〇
五
頁
）。

　
「
皆
殺
し
に
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
」
と
は
、
清
正
が
千
丁
の
鉄
砲
を
揃
え
て
河
童
を
撃
ち
殺
そ
う
と
し
た
意
で
あ
る
こ
と
が
、
こ

の
伝
承
の
別
の
版
か
ら
分
か
る
。
筆
者
が
こ
の
伝
承
の
内
容
で
特
に
着
目
す
る
の
は
、（
a
）
河
童
が
大
き
な
群
れ
を
な
し
て
大
が

か
り
な
害
を
な
す
、（
b
）
河
童
の
群
れ
が
大
挙
し
て
他
国
へ
移
動
す
る
、
と
い
う
二
点
な
の
で
あ
る
。
そ
の
あ
り
方
は
、
シ
イ
と

そ
の
害
の
み
な
ら
ず
、
牛
疫
流
行
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
よ
く
重
な
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
柳
田
国
男
は
、「
九
州
ノ
河
童
ハ
、
眷
属

大
群
ヲ
為
シ
且
ツ
移
動
性
ニ
富
ム
コ
ト
ヲ
以
テ
一
特
色
ト
ス
」（
柳
田　

一
九
八
九
、
一
〇
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

な
お
岸
浩
は
、
細
川
忠
興
の
先
の
手
紙
の
内
容
を
評
し
て
、「
こ
の
よ
う
な
奇
怪
事
は
河
童
の
な
す
仕
業
と
考
え
て
い
る
。
大
名
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で
さ
え
も
天
変
地
異
と
解
す
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
書
い
た
（
岸　

一
九
八
四
、
二
三
）。
識
字
人
の
上
層
に
位
置
す
る

（
し
か
も
細
川
三
斎
と
い
う
天
下
に
名
だ
た
る
文
化
人
）
の
非
合
理
性
に
今
更
な
が
ら
驚
き
、
半
ば
揶
揄
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

近
代
の
科
学
者
ら
し
い
、
い
か
に
も
典
型
的
な
評
だ
と
言
え
よ
う
。
筆
者
は
、
風
流
人
細
川
忠
興
に
も
非
識
字
人
で
あ
る
領
民
た

ち
に
親
和
す
る
柔
か
く
て
豊
か
な
感
受
性
を
見
出
し
て
、
忠
興
の
心
中
に
共
存
す
る
共
同
体
意
識
と
個
人
意
識
、
ま
た
非
識
字
性
と

識
字
性
の
関
係
性
に
大
い
に
興
味
が
湧
い
た
も
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
、
岸
と
筆
者
の
間
に
存
在
す
る
「
エ
テ
ィ
ッ
ク
／
イ
ー
ミ
ッ

ク
」
な
視
点
の
齟
齬
を
率
直
に
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

た
だ
し
、
岸
は
強
い
社
会
的
な
見
地
を
明
確
に
有
し
、「
寛
永
牛
疫
」
時
に
幕
府
が
示
し
た
徹
底
的
な
無
関
心
を
繰
り
返
し
咎
め
、

痛
罵
す
る
。「
大
猷
院
殿
御
実
紀
は
、
寛
永
一
三
年
（
一
六
三
六
）
正
月
（
巻
三
〇
）
か
ら
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
四
月
（
巻
八

〇
）
に
至
る
将
軍
家
光
時
代
の
大
公
儀
記
録
で
、
地
震
、
大
風
、
洪
水
ま
で
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
牛
の
大
量
急
性
死
が
発

生
し
た
こ
と
は
一
言
半
句
も
な
い
」。「
結
局
、
西
国
一
円
の
耕
牛
全
滅
の
史
実
は
幕
府
の
記
録
に
は
登
録
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
端
的

に
言
え
ば
闇
か
ら
闇
へ
と
葬
ら
れ
る
災
異
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」、
と
（
岸　

一
九
八
五
、
四
頁
）。

　

な
お
、
牛
や
馬
を
殺
す
元
凶
だ
と
睨
ま
れ
た
シ
イ
と
河
童
の
両
者
の
間
に
は
、
な
に
が
し
か
の
連
想
関
係
が
存
在
し
て
い
そ
う
だ
。

先
ず
イ
メ
ー
ジ
の
造
形
の
面
で
は
、
大
坂
の
医
師
、
寺
島
良
安
が
著
し
た
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
記
事
が
思
い
浮
か
ぶ
。
良
安
は
、

同
書
で
、
シ
イ
の
短
い
足
に
水
搔
き
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
細
川
家
が
肥
後
国
に
転
封
さ
れ
る
以
前
の
領
地
で
あ
っ
た
豊
前

国
（
に
当
た
る
福
岡
県
東
部
）
の
民
俗
の
端
々
に
、
近
世
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
河
童
と
シ
イ
と
の
間
に
様
々
な
重
な
り
が
読
み

取
れ
る
こ
と
は
、
既
に
詳
し
く
論
じ
た
（
小
馬　

二
〇
二
一
ａ
、
四
三
六

四
四
四
頁
）
―
参
照
を
請
い
た
い
。
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2
．
土
佐
国
の
「
寛
文
牛
疫
」
の
経
験

　

次
い
で
、「
寛
文
牛
疫
」
の
際
の
諸
事
情
を
い
よ
い
よ
考
察
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
本
邦
初
の
（
記
録
さ
れ
た
）

牛
疫
大
流
行
で
あ
っ
た
「
寛
永
牛
疫
」
で
は
、
幕
府
は
ほ
ぼ
完
全
に
無
視
を
決
め
込
ん
で
省
み
よ
う
と
し
な
か
っ
）
12
（
た
。
岸
は
、
そ
の

時
の
「
牛
の
大
量
死
は
将
軍
（
第
三
代
家
光
、
小
馬
注
）
に
知
ら
せ
な
い
災
異
と
し
て
抹
殺
さ
れ
た
。
し
か
も
、
宗
教
戦
争
・
島
原

の
乱
〔
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
二
月
二
十
八
日
原
城
陥
落
〕
の
戦
後
処
理
に
傾
注
し
た
時
代
と
一
致
し
、（「
寛
永
牛
疫
」
は
、

小
馬
注
）
ニ
ュ
ー
ス
性
を
失
っ
た
」（
岸　

一
九
八
五
、
四
頁
）
と
、
そ
の
背
景
を
一
通
り
推
測
し
て
い
る
。

　

で
は
、
次
の
第
四
代
将
軍
家
綱
の
治
世
に
起
き
た
「
寛
文
牛
疫
」
に
対
し
て
は
、
幕
府
は
一
体
ど
ん
な
対
応
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

実
際
、
何
か
経
済
的
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
痕
跡
は
見
え
な
い
。
た
だ
、「
寛
永
牛
疫
」
の
よ
う
に
、
全
く
無
為
無
策
で
傍
観
し
て

い
た
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
地
元
以
外
で
は
知
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
、
土
佐
国
の
ご
く
薄
手
の
史
料
で
あ
る
「
寛
文
雑
記
」
が
、

転
写
の
過
程
で
大
き
く
劣
化
し
な
が
ら
も
、
今
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
右
の
事
情
の
一
端
を
窺
わ
せ
て
く
れ
る
点
で
、

実
に
得
難
い
文
献
で
あ
る
と
、
今
こ
こ
で
力
説
し
て
お
き
た
い
。

　

岸
浩
は
、（「
寛
永
牛
疫
」
と
同
様
に
）
長
門
国
に
初
発
し
た
「
寛
文
牛
疫
」
に
つ
い
て
、「
牛
の
み
の
爆
発
的
大
量
死
が
、
西
日

本
一
円
に
及
ん
で
い
る
史
実
を
、
古
文
献
を
時
系
列
に
検
討
す
る
」
研
究
が
今
後
発
展
す
る
こ
と
に
期
待
す
る
と
し
て
、
そ
の
礎
に

す
る
べ
き
西
日
本
諸
藩
の
史
料
を
多
数
挙
げ
、
各
々
の
関
連
部
分
を
抜
粋
し
て
簡
潔
に
解
題
し
た
論
文
（
岸　

一
九
八
三
、
一
九
八

四
）
を
発
表
し
て
い
る
。

　

前
者
（
岸　

一
九
八
三
）
中
で
⑫
の
番
号
が
付
さ
れ
た
「
寛
文
雑
記
」
中
の
記
事
は
、『
土
佐
史
談
』「
第
百
十
二
巻
」（
正
し
く

は
、
第
百
十
二
号
、
43
頁
、
小
馬
注
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
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そ
こ
で
、
記
述
内
容
の
正
確
を
期
す
べ
く
、
最
初
に
岸
に
よ
る
『
土
佐
史
談
』
か
ら
の
「
寛
文
雑
記
」
引
用
部
分
を
そ
の
ま
ま
の

形
で
再
引
用
す
る
。
た
だ
し
、
今
後
そ
の
諸
部
分
に
言
及
す
る
便
宜
の
た
め
に
、『
土
佐
史
談
』
の
原
文
と
対
比
し
て
問
題
が
あ
る

箇
所
に
は
傍
線
を
引
き
、
各
々
に
（
a
）
以
下
の
符
号
を
振
る
こ
と
に
し
た
。

　

寛
文
十
二
年
霜
月
（
十
一
月
）
ニ
西
国
よ
り
牛
相
果
来
候
と
て
御
公
儀
よ
り
廻
文
参
候
。（
a
）
何
も
祈
禱
仕
る
其
廻
文
に
、

細
川
越
中
殿
御
国
元
（
注
・
肥
後
）
に
、（
b
）
ぬ
い
や
う
の
（
c
）
ま
じ
な
い
仕
り
、
牛
死
止
申
候
ニ
付
、
則
其
（
c
）
ま

じ
な
い
う
つ
し
仕
、
廻
文
に
相
添
廻
り
候
。

　

其
歌
ニ
云
、（
d
）
へ
ら
す
へ
に
や
く
そ
く
せ
し
を
（
e
）
わ
す
る
ゝ
は
な
よ
（
f
）
つ
ち
た
ち
お
と
こ
（
g
）
う
ち
ハ
す

は
し
、
則
是
を
（
h
）
書
候
へ
而
祈
禱
仕
牛
の
額
に
押
候
へ
と
之
御
廻
文
也
。

　

右
之
通
仕
押
し
、
其
節
ハ
死
不
申
候
。（
岸　

一
九
八
三
、
四
一
頁
）

　

岸
は
こ
れ
に
す
ぐ
に
続
く
《
補
注
》
で
、
次
の
評
を
付
し
て
い
る
。

　

幕
府
は
牛
疫
感
染
祈
禱
文
を
布
令
し
て
い
る
。
諸
大
名
に
通
知
し
た
と
想
定
さ
れ
る
が
、
未
見
で
あ
る
。
伊
予
か
ら
土
佐
へ

の
ル
ー
ト
は
、
日
本
屈
指
の
険
路
で
あ
る
た
め
、
蔓
延
速
度
が
鈍
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
所
詮
は
⑳
の
と
お
り
翌
年

秋
に
は
土
佐
の
耕
牛
も
全
滅
に
瀕
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
岸　

一
九
八
三
、
四
一
頁
）
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そ
こ
で
、
こ
こ
に
そ
れ
と
名
指
さ
れ
て
い
る
、
同
じ
「
寛
文
雑
記
」
か
ら
の
引
用
文
⑳
と
そ
れ
に
続
く
《
補
注
》
を
見
て
み
よ
う
。

　

延
宝
元
年
（
一
六
七
二
、
上
記
寛
文
一
二
年
の
翌
年
、
小
馬
注
）
牛
皆
々
死
ス
。
久
佐
賀
村
は
七
、
八
、
九
月
十
月
へ
懸
か

り
皆
死
（
i
）
す
。
但
西
東
よ
り
死
来
様
（
此
間
五
六
字
紙
破
テ
不
知
）
馬
高
直
（
j
）
ナ
リ
。

　
《
補
注
》
⑫
と
比
較
す
れ
ば
、
前
年
十
一
月
に
は
無
事
で
あ
っ
た
土
佐
国
も
壊
滅
に
瀕
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
久
佐
賀
村
と

は
高
知
県
の
中
央
に
当
た
る
日
高
村
日
下
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
西
（
伊
予
）
と
東
（
阿
波
）
か
ら
侵
襲
を
受
け
た
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
（
k
）
庄
屋
文
書
の
一
節
で
あ
る
。
馬
の
相
場
が
急
騰
し
た
こ
と
は
当
然
の
現
象
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
残
念
な

が
ら
目
下
の
と
こ
ろ
で
は
、
阿
波
国
の
該
当
文
書
を
入
手
し
な
い
ま
ま
で
あ
る
。（
岸　

一
九
八
三
、
四
三
頁
）

　

岸
は
、（
読
者
の
便
宜
を
思
っ
て
で
あ
ろ
う
）『
土
佐
史
談
』
の
原
文
に
句
読
点
を
加
え
た
。
さ
て
、
最
初
に
そ
の
他
の
異
同
（
転

写
の
際
の
誤
記
）
を
取
り
上
げ
て
同
誌
の
原
文
通
り
に
戻
し
て
お
け
ば
、「（
a
）
何
も
⇩
何
茂
」、「（
c
）
ま
じ
な
い
⇩
ま
し
な
い
」、

「（
f
）
つ
ち
た
ち
お
と
こ
⇩
川
た
ち
お
と
こ
」、（
h
）「
書
候
へ
而
⇩
書
候
ふ
而
」、「（
i
）
す
⇩
ス
」、「（
j
）
ナ
リ
⇩
也
」
と
な

る
。
た
だ
、「（
f
）
つ
ち
た
ち
お
と
こ
⇩
川
た
ち
お
と
こ
」
以
外
は
表
記
上
の
軽
微
な
失
策
で
あ
っ
て
、
文
意
を
大
き
く
左
右
す
る

恐
れ
は
な
い
。

　

他
方
、「（
k
）
庄
屋
文
書
の
一
節
」
は
正
し
く
な
い
。『
日
高
村
史
』
の
「
日
下
村
庄
屋
」・「
日
下
村
老
職
」
の
い
ず
れ
の
項
目

に
も
、
植
田
家
の
人
名
は
見
え
な
い
（
日
高
村
教
育
委
員
会　

一
九
七
六
、
一
三
〇

一
三
一
頁
）。
な
お
「
老
職
」
は
、
庄
屋
の

事
務
を
補
佐
す
る
い
わ
ば
「
助
役
」
に
当
た
る
村
役
人
で
、
組
頭
（
百
姓
総
代
）
の
上
役
に
当
た
る
役
職
の
こ
と
で
あ
る
。
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ま
た
、
日
高
町
の
前
身
で
あ
る
日
高
村
は
、「
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
町
村
合
併
促
進
法
の
公
布
と
と
も
に
、
日
下
、
能

津
、
加
茂
（
東
平
）
三
村
合
併
」（
同
、
二
二
二
頁
）
に
と
も
な
っ
て
出
来
た
村
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
本
稿
第
七
章
の
こ
の
節
に
関
連
し
て
極
め
て
重
大
な
意
味
を
持
つ
の
が
、
寛
文
牛
疫
の
折
、「
幕
府
は
牛
疫
感
染
祈
禱
文

を
布
令
し
て
い
る
。
諸
大
名
に
通
知
し
た
と
想
定
さ
れ
る
」
と
す
る
、
岸
の
証
言
で
あ
る
。

九
、「
牛
疫
感
染
祈
禱
文
」
考

　

岸
浩
が
言
う
「
牛
疫
感
染
祈
禱
文
」
―
「
牛
疫
感
染
防
除
祈
禱
文
」
の
意
味
だ
ろ
う

―
と
は
、「
寛
文
雑
記
」
の
記
事
に
出

る
「
ま
し
な
い
（
呪
い
）」
の
歌
の
こ
と
だ
。「（
d
）
へ
ら
す
へ
に
や
く
そ
く
せ
し
を
（
e
）
わ
す
る
ゝ
は
な
よ
（
f
）
つ
ち
た
ち

お
と
こ
（
g
）
う
ち
ハ
す
は
し
」
が
そ
の
呪
文
の
文
言
だ
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
全
く
意
味
を
な
さ
な
い
。
仮
に
、
文
献
史
学
の
厳
密

な
手
続
、
な
い
し
は
「
作
法
」
に
大
き
く
背
く
所
業
に
な
る
と
し
て
も
、
以
下
の
よ
う
な
、
大
胆
な
原
文
復
元
の
取
り
組
み
が
こ
こ

で
は
不
可
欠
だ
と
言
え
る
。

1
．
呪
歌
の
復
元

　

岸
が
挙
げ
た
史
料
⑳
の
中
に
「（
此
間
五
六
字
紙
破
テ
不
知
）」
の
注
記
が
あ
る
。
用
紙
が
破
損
し
て
い
て
五
、
六
字
分
ほ
ど
内
容

を
推
し
量
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。「
こ
の
史
料
は
、（
高
岡
郡
、
小
馬
注
）
日
高
村
植
田
（
直
秀
、
小
馬
注
）
氏
所
蔵
、
県
立
佐

川
高
校
教
諭
依
光
貫
之
氏
の
発
見
さ
れ
た
も
の
」（
前
田
・
藤
田　

一
九
八
六
、
一
六
四
頁
）
と
あ
っ
て
、
そ
の
発
見
当
時
、
既
に
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保
存
状
態
が
相
当
悪
か
っ
た
ら
し
い
。「
呪
い
」
の
歌
の
文
言
が
曖
昧
模
糊
と
し
て
い
る
第
一
の
理
由
が
、
こ
れ
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
理
由
は
他
に
も
あ
る
。
少
な
く
と
も
一
、
二
回
は
書
き
写
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
際
に
字
句
の
誤
認
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
そ
う

に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、「
寛
文
雑
記
」
⑫
の
内
容
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
幕
府
か
ら
土
佐
藩
に
送
ら
れ
て
来
た
回
状
に
添
付
さ
れ
て
い
た
件
の
呪

歌
の
文
言
が
人
々
の
間
で
幾
度
も
繰
り
返
し
て
転
写
さ
れ
、
呪
術
的
に
個
々
の
牛
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
度
重
な

る
転
写
の
過
程
で
い
わ
ば
「
伝
言
ゲ
ー
ム
」
式
に
文
言
の
部
分
的
な
取
り
違
え
の
連
鎖
が
生
じ
て
い
た
蓋
然
性
が
極
め
て
高
い
、
と

推
論
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
も
し
仮
に
こ
の
推
論
が
妥
当
で
あ
り
、
文
言
の
千
々
に
乱
れ
た
同
呪
歌
の
な
れ
の
果
て
の
姿
が

「
寛
文
雑
記
」
に
名
残
を
止
め
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
逆
説
的
に
、
幕
府
の
布
令
に
よ
る
督
励
が
忠
実
に
実
行
さ
れ
、
件

の
呪
歌
が
土
佐
の
人
々
の
間
に
遍
く
膾
炙
し
た
こ
と
の
貴
重
な
証
と
な
り
、
極
め
て
意
義
深
い
結
果
を
導
く
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　

実
際
、「
寛
文
雑
記
」
の
掉
尾
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
―
た
だ
し
、
読
者
の
便
宜
の
た
め
に
句
読
点
を
施
し
た
。

　

右
壱
巻
前
本
、
寛
文
年
中
小
村
神
宮
寺
住
持
覚
忍
坊
書
筆
也
。
于
時
弘
化
二
年
巳
仲
春
晦
日
以
、
妹
瀬
藤
四
郎
所
（
蔵
が
欠

字
か
、
小
馬
注
）
本
写
之
。
南
土
城
西
日
下
橋
東
葛
城
本
植
田
重
美
書
前
本
、
数
所
破
有
テ
知
レ
難
キ
処
有
故
ニ
闕
所
有
。
寛

文
四
年
ヨ
リ
弘
化
二
年
迄
百
八
十
二
年
成
也
。

　

確
実
に
は
解
し
か
ね
る
表
現
を
散
見
す
る
が
、
思
い
切
っ
て
大
意
を
取
っ
て
み
た
い
。
曰
く
、
こ
の
一
巻
本
の
原
典
は
、
小
村

（
山
胎
光
院
）
神
宮
寺
の
住
持
で
あ
る
覚
忍
坊
が
寛
文
年
中
（
一
六
六
一

七
三
）
に
書
い
た
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
妹
瀬
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に
住
む
藤
四
郎
が
所
蔵
し
て
い
た
の
は
、
そ
の
写
し
で
あ
る
。
日
下
橋
東
に
所
在
す
る
そ
の
ま
た
写
本
で
あ
る
（
こ
の
）
葛
城
本
は
、

植
田
重
美
が
書
写
し
た
も
の
だ
）
13
（
が
、
何
箇
所
か
紙
が
破
れ
て
意
味
不
明
だ
と
い
う
欠
陥
が
あ
る
。
寛
文
四
年
か
ら
弘
化
二
年
ま
で
は

百
八
十
二
年
の
長
き
に
及
ぶ
（
の
だ
か
ら
、
蓋
し
無
理
も
無
い
）。

　

確
か
に
、
記
録
さ
れ
た
件
の
呪
歌
の
文
言
は
散
々
に
乱
れ
て
い
て
、
そ
の
ま
ま
読
ん
で
も
、
全
く
意
味
を
な
さ
な
い
。
そ
れ
で
も
、

次
の
如
く
順
を
追
っ
て
大
胆
に
補
正
を
試
み
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。「（
b
）
ぬ
い
や
う
」
は
「
め
い
よ
う
（
名
誉
）」
の
読

み
違
い
で
、
面
妖
と
同
じ
く
、「
不
思
議
」
の
意
。「（
d
）
へ
ら
す
へ
に
」
は
、「
へ
う
す
へ
に
」、
つ
ま
り
「
兵
主
部
（
ヒ
ョ
ウ
ス

ベ
）
に
」
の
、
ま
た
（
e
）
わ
す
る
ゝ
は
な
よ
」
は
「
わ
す
る
な
よ
」（
忘
る
な
よ
）
の
、（
g
）「
う
ち
ハ
す
は
し
」
は
「
う
ち
ハ

す
か
は
ら
」（
氏
は
菅
原
）
の
そ
れ
ぞ
れ
読
み
違
え
だ
と
見
て
誤
ら
な
い
。
さ
ら
に
「（
f
）
つ
ち
た
ち
お
と
こ
」
は
「
川
た
ち
お
と

こ
」（
川
立
男
）
を
岸
自
身
が
誤
記
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

す
る
と
、
元
の
「
不
思
議
な
（
め
い
よ
う
な
）」
呪
歌
の
文
言
は
、
次
の
よ
う
に
復
元
で
き
る
。「
兵
主
部
に
約
束
せ
し
を
忘
る
な

よ
川
立
男
氏
は
菅
原
」。
す
な
わ
ち
、
巷
間
夙
に
有
名
な
、
河
童
避
け
の
「
呪
い
」
の
短
歌
と
し
て
、
少
し
も
矛
盾
無
く
同
定
・
復

元
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

2
．
呪
符
と
回
状
の
状
況
規
定
性

　

仮
に
、
こ
の
様
に
最
終
的
に
酷
く
乱
雑
な
形
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
呪
歌
が
「
寛
文
雑
記
」
に
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う

事
実
が
分
か
る
意
義
は
、
限
り
な
く
大
き
い
と
言
う
べ
き
だ
。
そ
れ
は
、
西
日
本
の
諸
国
で
は
牛
が
次
々
に
死
滅
し
て
い
る
と
し
て
、

寛
文
十
二
年
十
一
月
、
幕
府
が
西
日
本
諸
国
に
回
状
を
届
け
て
、
努
め
て
対
策
を
取
る
よ
う
に
布
令
し
て
い
た
こ
と
が
確
か
に
知
れ
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る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
回
状
は
、「
兵
主
部
に
約
束
せ
し
を
忘
る
な
よ
川
立
男
氏
は
菅
原
」
と
い
う
河
童
避
け
呪
歌
を
紙
に
書
き
写
し
、
そ
れ
に
対

し
て
祈
禱
を
凝
ら
し
て
か
ら
牛
の
額
に
押
し
つ
け
よ
、
と
命
じ
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
細
川
越
中
守
（
綱
利
）
の
領
国
で
あ
る
肥

後
で
は
（
こ
の
機
会
に
）
そ
の
よ
う
に
実
践
し
た
結
果
、
そ
の
後
は
牛
が
死
な
な
く
な
っ
た
か
ら
そ
れ
に
是
非
と
も
倣
う
べ
き
だ
、

と
言
う
。
そ
し
て
、
そ
の
「
呪
い
」
札
の
写
し
の
現
物
が
添
え
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
土
佐
で
も
、
誰
彼
な
く
そ
の
「
呪

い
」
の
札
を
牛
の
額
に
押
し
当
て
て
祈
禱
し
て
み
る
と
、
そ
の
当
座
（「
其
節
」）
は
や
は
り
同
様
に
牛
が
死
な
な
く
な
っ
た
の
だ
。

幕
府
に
よ
る
細
川
忠
興
父
子
の
信
用
の
絶
大
さ
が
誠
に
印
象
的
だ
と
言
え
る
。

　

幕
府
や
肥
後
細
川
公
や
土
佐
の
人
々
の
「
寛
文
牛
疫
」
に
関
す
る
主
観
的
事
実
と
言
う
べ
き
、
そ
う
し
た
事
態
が
、「
寛
文
雑
記
」

に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
た
と
は
、
誠
に
驚
く
べ
き
こ
と
だ
。
他
に
類
似
の
例
が
あ
る
と
は
知
ら
な
い
。
実
質
の
伴
っ
た
経
済
的
救
済

と
は
無
論
異
質
な
が
ら
も
、
幕
府
は
「
寛
永
牛
疫
」
時
と
は
様
変
わ
り
し
て
、
無
為
無
策
を
決
め
込
ん
で
済
ま
そ
う
と
し
て
い
た
の

で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
れ
が
判
っ
た
だ
け
で
も
、
こ
の
記
事
の
歴
史
的
な
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。

　

な
お
、
こ
の
回
状
に
言
う
肥
後
国
の
呪
符
信
仰
は
、
本
稿
第
七
章
で
具
体
的
に
論
じ
た
よ
う
に
、
細
川
忠
興
が
「
寛
永
牛
疫
」
に

際
し
て
、
息
子
（
で
当
時
の
肥
後
国
主
で
あ
る
）
忠
利
に
与
え
た
熱
心
な
忠
告
を
、
即
座
に
想
起
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
だ
ろ
う
。

　

何
よ
り
も
興
味
深
い
の
は
、「
寛
永
牛
疫
」
が
甚
大
な
被
害
を
出
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
天
下
に
才
人
と
し
て
の
名
が
高
く
、
ま

た
死
罪
を
得
た
師
利
久
に
示
し
た
至
誠
に
よ
っ
て
も
誠
に
人
望
の
篤
か
っ
た
細
川
忠
興
が
、「
寛
文
牛
疫
」
時
に
も
な
お
渋
江
家
伝

来
の
河
童
避
け
の
呪
歌
に
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
て
、
寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
暮
れ
に
至
っ
て
も
な
お
少
し
の
揺
ら
ぎ
も
見

せ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。「
寛
文
雑
記
」
に
依
る
限
り
、
忠
興
は
同
呪
歌
が
肥
後
国
で
大
成
功
を
収
め
た
こ
と
を
予
て
か
ら
幕
府
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に
喧
伝
し
て
お
り
、
幕
府
も
そ
れ
を
全
面
的
に
信
頼
し
て
諸
国
に
先
述
の
如
き
回
状
を
発
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

他
方
、
こ
の
時
の
土
佐
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
岸
浩
が
、
同
地
の
険
阻
な
地
形
の
ゆ
え
に
牛
疫
の
「
蔓
延
速
度
が
鈍
化
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
が
、
所
詮
は
⑳
の
と
お
り
翌
年
秋
に
は
土
佐
の
耕
牛
も
全
滅
に
瀕
し
て
い
る
」（
岸　

一
九
八
三
、
四
一
頁
）
と
指

摘
し
て
い
る
。
問
題
の
回
状
到
着
か
ら
一
年
後
の
実
情
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
寛
文
雑
記
」
の
記
事

も
「
其
節
（
当
座
）
ハ
」
と
、
呪
歌
の
効
果
を
限
定
的
に
記
し
て
い
て
、
岸
の
事
実
認
識
の
正
し
さ
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
当
座
（
の
一
年
間
）
で
は
あ
れ
、
渋
江
氏
伝
家
の
河
童
除
け
呪
歌
を
墨
書
し
た
呪
符
の
力
に
よ
っ
て
牛

の
大
量
死
が
鎮
静
し
た
（
と
土
佐
人
が
感
じ
て
い
た
）。
ま
た
肥
後
で
は
寛
文
牛
疫
の
場
合
も
寛
永
牛
疫
の
時
と
何
ら
変
わ
ら
ず
に
、

領
民
の
み
な
ら
ず
領
主
も
共
に
、
そ
の
呪
符
に
信
を
置
い
て
絶
大
な
効
果
を
信
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
そ
の
呪

歌
が
、
牛
の
広
域
的
な
大
量
死
に
見
舞
わ
れ
て
困
惑
し
き
っ
た
人
々
の
不
安
を
そ
れ
な
り
に
和
ら
げ
得
た
、
心
理
的
な
効
果
と
信
用

の
大
き
さ
を
思
わ
せ
る
。
こ
の
点
も
、
や
は
り
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

刮
目
す
る
べ
き
は
、
以
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
識
字
性
／
非
識
字
性
」
で
分
断
さ
れ
て
人
々
が
上
下
に
二
層
化
し
て
い
た
近
世

日
本
社
会
で
は
、
文
字
情
報
が
、
現
代
人
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
て
決
定
的
な
「
状
況
規
定
力
」
を
有
す
る
事
実
で
あ
る
。
今
の

場
合
も
、
件
の
呪
符
・
呪
歌
の
力
は
当
座
絶
大
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
呪
符
の
状
況
規
定
力
を
飛
躍
的
に
高
め
た
決
定
的
な
要
因

は
、
恐
ら
く
、
幕
府
が
わ
ざ
わ
ざ
見
本
を
回
状
に
添
え
て
、
そ
の
呪
符
に
頼
る
べ
し
と
普
く
布
令
し
た
事
実
に
あ
っ
た
と
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
事
実
に
も
ま
た
、
権
威
あ
る
文
字
情
報
が
持
つ
状
況
規
定
力
の
卓
越
性
が
見
出
せ
る
。

　

岸
の
科
学
（
史
）
的
な
知
見
と
眼
力
が
実
際
に
ど
ん
な
に
見
事
で
あ
っ
て
も
、
彼
の
そ
の
よ
う
な
科
学
的
（
エ
テ
ィ
ッ
ク
）
な
見

方
の
み
で
牛
疫
に
苦
し
む
当
時
の
社
会
状
況
と
人
心
の
「
真
実
」
を
汲
み
尽
く
す
に
は
、
大
き
な
無
理
が
あ
る
と
言
え
る
。
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十
、
牛
馬
の
大
量
死
と
肥
後
渋
江
家

　

さ
て
、
も
う
一
度
だ
け
、「
兵
主
部
に
約
束
せ
し
を
忘
る
な
よ
川
立
男
氏
は
菅
原
」
の
河
童
避
け
呪
歌
の
何
た
る
か
の
検
討
に
、

こ
こ
で
立
ち
返
ろ
う
。

1
．
河
童
封
じ
呪
歌
の
意
味
す
る
も
の

　

こ
の
呪
歌
に
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』（
一
七
二
一
）、『
諸
国
里
人
談
』（
一
七
四
三
）、『
笈
埃
随
筆
』（
一
七
七
二

八
九
）
等
、

世
に
広
く
知
ら
れ
た
江
戸
中
期
の
典
籍
に
載
っ
て
い
る
形
相
互
の
間
で
の
ご
と
く
、
細
部
が
や
や
食
い
違
う
異
版
が
幾
つ
か
あ
る

（
小
馬　

二
〇
〇
六
、
一
六
八

一
六
九
頁
）。
民
間
で
は
、
さ
ら
に
崩
れ
た
諸
々
の
形
で
も
各
地
で
語
ら
れ
て
来
）
14
（
た
。
こ
の
事
実
は
、

恐
ら
く
、
こ
の
呪
歌
の
成
立
年
代
の
古
さ
や
流
通
期
間
の
長
さ
と
同
時
に
、
そ
の
流
通
範
囲
の
広
さ
を
暗
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

筆
者
は
、
以
前
、
こ
の
呪
歌
の
成
立
過
程
、
な
ら
び
に
そ
の
呪
歌
中
の
文
言
・
趣
意
の
変
遷
を
網
羅
的
に
考
察
し
た
一
論
文
（
小

馬　

二
〇
〇
六
）
を
発
表
し
た
。
今
は
、
同
論
文
の
細
部
に
立
ち
入
っ
て
触
れ
る
紙
数
が
無
い
。
た
だ
し
、
そ
の
呪
歌
の
祖
形
が

「
兵
部
に
約
束
せ
し
を
忘
る
な
よ
川
立
男
氏
は
菅
原
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
お
い
た
こ
と
に
は
、
僅
か
な
が
ら
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

筆
者
の
そ
の
見
方
の
基
底
に
あ
る
の
は
、
渋
江
家
―
先
祖
は
、
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
に
惣
地
頭
職
と
し
て
肥
前
国
長
島
荘

に
伊
予
国
宇
和
島
の
宇
和
荘
か
ら
転
補
し
て
来
て
、
河
童
（
古
名
は
兵
揃
部
〔
ヒ
ョ
ウ
ス
ベ
〕
で
、
兵
主
部
と
も
書
く
）
民
俗
の
原

点
を
作
っ
た
と
さ
れ
る
橘
薩
摩
氏
―
所
縁
の
「
河
童
人
形
起
源
伝
説
」
が
（
特
に
九
州
で
）
古
く
か
ら
広
く
流
布
し
て
い
た
事
実
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で
あ
る
。
先
の
歌
で
「
兵
部
」
と
さ
れ
る
の
は
、
称
徳
天
皇
の
命
を
受
け
、
奉
行
と
し
て
配
下
の
番
匠
―
橘
薩
摩
氏
が
領
主
と
な

っ
た
肥
前
国
長
島
の
版
で
は
菅
原
氏
―
に
作
ら
せ
た
九
十
九
体
の
人
形
を
駆
使
し
て
春
日
大
社
社
殿
を
創
建
し
た
と
い
う
、
所
謂

「
河
童
人
形
起
源
伝
説
」
の
主
人
公
、（
渋
江
家
系
図
の
一
つ
が
兵
部
卿
と
す
る
）
橘
島
田
丸
（
奈
良
麻
呂
の
嗣
子
）
で
あ
る
。

　

同
伝
説
に
言
う
。
島
田
丸
が
事
後
に
川
に
投
げ
捨
て
た
人
形
が
河
童
に
化
し
て
「
人
馬
六
畜
を
侵
し
て
、
甚
だ
世
の
禍
」
と
な
っ

た
が
、
そ
れ
を
聞
き
及
ん
だ
称
徳
天
皇
の
指
示
で
河
童
た
ち
を
宥
め
た
の
で
、
そ
の
害
が
止
ん
だ
。「
是
よ
り
し
て
彼
の
河
童
を
兵

主
部
と
名
づ
く
。
主
は
兵
部
と
い
ふ
心
な
る
べ
し
。
夫
よ
り
兵
主
部
を
橘
氏
の
眷
属
と
申
」（『
北
肥
戦
誌
』）
す
と
（
小
馬　

二
〇

〇
〇
、
二
六
三
頁
）。

　

な
お
、
河
童
が
悪
さ
を
し
て
（
作
り
手
の
）
大
工
に
戒
め
ら
れ
、
頭
の
天
辺
を
金
槌
で
叩
か
れ
た
の
で
頭
の
「
皿
」（
窪
み
）
が

出
来
た
（
か
ら
墨
糸
や
墨
壺
を
河
童
が
恐
れ
る
）
等
、
こ
の
伝
承
の
民
間
で
の
異
版
が
天
草
や
小
国
（
小
馬　

二
〇
一
三
、
四
七
九

頁
）
な
ど
熊
本
県
各
地
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
件
の
呪
歌
の
上
記
の
祖
形
（
再
建
形
）
の
表
現
に
近
い
「
兵
部
に
約
束
せ
し
お
忘
な
よ
川
立
男
氏
は
菅
原
」
と
墨
書
し
た
、

延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
の
大
形
の
呪
符
（
図
1
・
図
2
）
が
菊
池
の
肥
前
渋
江
家
に
伝
存
し
て
い
る
（
小
馬　

二
〇
〇
六
、
一
六

九

一
七
三
頁
）。
そ
の
年
記
が
、『
和
漢
三
才
図
会
』、『
諸
国
里
人
談
』、『
笈
埃
随
筆
』
等
よ
り
も
、
半
世
紀
か
ら
一
世
紀
も
の
大

き
な
隔
り
を
も
っ
て
、
断
然
古
）
15
（
い
。
し
か
も
、
寛
文
一
三
年
（
一
六
七
三
）
は
一
一
月
二
四
日
で
終
わ
り
、
そ
の
翌
日
か
ら
僅
か
一

月
余
り
過
ぎ
に
延
宝
元
年
が
始
ま
る
。
つ
ま
り
、
渋
江
家
の
そ
の
墨
書
さ
れ
た
呪
符
は
、
ま
さ
に
寛
文
牛
疫
大
流
行
の
余
波
と
生
々

し
い
記
憶
の
最
中
、
墨
書
し
て
制
作
さ
れ
て
い
た
の
だ
―
恐
ら
く
、
世
に
広
く
求
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

な
お
、
右
に
見
た
菊
池
渋
江
家
の
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
の
河
童
退
除
呪
符
の
文
言
に
す
ら
、
か
な
り
の
崩
れ
を
見
出
せ
る
。



図 1　  肥後渋江家の延宝三年の呪符〔筆
者撮影〕（小馬　二〇〇六、一七
〇頁）。なお、一層大版で鮮明な
映像は、別稿（小馬二〇〇五C、
二〇頁）参照。

図 2　  肥後菊池家の延宝の呪符の釈文（小馬　二〇〇
六、一七〇頁）
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し
か
も
そ
れ
は
、
相
当
長
い
年
月
の
内
に
幾
度
も
繰
り
返
さ
れ
た
転
写
に
伴
う
ズ
レ
の
蓄
積
、
つ
ま
り
由
来
の
古
さ
の
ゆ
え
で
あ
ろ

う
と
強
く
思
わ
せ
る
。
肥
後
渋
江
家
の
鼻
祖
に
当
た
る
渋
江
公
重
は
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
―
異
説
は
同
六
年
（
一
五
六
三
）

―
肥
前
潮
見
の
戦
い
で
有
馬
純
宗
に
討
た
れ
、
公
重
の
一
子
で
あ
る
公
実
（
成
人
後
に
公
成
と
改
名
）
が
そ
の
後
肥
後
の
外
威
で
あ

る
合
志
氏
に
養
わ
れ
、
肥
後
渋
江
氏
の
実
際
上
の
始
祖
と
な
っ
た
。
肥
後
渋
江
氏
は
そ
の
後
も
、
公
重
の
兄
公
師
の
子
孫
で
大
村
藩

に
仕
え
た
肥
前
渋
江
氏
各
家
と
深
く
交
流
を
続
け
、
元
水
神
信
仰
に
纏
わ
る
古
文
献
を
繰
返
し
書
写
し
て
学
び
と
っ
て
い
る
（
山
口　

二
〇
〇
八
、
一
七

一
八
頁
）。
件
の
呪
符
の
文
言
に
は
、
恐
ら
く
、
こ
の
間
に
も
さ
ら
に
転
写
上
の
誤
記
が
加
わ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
一
面
が
あ
る
。

　

江
戸
時
代
初
期
か
ら
、
同
家
は
肥
後
国
一
円
な
ら
び
に
そ
の
近
隣
各
国
で
、
河
童
の
司
と
し
て
広
く
知
ら
れ
始
め
て
い
た
。
そ
の

由
緒
の
古
い
こ
と
で
知
ら
れ
た
権
威
が
、
二
度
の
牛
疫
大
流
行
期
の
激
越
な
経
験
を
経
て
、
恐
ら
く
さ
ら
に
高
め
ら
れ
た
こ
と
が
、

以
上
か
ら
窺
え
る
。
特
に
、「
寛
文
雑
記
」
に
徴
せ
ば
、
肥
後
国
の
西
日
本
諸
国
に
比
し
て
相
対
的
に
遥
に
良
好
な
国
情
を
積
極
的

に
認
め
た
う
え
で
、
江
戸
幕
府
が
、
同
家
の
呪
符
と
祈
禱
の
効
験
の
実
践
性
を
、
諸
国
に
回
文
を
送
っ
て
強
く
奨
励
し
て
い
た
の
だ
。

こ
の
誠
に
驚
嘆
す
べ
き
隠
れ
た
事
実
が
、
酷
く
乱
雑
化
し
た
「
寛
文
雑
記
」
の
一
記
事
の
行
間
に
潜
ん
で
長
ら
く
眠
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

2
．
シ
イ
か
ら
馬
を
守
る
渋
江
家

　

さ
て
、「
寛
文
雑
記
」
の
解
読
の
努
力
か
ら
以
上
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
の
要
点
は
、
渋
江
氏
伝
家
の
呪
歌
・
祈
禱
が
河
童
の

害
で
あ
る
牛
の
大
量
死
か
ら
牛
を
守
る
著
し
い
効
験
を
持
っ
て
い
る
と
、
肥
後
細
川
藩
の
み
な
ら
ず
、
幕
府
も
公
認
し
て
い
た
時
期
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が
江
戸
時
代
の
初
期
に
確
か
に
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
西
日
本
全
域
を
見
舞
っ
た
、
後
の
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
の
「
享
保
大
飢
饉
」
の
折
に
、
肥
前
渋
江
家
は
、
牛

な
ら
ぬ
馬
を
大
量
死
か
ら
救
い
、
肥
後
で
の
宗
教
家
と
し
て
の
地
歩
を
築
い
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
時
期
に
同
家
が
牛
を
大
量
死

か
ら
救
っ
た
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

こ
の
点
も
、
肥
後
渋
江
家
文
書
に
拠
り
な
が
ら
既
に
論
じ
た
（
小
馬　

二
〇
二
一
ａ
、
四
四
九

四
五
七
頁
）
の
で
、
今
は
敢
え

て
さ
ら
に
深
入
り
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
「
牛
か
ら
馬
へ
」
の
、
聊
か
な
ら
ず
不
可
解
な
移
行
を
ど
う
解
釈
で
き
る
の
か
も
、
逸

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
論
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
簡
単
な
が
ら
、
こ
れ
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

筆
者
の
分
析
で
は
、
シ
イ
の
存
在
が
全
国
的
（
少
な
く
と
も
西
日
本
全
域
）
に
広
く
知
ら
れ
る
決
定
的
な
契
機
と
な
っ
た
の
は
、

こ
れ
も
意
外
な
こ
と
に
、
江
戸
時
代
に
於
け
る
二
度
の
牛
疫
大
流
行
で
は
な
か
っ
た
。
同
様
に
牛
馬
を
大
量
死
さ
せ
て
西
日
本
全
域

を
苦
し
め
た
、
後
の
（
西
日
本
で
は
、
寛
永
飢
饉
を
超
え
る
最
悪
の
）「
享
保
の
大
飢
饉
」（
一
七
三
二
）
こ
そ
が
、
そ
の
契
機
だ
っ

た
の
で
あ
る
（
小
馬　

二
〇
二
一
ａ
）。

　

な
お
、「
享
保
の
大
飢
饉
」
を
分
析
し
た
岸
は
、
そ
れ
が
南
西
風
に
乗
っ
て
日
本
に
飛
来
す
る
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
（brow

n 

planthopper

）
の
食
害
と
い
う
「
ハ
リ
ケ
ー
ン
型
災
異
」
だ
と
し
（
岸　

一
九
八
一
）、
大
量
に
残
る
こ
の
時
の
牛
馬
大
量
死
の
原

因
に
つ
い
て
の
記
録
に
は
「
麻
疹
と
あ
る
の
で
カ
ビ
中
毒
の
一
種
と
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」（
岸　

一
九
八
二
：
二
二
）
と
明
快
に

結
論
し
て
い
る
。

　

で
は
、
ど
う
し
て
「
享
保
の
大
飢
饉
」
が
シ
イ
の
存
在
の
全
国
的
な
認
知
の
決
定
的
な
契
機
に
な
っ
た
の
か
。
ま
ず
、
日
本
近
世

の
人
々
は
、
岸
や
我
々
現
代
人
の
ご
と
く
、
牛
疫
と
「
シ
イ
の
害
」
を
科
学
的
に
峻
別
す
る
こ
と
は
決
し
て
無
か
っ
た
。
ど
ち
ら
も
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当
該
の
状
況
を
大
き
く
包
み
込
む
「（
広
域
的
な
）
牛
（
馬
）
の
大
量
死
」
と
し
て
認
識
し
、
そ
の
災
因
を
シ
イ
と
見
て
い
た
こ
と

を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

変
化
の
決
定
的
な
要
因
は
、
二
つ
の
牛
疫
大
流
行
で
ま
さ
し
く
地
獄
を
見
る
思
い
を
し
た
西
日
本
の
農
民
た
ち
の
間
で
、
幸
い
な

る
か
な
、
思
い
が
け
ず
農
作
業
の
画
期
的
な
技
術
革
新
が
起
き
た
こ
と
に
あ
る
。

　

そ
の
技
術
革
新
と
は
、「
馬
耕
」
の
発
明
で
あ
る
。
岸
は
、「
寛
永
牛
疫
」
時
に
牛
を
失
っ
た
農
民
が
、
従
来
は
単
に
駄
獣
で
し
か

な
か
っ
た
馬
に
（
止
む
な
く
牛
に
代
え
て
）
犂
を
引
か
せ
た
事
実
を
、『
日
向
変
動
記
事
』
等
、
少
な
か
ら
ぬ
史
料
中
に
見
出
し
て

報
告
し
て
い
る
（
岸　

一
九
八
五
）。
い
わ
ば
「
瓢
簞
か
ら
駒
」
だ
っ
た
の
だ
。
馬
耕
が
、「
寛
永
牛
疫
」
の
最
中
に
初
発
し
、
さ
ら

に
「
寛
文
牛
疫
」
を
経
て
一
般
化
し
つ
つ
西
日
本
全
域
に
普
及
し
た
こ
と
を
、
岸
は
縷
々
論
じ
て
い
る
（
岸　

一
九
八
五
）。
な
お
、

岸
が
「
寛
文
雑
記
」
か
ら
引
用
し
た
、
先
の
⑳
の
文
中
に
、「
馬
高
直
（
高
値
、
小
馬
注
）
也
」
と
あ
り
、
そ
の
《
補
注
》
で
彼
が
、

「
馬
の
相
場
が
急
騰
し
た
こ
と
は
当
然
の
現
象
と
い
う
ほ
か
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
土
佐
で
の
馬
耕
の
普
及
の
一

端
が
窺
え
る
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、
筆
者
は
、『
日
向
変
動
記
事
』
中
の
文
言
を
引
き
な
が
ら
次
の
よ
う
に
大
胆
に
推
理
し
た
。

　

享
保
大
飢
饉
の
折
り
に
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
牛
の
み
な
ら
ず
馬
も
ま
た
大
量
死
し
た
。
寛
永
の
牛
疫
後
に
「
牛
無
キ
迚
モ

事
カ
カ
ス
」（
牛
が
い
な
く
て
も
〔
馬
が
い
る
か
ら
〕
大
丈
夫
だ
）
と
言
い
始
め
ら
れ
た
そ
の
馬
さ
え
も
、
こ
の
享
保
大
飢
饉

の
時
に
は
大
量
死
し
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
逆
に
そ
の
事
実
の
ゆ
え
に
、
享
保
大
飢
饉
こ
そ
が
、
牛
亡
き
後
の
最
後

の
切
り
札
で
あ
る
馬
ま
で
も
殺
す
仮
借
な
き
妖
獣
シ
イ
の
跳
梁
跋
扈
を
農
民
が
心
底
恐
れ
る
こ
と
に
な
る
最
大
の
契
機
と
な
っ
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た
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

馬
ま
で
も
失
っ
て
し
ま
え
ば
、
恐
ろ
し
い
こ
と
に
、
後
は
人
耕
以
外
に
農
耕
を
維
持
す
る
方
途
が
な
い
。
疲
労
困
憊
し
切
っ

た
農
民
た
ち
の
そ
う
し
た
極
限
的
な
心
理
状
態
を
、
恐
ら
く
、
先
に
述
べ
た
牛
馬
を
共
に
犯
す
と
す
る
『
大
和
本
草
』
の
一
文

が
後
押
し
し
て
強
化
し
た
結
果
、
シ
イ
が
牛
馬
を
共
に
冒
す
妖
獣
だ
と
す
る
見
方
が
一
般
化
し
て
定
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

 

（
小
馬　

二
〇
二
二
、
九
五
頁
）

十
一
、「
旅
す
る
渋
江
家
」
の
眼
差
し

　

馬
さ
え
い
れ
ば
（
牛
が
無
く
と
も
）
大
過
な
い
と
、
農
民
は
二
度
の
牛
疫
大
流
行
の
経
験
に
よ
っ
て
気
づ
き
、
つ
い
に
些
か
の
心

の
安
ら
ぎ
を
獲
得
し
た
―
な
に
し
ろ
、
客
観
的
に
見
れ
ば
、
牛
疫
は
偶
蹄
類
で
あ
る
馬
を
冒
さ
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
シ
イ
概
念

は
完
全
な
虚
妄
で
は
な
く
、
実
証
的
な
牛
疫
概
念
と
は
ま
た
異
な
っ
た
、
農
耕
社
会
を
維
持
す
る
う
え
で
重
要
な
（
正
負
の
）
知
恵

を
そ
れ
な
り
に
担
っ
て
、
確
か
に
社
会
を
動
か
し
て
い
た
と
言
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。

1
．
地
域
的
な
檀
徒
の
な
い
元
水
神
社

　

肥
後
渋
江
家
は
、
恐
ら
く
、
時
代
の
こ
の
よ
う
な
巨
大
な
政
治
・
経
済
的
な
変
化
の
う
ね
り
を
誰
に
も
増
し
て
敏
感
に
察
知
で
き

る
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
新
し
く
馬
に
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、（
武
士
と
は
ま
た
違
っ
た
、
農
民
に
と
っ
て
の
）

馬
の
優
越
的
な
地
位
を
逸
早
く
、
正
し
く
理
解
し
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
氏
神
で
あ
る
元
水
神
の
信
仰
の
重
点
を
、
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馬
耕
を
発
明
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
安
心
立
命
し
た
農
民
た
ち
の
馬
大
事
の
思
い
に
呼
応
さ
せ
つ
つ
、
巧
み
に
牛
馬
か
ら
馬
の
保
護
へ

と
力
点
を
移
し
て
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
渋
江
家
が
牛
の
災
疫
防
除
を
無
視
し
た
り
、
放
棄
し
た
こ
と
を
少
し
も
意
味
し
て
は
い
な
い
。
記
録

上
特
筆
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
同
家
の
水
に
関
係
す
る
誠
に
多
彩
な
宗
教
的
職
能
（
後
述
）
の
実
践
の
一
つ
と
し
て
、
牛
の

災
疫
防
除
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。

　

で
も
、
何
故
そ
の
よ
う
な
大
胆
な
重
心
移
動
を
思
い
切
っ
て
決
行
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
恐
ら
く
渋
江
家
（
旧
橘
薩

摩
家
）
の
氏
神
で

―
河
童
人
形
起
源
伝
説
に
如
実
に
見
た
よ
う
に
、
多
数
の
河
童
を
眷
属
と
す
る

―
水
神
で
あ
る
、（
天
地
）

元
水
神
の
信
仰
の
あ
り
方
と
深
い
関
係
が
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
奈
良
時
代
の
先
祖
、
橘
島
田
丸
の
故
事
に
由
来
す
る
（
と

さ
れ
る
）
氏
神
、
元
水
神
の
社
家
で
あ
る
渋
江
家
は
、
他
の
大
概
の
神
社
と
は
異
り
、
産
土
神
と
し
て
一
定
の
狭
い
地
域
性
を
帯
び

た
檀
徒
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
河
童
封
じ
、
雨
乞
い
、
井
戸
澄
ま
し
、
築
堤
や
水
路
開
削
の
安
全
祈
願
等
々
、
水
の
諸
相
に

関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
事
柄
の
安
全
祈
願
を
求
め
る
人
々
に
並
べ
て
応
じ
る
の
が
、
渋
江
氏
の
伝
家
の
仕
事
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
江
戸
初

期
以
来
、
配
付
す
る
大
量
の
御
札
を
携
え
て
九
州
各
地
を
毎
年
実
に
広
く
旅
し
た
の
で
あ
る
。

　

同
家
に
は
、
そ
の
旅
程
や
配
札
計
画
、
或
い
は
村
役
人
た
ち
へ
の
助
力
依
頼
の
諸
事
項
、
ま
た
各
々
の
農
家
で
飼
わ
れ
て
い
る
牛

馬
の
頭
数
や
毛
色
等
々
を
細
か
く
書
き
記
し
た
各
種
の
日
記
類
が
、
五
十
七
冊
も
残
さ
れ
て
い
る
（
佐
藤
千
夏　

二
〇
一
四
、
四

五
頁
）。

　

大
藩
で
あ
る
熊
本
藩
の
身
分
制
度
は
や
が
て
細
分
を
極
め
る
よ
う
に
な
り
、
厳
格
化
さ
れ
た
制
度
的
な
締
め
付
け
の
強
度
が
高
ま

っ
て
行
っ
た
。
藩
か
ら
は
、
当
初
肥
前
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
移
住
者
（
一
種
の
「
異
人
」）
と
見
ら
れ
て
い
た
渋
江
家
の
人
々
は
、
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一
面
で
は
由
緒
あ
る
河
童
信
仰
の
権
威
と
し
て
尊
崇
さ
れ
な
が
ら
も
、
警
戒
も
さ
れ
、
肥
後
国
で
は
移
住
者
と
し
て
極
力
自
制
的
に

身
を
侍
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
む
し
ろ
豊
後
の
諸
藩
を
初
め
と
す
る
旅
先
の
各
地
で
こ
そ
肥
後
で
の
厳
し
い
身
分
的
な
自
他
の
規
制
か

ら
自
由
に
な
っ
て
闊
達
に
人
々
と
交
わ
っ
た
姿
を
、
各
々
の
日
記
の
端
々
に
窺
い
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

後
に
は
、
さ
ら
に
家
塾
を
持
つ
儒
家
と
し
て
の
一
面
も
加
わ
り
、
学
問
的
な
書
籍
や
絵
画
の
貸
し
借
り
、
さ
ら
に
は
俳
句
で
交
流

も
し
て
い
る
。
ま
た
、
肥
後
国
と
そ
の
近
隣
諸
国
の
旅
の
機
会
の
多
く
な
い
人
々
の
不
如
意
な
用
事
の
取
り
次
ぎ
も
し
て
、
生
き
生

き
と
多
彩
な
活
動
を
展
開
す
る
様
子
が
た
く
ま
ず
し
て
見
え
て
い
る
（
佐
藤
千
夏　

二
〇
一
四
）。

　

中
で
も
興
味
深
い
の
は
、
現
存
す
る
最
古
の
「
袖
日
記
」（
配
札
に
関
す
る
日
記
）
が
、
享
保
大
飢
饉
（
享
保
一
七
年
〔
一
七
三

二
〕）
に
僅
か
に
先
立
つ
、
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
の
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
。
こ
の
頃
ま
で
に
は
画
期
的
な
技
術
革
新
と
な
っ

た
馬
耕
が
ほ
ぼ
九
州
全
域
に
隈
無
く
普
及
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

　

馬
が
牛
以
上
に
農
民
の
死
活
を
決
す
る
重
要
な
存
在
と
な
っ
た
こ
と
を
、「
旅
す
る
渋
江
家
」
の
人
々
は
、
年
々
の
実
地
の
見
聞

を
通
じ
て
深
く
認
識
し
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
先
に
、『
日
向
変
動
記
事
』
中
の
一
記
事
を
紹
介
し
た
が
、
日
向
は
肥
後
渋
江

家
が
古
く
か
ら
配
札
に
努
め
た
重
要
な
旦
那
地
で
あ
っ
た
。
肥
前
国
・
肥
後
国
の
渋
江
各
家
が
奉
じ
る
元
水
神
の
眷
属
と
し
て
知
ら

れ
る
「
河
童
」
は
、
元
々
兵
揃
部
（
ひ
ょ
う
す
べ
）
と
呼
ば
れ
、
や
が
て
九
州
一
円
で
河
太
郎
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
日
向

で
は
今
で
も
河
童
を
ヒ
ョ
ウ
ス
ン
ボ
（
や
、
そ
れ
が
崩
れ
た
と
お
ぼ
し
き
幾
つ
か
の
類
似
の
名
称
）
で
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
戦
後

間
も
な
い
時
期
ま
で
、
日
向
か
ら
は
熊
本
菊
池
の
天
地
元
水
神
社
を
訪
れ
る
人
が
あ
っ
た
こ
と
を
渋
江
家
で
は
よ
く
記
憶
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
一
歩
境
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
や
否
や
、
そ
の
人
に
憑
い
て
い
た
ヒ
ョ
ウ
ス
ン
ボ
が
忽
ち
落
ち
た
と
い
う
。

　

例
え
ば
こ
の
ご
と
く
、
肥
後
渋
江
家
は
、
日
向
地
方
と
長
ら
く
密
接
不
離
の
関
係
を
維
持
し
て
い
た
。
さ
す
れ
ば
、『
日
向
変
動
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記
事
』
の
記
事
に
鮮
や
か
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
馬
耕
の
発
明
と
速
か
な
普
及
の
現
場
に
同
家
が
恐
ら
く
深
く
通
じ
て
い
た
だ
ろ
う

こ
と
は
、
想
像
に
難
く
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
、
享
保
の
大
飢
饉
を
機
に
、
シ
イ
退
除
・
シ
イ
封
じ
の
信
頼
す
る
に
足
る
ほ
ぼ
唯
一
の

専
門
家
と
し
て
も
、
肥
後
一
円
で
急
速
に
名
声
を
高
め
て
行
っ
た
（
小
馬　

二
〇
二
一
ａ
、
四
四
九

四
五
七
頁
）。

　

肥
後
藩
奉
行
所
が
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
同
国
菊
池
郡
奉
行
に
宛
て
た
書
簡
は
、
次
の
よ
う
に
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。

「
玉
名
郡
荒
尾
手
永
村
々
作
馬
し
い
と
申
す
獣
損
じ
、
急
死
仕
候
段
、
彼
地
御
奉
行
衆
相
達
し
申
さ
れ
候
。
先
年
も
御
支
配
御
郡
隈

府
町
に
罷
在
候
澁
江
壽
左
衛
門
と
申
す
者
に
御
祈
禱
仰
せ
付
け
ら
れ
、
御
札
相
納
め
、
早
速
急
死
相
止
み
候
」（
小
馬　

二
〇
二
二
、

四
四
九
頁
）。
内
容
を
簡
潔
に
要
約
す
れ
ば
、
玉
名
郡
で
「
作
馬
」、
つ
ま
り
馬
耕
用
の
農
馬
を
シ
イ
が
傷
つ
け
て
急
死
さ
せ
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
以
前
、
隈
府
町
（
現　

菊
池
市
）
在
住
の
渋
江
寿
左
衛
門
に
祈
禱
さ
せ
て
札
を
納
め
さ
せ
た
と
こ
ろ
忽
ち
馬
の
急

死
が
止
ん
だ
、
と
い
う
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
シ
イ
退
治
で
目
覚
ま
し
い
大
成
功
を
収
め
た
寺
社
や
宗
教
家
を
、
筆
者
は
他
に
知
ら
な

い
。

2
．
筑
後
国
の
似
て
非
な
る
シ
イ
概
念
並
立

　

渋
江
家
の
「
大
転
換
」
を
後
押
し
た
一
つ
の
大
き
な
要
因
が
、
筑
後
国
の
独
特
の
シ
イ
概
念
の
存
在
で
あ
り
、
ま
た
肥
後
渋
江
家

の
本
貫
の
地
、
菊
池
が
、
筑
後
・
肥
後
国
境
の
南
縁
に
間
近
に
接
す
る
地
だ
っ
た
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
筑
後
国
で
は
、
後
の
肥

後
国
の
場
合
と
同
じ
く
、
古
く
か
ら
、
す
な
わ
ち
筑
後
国
志
摩
郡
野
北
村
の
シ
イ
騒
動
以
前
か
ら
、
シ
イ
が
襲
う
の
は
、
次
に
見
る

よ
う
に
、
牛
で
は
な
く
専
ら
馬
だ
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
特
筆
に
値
す
る
。

　

久
留
米
藩
士
で
医
師
、
且
つ
文
人
と
し
て
も
知
ら
れ
た
杉
山
清
兵
衛
正
仲
が
著
し
た
『
米
府
紀
事
略
目
録
』
は
、
天
明
六
年
（
一
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七
八
六
）
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
巻
之
七
に
次
の
記
事
が
見
え
る
。「
寛
永
（
一
六
二
四

四
四
、

小
馬
注
）
の
初
、
久
留
米
城
中
、
士
人
の
厩
に
☆
来
た
り
て
馬
を
悩
ま
し
け
る
を
、
主
人
槍
に
て
突
き
殺
し
た
り
、
其
名
不
詳
」。

　

こ
の
短
か
な
記
事
に
は
、
シ
イ
の
姿
形
や
大
き
さ
な
ど
の
記
載
が
何
も
無
く
、
そ
の
「
シ
イ
」
が
長
門
国
由
来
の
シ
イ
と
同
じ
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
も
知
り
得
な
い
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
が
「
寛
永
の
初
（
め
）」
の
出
来
事
な
ら
、
貝
原
益
軒
が
自
著
『
筑
前
国
続
風
土
記
』（
一
七
〇
三
）
に
書
き
記
し

た
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
の
筑
前
国
志
摩
郡
野
北
村
の
シ
イ
騒
動
は
固
よ
り
、
我
が
国
最
初
の
牛
疫
大
流
行
で
あ
る
「
寛
永
牛

疫
」（
寛
永
一
五

一
九
年
〔
一
六
三
八

四
二
〕）
に
も
さ
ら
に
十
年
前
後
先
立
つ
時
期
の
出
来
事
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
筑
後
国
の
シ
イ
概
念
は
、
長
門
国
か
ら
筑
前
国
へ
と
も
た
ら
さ
れ
た
シ
イ
概
念
と
は
別
の
由
来
を
持
つ
蓋

然
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
或
る
生
き
物
が
城
中
の
厩
の
馬
を
襲
っ
た
（
と
解
さ
れ
る
）
久
留
米
の
こ
の
事
件
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
武
士
や
僧
侶
等
の
内
で
も
漢
籍
に
よ
く
通
じ
た
筑
後
国
の
識
字
者
層
の
誰
か
が
、
中
国
の
諸
書
に
出
る
☆
を
連
想
し

て
独
自
に
シ
イ
概
念
を
直
に
導
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
こ
の
如
く
、
長
門
国
と
は
独
立
し
て
、
筑
後
国
久
留
米
藩
に
固

有
の
シ
イ
概
念
が
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
そ
の
方
が
、
無
理
が
少
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
筑
後
国
で
の
発
想
の
仕
方
は
、
寛
永
時
代
に
（
牛
疫
流
行
に
伴
う
）
牛
の
大
量
死
に
苦
し
ん
だ
長
門
国
の
知
識
人
が
シ
イ
概

念
を
創
造
し
た
の
と
並
行
的
な
も
の
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
長
門
国
と
筑
後
国
で
、
そ
れ
ほ
ど
隔
た
ら
な
い
時
期
に
、

や
や
解
釈
に
ズ
レ
の
あ
る
相
同
的
な
シ
イ
概
念
が
、
小
伝
統
、
つ
ま
り
民
俗
と
し
て
別
々
に
独
立
発
生
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

た
だ
し
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
大
き
な
動
き
の
下
、
常
に
流
行
の
終
着
点
で
あ
る
島
国
日
本
に
先
立
っ
て
牛
疫
が
流
行
す
る
朝
鮮

半
島
か
ら
牛
や
（
生
死
の
別
な
く
）
人
が
真
先
に
漂
到
す
る
地
点
で
あ
り
、
国
内
的
に
は
ほ
ぼ
必
ず
牛
疫
流
行
の
初
発
地
と
な
る
長
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門
国
の
シ
イ
概
念
と
民
俗
の
影
響
力
は
、
狭
く
局
地
的
な
も
の
に
止
ま
っ
た
筑
後
国
久
留
米
藩
の
シ
イ
概
念
の
そ
れ
よ
り
も
、
ず
っ

と
大
き
か
っ
た
。
そ
し
て
、
特
に
貝
原
益
軒
に
彼
自
身
の
見
聞
の
体
験
を
通
し
て
及
ぼ
し
た
影
響
が
、
そ
の
後
の
シ
イ
概
念
の
広
域

的
な
あ
り
方
の
大
枠
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
定
で
き
そ
う
だ
。

　

一
方
、
筑
後
国
の
シ
イ
概
念
は
、
飽
く
ま
で
も
狭
く
地
方
的
で
局
地
的
だ
っ
た
。
久
留
米
藩
士
杉
山
清
兵
衛
正
仲
も
、
ま
た
彼
が

著
し
た
『
米
府
紀
事
略
目
録
』
も
こ
の
範
疇
に
止
ま
り
、
大
儒
益
軒
の
盛
名
と
そ
の
絶
大
な
影
響
力
に
遠
く
匹
敵
し
な
い
。

　

さ
ら
に
、
シ
イ
に
襲
わ
れ
る
の
は
、
長
門
国
・
周
防
国
で
は
牛
だ
け
、
他
方
筑
後
国
で
は
馬
だ
け
で
あ
っ
て
、
鋭
い
対
照
的
性
を

見
せ
る
事
実
も
重
要
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
対
照
的
な
状
況
は
、
そ
の
両
地
で
近
代
に
至
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
か
っ
た
。

　

筑
後
国
に
接
す
る
筑
前
国
南
部
の
秋
月
藩
を
見
る
と
、（
や
や
時
代
が
下
が
る
が
）
平
田
胤
富
が
著
し
た
『
秋
月
望
春
随
筆
』
巻

二
に
、「
明
和
二
酉
（
一
七
六
五
、
小
馬
注
）
秋
月
嘉
摩
郡
之
村
々
牛
馬
倒
有
之
。
八
月
五
日
し
ゐ
狩
有
。
勢
子
八
百
人
、
鐡
砲
百

挺
に
て
追
ふ
て
」（
小
馬　

二
〇
二
一
ａ
、
四
三
二
頁
、
傍
線
は
小
馬
）
と
の
記
事
が
あ
っ
て
、
シ
イ
は
明
ら
か
に
牛
馬
を
共
に
害

し
て
い
る
。
他
方
、
久
留
米
藩
士
石
原
爲
平
が
著
し
た
『
石
原
家
記
』
は
、
大
飢
饉
の
年
で
あ
る
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）「
三

潴
郡
村
々
馬
は
や
ひ
と
申
病
ニ
而
、
百
疋
有
之
候
村
九
拾
疋
死
、
村
々
し
い
追
い
有
り
」
と
い
う
惨
状
を
伝
え
る
が
、
シ
イ
が
襲
う

の
は
専
ら
馬
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
久
留
米
市
史
上
巻
』
は
、「
昔
か
ら
人
々
の
い
い
伝
え
に
は
（
同
市
の
、
小
馬
注
）
高
良
山
に
は

シ
イ
と
い
う
鳥
が
い
」
て
「
馬
の
目
を
食
い
抜
い
た
り
す
る
。
そ
れ
で
又
馬
の
目
抜
き
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
」（
四
〇
四
頁
）
と

記
す
。
す
る
と
、
資
料
は
乏
し
い
も
の
の
、
筑
後
国
久
留
米
藩
領
で
は
古
今
シ
イ
は
馬
の
み
を
害
す
る
と
一
貫
し
て
観
念
さ
れ
て
い

た
事
実
が
垣
間
見
え
る
と
言
え
そ
う
だ
。

　

そ
し
て
、
こ
の
両
地
方
以
外
の
西
日
本
各
地
で
は
、
益
軒
の
『
大
和
本
草
』
の
圧
倒
的
な
影
響
の
下
、
シ
イ
は
牛
馬
両
方
を
犯
す
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と
観
念
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
著
し
く
対
照
的
な
地
方
的
な
偏
差
は
、
今
ま
で
誰
に
も
全
く
認
識
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
本
稿
に
照
ら
せ
ば
、
そ
れ
が
も
つ
意
味
は
誠
に
重
大
だ
。

　

今
、
こ
こ
で
、
筑
後
国
で
生
ま
れ
た
、
シ
イ
が
馬
の
み
を
襲
う
と
す
る
そ
の
独
特
の
シ
イ
概
念
に
、
特
に
強
く
注
目
し
て
お
き
た

い
。
こ
の
シ
イ
概
念
の
、
筑
後
南
部
と
肥
後
北
部
を
包
み
込
む
地
域
に
偏
し
た
局
地
的
な
流
布
・
伝
播
こ
そ
が
、
右
に
触
れ
た
、
い

わ
ば
肥
後
渋
江
家
の
「
大
転
換
」
を
筑
後
・
肥
後
両
国
の
人
々
に
不
自
然
だ
と
は
感
じ
さ
せ
ず
、
む
し
ろ
強
く
促
し
た
大
き
な
要
因

で
あ
っ
た
と
見
て
良
さ
そ
う
だ
。

　

な
に
し
ろ
、
肥
後
最
北
部
に
位
置
す
る
菊
池
は
、
古
く
か
ら
筑
後
と
交
流
の
絶
え
な
い
土
地
柄
で
あ
っ
た
。
水
天
宮
を
初
め
と
す

る
名
高
い
筑
後
の
河
童
民
俗
の
淵
源
が
肥
後
国
菊
池
の
渋
江
氏
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
著
者
は
幾
つ
か
の
視
角
か
ら
論
じ
て
き
た
（
小

馬　

一
九
九
六
、
二
〇
二
一
ｂ
、
他
）。
肥
後
国
で
も
真
先
に
藩
庁
に
願
い
出
て
、
渋
江
家
に
シ
イ
退
除
（
馬
疫
退
除
）
の
祈
禱
を

な
さ
し
め
る
よ
う
に
懇
請
し
て
実
現
さ
せ
た
の
も
、
先
に
見
て
お
い
た
ご
と
く
、
肥
後
・
筑
後
国
境
に
接
し
て
菊
池
の
す
ぐ
西
に
位

置
す
る
、
肥
後
国
玉
名
郡
の
荒
尾
・
南
関
の
両
手
永
（
村
と
郡
の
中
間
に
位
置
し
、
惣
庄
屋
が
管
轄
す
る
熊
本
藩
の
行
政
単
位
）
の

村
々
だ
っ
た
（
小
馬　

二
〇
二
一
ａ
、
四
四
九

四
五
二
頁
）。
こ
れ
は
、
シ
イ
が
馬
を
犯
す
と
す
る
筑
後
国
の
シ
イ
概
念
に
彼
ら

が
既
に
馴
染
ん
で
い
た
か
ら
こ
そ
で
あ
っ
て
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

南
関
は
、（
そ
の
名
が
示
唆
す
る
ご
と
く
）
肥
後
と
筑
後
・
筑
前
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
玉
名
郡
の
内
で

も
そ
の
一
帯
は
、
筑
後
と
の
人
的
交
流
が
古
く
か
ら
極
め
て
盛
ん
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
享
保
大
飢
饉
に
先
立
つ
享
保
一
二
年
（
一
七

二
七
）
に
は
、「
南
関
で
は
二
七
二
人
が
筑
後
表
へ
一
〇
〇
日
の
日
雇
稼
業
を
願
い
出
、
荒
尾
手
永
で
は
一
四
一
人
が
六
〇
日
を
願

い
出
た
（「
覚
書
」）」（『
玉
名
町
史
』
上
巻
、
五
一
四
頁
）
と
い
う
記
録
が
存
在
し
て
い
る
（
小
馬　

二
〇
二
一
ａ
、
四
五
四
頁
）。
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そ
し
て
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
久
留
米
城
下
の
街
場
を
初
め
と
し
て
、
筑
後
国
内
は
、
渋
江
家
が
古
く
か
ら
家
業
で
あ
る
祈
禱
・
配

札
を
続
け
て
き
た
大
事
な
土
地
で
も
あ
っ
た
。

　

以
上
の
総
て
を
勘
案
す
れ
ば
、
右
の
地
域
の
農
民
が
シ
イ
に
よ
る
（
と
信
じ
た
）
馬
の
連
続
的
な
大
量
死
を
経
験
し
た
時
に
強
く

想
起
さ
れ
た
の
は
、
①
細
川
家
代
々
の
当
主
が
河
童
除
け
と
し
て
渋
江
家
の
「
呪
符
押
し
つ
け
」
と
祈
禱
に
強
く
信
を
置
い
て
き
た

こ
と
、
ま
た
、
②
「
寛
文
牛
疫
」
の
折
に
幕
府
が
細
川
藩
の
成
功
に
触
れ
つ
つ
、
回
状
で
そ
れ
ら
渋
江
家
由
来
の
呪
術
的
な
行
為
の

実
施
を
布
令
し
、
強
く
督
促
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
が
渋
江
家
に
よ
る
「
馬
疫
退
除
」
と
い
う
新
た
な
応
用
的
な
発

想
を
得
、
そ
の
速
か
な
実
施
の
便
宜
を
図
る
よ
う
に
藩
庁
に
断
固
請
願
し
た
と
し
て
も
、
誰
に
も
違
和
感
が
無
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

む
し
ろ
、
は
た
と
思
い
当
た
っ
て
深
く
魅
了
さ
れ
、
同
意
し
た
妙
案
だ
っ
た
と
さ
え
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
肥
後
渋
江
家
は
、
そ
の

盛
ん
な
輿
望
に
適
切
に
応
え
て
「
大
転
換
」
に
乗
り
出
し
、
そ
れ
以
来
独
特
の
カ
リ
ス
マ
を
保
持
す
る
家
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
地

歩
を
築
く
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
今
や
全
く
の
「
知
ら
れ
ざ
る
妖
獣
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
シ
イ
を
、
筆
者
が
独
自
に
構
想
す
る
、
日
本
の
歴
史
に
適
合
的

な
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
手
法
で
再
考
し
て
み
た
。

　

つ
い
で
な
が
ら
、
肥
後
渋
江
家
の
「
大
転
換
」
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
河
童
と
い
う
妖
獣
の
あ
り
方
を
も
大
き
く
変
化
さ
せ
た

よ
う
に
思
え
る
―
著
し
く
集
団
性
が
強
か
っ
た
「
河
童
の
生
誕
の
地
」
九
州
の
河
童
の
そ
の
属
性
が
、
シ
イ
へ
と
大
き
く
譲
り
渡
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さ
れ
た
、
と
で
も
言
え
よ
う
か
。

　

例
え
ば
、
先
に
（
本
稿
第
九
章
第
1
節
で
）
紹
介
し
た
、
肥
後
菊
池
の
渋
江
（
公
昭
）
家
に
伝
存
す
る
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）

の
河
童
退
除
の
呪
符
か
ら
も
、
河
童
の
集
団
性
と
い
う
側
面
が
よ
く
窺
え
る
。
そ
の
呪
符
に
は
、
九
十
九
人
河
波
原
、
九
拾
九
人
川

男
、
九
拾
九
人
和
郎
（
川
童
〔
カ
ワ
ワ
ロ
〕
小
馬
注
）、
九
拾
九
人
川
太
（
川
太
郎
、
小
馬
注
）、
九
拾
九
人
香
亦
坊
（
小
馬　

二
〇

〇
七
ａ
参
照
）
と
い
う
記
載
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
橘
島
田
丸
が
配
下
の
内
匠
（
菅
原
氏
）
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
九
十
九
体
の
人

形
が
河
童
に
化
し
て
広
が
っ
た
と
す
る
「
河
童
人
形
起
源
伝
承
」
を
祖
型
と
し
て
、
渋
江
氏
が
伝
家
の
水
神
信
仰
を
展
開
し
た
歴
史

的
な
過
程
で
随
時
創
り
出
し
て
き
た
、「
河
童
」
の
サ
ブ
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）16
（

。
鎌
倉
時
代
初
年
に
伊
予
国
宇
和

荘
か
ら
肥
前
国
長
島
荘
に
地
頭
と
し
て
転
補
し
て
以
来
、
九
州
西
北
部
に
長
く
根
を
張
っ
た
渋
江
家
の
水
神
信
仰
の
影
響
を
受
け
た

地
域
、
例
え
ば
壱
岐
で
は
「
足
跡
に
河
童
千
匹
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
河
童
の
著
し
い
属
性
と
し
て
の
集
団
性
が
目
に
付
く
の
で

あ
る
。

　

九
州
の
河
童
の
一
つ
の
大
き
な
特
徴
だ
っ
た
集
団
行
動
は
、
そ
の
後
逓
減
し
て
行
き
、
単
独
で
行
動
す
る
今
日
的
な
側
面
が
浮
上

し
て
き
た
印
象
が
強
い
。
た
だ
し
、
こ
の
課
題
と
の
取
り
組
み
は
、
い
ず
れ
改
め
て
構
想
し
て
み
た
い
。

　

本
稿
を
閉
じ
る
に
当
た
り
、「
ま
と
め
」
に
代
え
て
、
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
つ
い
て
少
し
自
由
に
論
述
す
る
こ
と
を
許
し
て
欲

し
い
。

　

エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
何
ら
か
の
点
で
異
る
人
間
集
団
同
士
が
出
会
う
時
、
或
る
条
件
下
で
ほ
ぼ
不
可
避
的
に
（
実
践
を
旨
と

し
て
）
構
想
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
、
大
切
な
研
究
の
あ
り
方
を
志
向
す
る
も
の
だ
と
思
う
。

　

エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
互
に
関
わ
り
合
う
人
間
集
団
が
歴
史
的
に
異
な
る
言
語
・
文
化
的
な
背
景
を
持
つ
と
い
う
条
件
の
下
で
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構
想
さ
れ
る
、
と
一
般
化
出
来
そ
う
だ
。
特
に
、
そ
の
一
方
が
文
字
伝
統
を
持
ち
、
他
方
が
そ
れ
を
持
た
な
い
と
い
う
場
合
に
は
、

差
別
感
を
助
長
し
な
い
公
正
で
円
滑
な
相
互
理
解
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
社
会
・
文
化
の
建
設
を
推
し
進
め
る
た
め
に
切
実
に
要
請
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
樹
立
が
急
務
と
な
る
と
言
え
る
。

　

事
実
、「
フ
ァ
ー
ス
ト
・
コ
ン
タ
ク
ト
」
時
に
そ
う
し
た
困
難
な
環
境
が
全
域
を
覆
っ
て
い
た
新
大
陸
で
、
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー

手
法
の
研
究
が
始
め
ら
れ
た
。
学
史
的
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
先
ず
北
米
大
陸
で
始
ま
る
。
一
方
、
カ
ト
リ
ッ
ク
支
配
下
の
南
米
・
中

米
で
は
、
そ
う
し
た
「
非
識
字
／
識
字
」
間
の
接
触
（
と
断
絶
）
と
い
う
背
景
の
歴
史
は
、
百
年
単
位
の
長
い
経
験
と
し
て
種
々
の

文
書
の
中
に
も
積
み
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
豊
か
な
沃
野
が
広
が
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

　

で
は
、
明
治
以
来
の
植
民
地
経
験
を
別
に
し
て
、
日
本
の
場
合
、
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
に
相
応
し
い
建
設
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド

は
内
部
的
に
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
存
在
す
る
と
答
え
た
い
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
日
本
に
は
―
大
文
明
地
帯
ほ
ど
長
大
で
は
な
い
に
し
て
も
―
比
較
的
長
く
続
い
て
発
展
し
て
き
た
文
字
使
用

の
伝
統
が
あ
る
。
た
だ
し
、
大
文
明
地
帯
で
あ
れ
、
日
本
で
あ
れ
、
社
会
や
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
物
事
が
全
域
的
に
識
字
的
な
前
提
の

下
で
構
想
さ
れ
、
制
度
化
さ
れ
て
日
々
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
漸
く
近
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
以
前
は
、
社
会
も
文
化
も
「
識
字
／
非
識
字
」
が
二
極
化
さ
れ
る
と
共
に
、
上
下
二
層
化
さ
れ
た
状
況
が
常
に
あ
り
、
深
刻

な
断
絶
が
両
者
の
間
に
延
々
と
居
座
っ
て
き
た
。
実
際
、
そ
れ
は
深
く
て
暗
く
、
相
互
理
解
は
決
し
て
容
易
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

　

柳
田
国
男
は
、
そ
の
現
実
に
深
く
心
を
致
し
、
目
に
一
丁
字
も
無
き
民
の
た
め
の
「
も
う
一
つ
の
歴
史
」、
つ
ま
り
柳
田
流
の
民

俗
学
を
意
欲
的
に
構
想
し
た
。
し
か
し
、「
経
世
済
民
」
の
志
は
崇
高
で
も
、
そ
の
構
想
に
は
や
は
り
決
定
的
な
矛
盾
が
あ
る
と
言

え
る
。
民
衆
の
た
め
の
歴
史
で
あ
っ
て
も
、
仮
に
も
歴
史
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
、
文
字
記
録
に
よ
る
支
え
が
「
目
に
一
丁
字
も
無
き
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民
」
の
側
に
も
是
非
と
も
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
―
殊
に
、
録
音
技
術
が
十
分
に
発
達
す
る
以
前
は
。

　

識
字
人
に
よ
る
非
識
字
人
に
つ
い
て
の
認
識
・
知
識
・
思
索
に
は
―
そ
の
文
字
化
と
い
う
不
可
避
の
逆
説
的
な
過
程
に
於
い
て

―
識
字
人
の
側
に
固
有
の
バ
イ
ア
ス
が
忍
び
込
ま
ず
に
は
い
な
い
。
そ
の
文
字
化
の
識
字
性
が
、
意
識
的
・
無
意
識
的
に
非
識
字

人
に
固
有
な
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
ど
の
程
度
ま
で
、
ま
た
い
か
に
侵
食
し
、
そ
れ
が
何
を
結
果
し
（
て
し
ま
っ
）
た
の
か
を
突
き

止
め
、
そ
の
全
過
程
を
批
判
す
る
と
い
う
、
困
難
な
作
業
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
こ
の
絶
対
的
な
矛
盾
と
そ
れ
に
付
随
す
る
ア
ポ

リ
ア
に
徹
底
的
に
思
い
を
巡
ら
す
格
闘
無
く
し
て
は
、「
も
う
一
つ
の
歴
史
」
を
実
現
で
き
な
い
。
壮
大
な
柳
田
民
俗
学
は
誠
に
大

き
な
成
果
を
生
ん
だ
が
、
こ
の
点
で
は
聊
か
不
徹
底
で
あ
っ
た
ろ
う）
17
（

。

　

本
稿
は
、
シ
イ
の
民
俗
や
歴
史
資
料
を
長
年
博
捜
し
た
の
み
な
ら
ず
、
牛
疫
の
流
行
を
何
ら
か
の
形
で
記
録
し
て
い
る
文
献
史
料

も
（
岸
浩
の
業
績
を
何
よ
り
の
導
き
の
杖
と
し
て
）
多
用
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
資
料
相
互
間
の
物
事
の
感
じ
方
に
潜
む
微
妙

な
齟
齬
そ
の
も
の
の
中
に
、
統
合
的
な
理
解
の
た
め
の
貴
重
な
手
掛
か
り
を
見
出
そ
う
と
し
た
、
筆
者
な
り
の
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー

の
四
つ
目
の
エ
チ
ュ
ー
ド
で
あ
る
。

　

エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
下
地
作
り
の
営
み
は
、
筆
者
が
長
年
実
践
し
て
き
た
人
類
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
現
地
参
与
観
察
調

査
）
に
大
き
く
親
和
的
な
も
の
だ
と
常
々
感
じ
て
い
る
。
様
々
な
デ
ィ
ー
テ
ー
ル
が
刻
々
積
み
重
な
っ
て
き
て
、
次
々
に
響
き
合
い

始
め
る
と
共
に
絡
ま
り
合
い
、
収
拾
が
容
易
で
な
い
と
の
思
い
が
募
っ
て
く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
調
査
者
の
心
中
に
兆
し
て
膨
ら

む
そ
の
よ
う
な
混
沌
の
中
に
こ
そ
、
そ
し
て
そ
こ
に
の
み
、
や
が
て
知
識
の
集
積
全
体
を
貫
き
通
す
理
解
に
繫
が
る
一
本
の
筋
道
が

徐
々
に
見
え
始
め
て
来
る
の
だ
。

　
（
人
類
学
的
な
）
シ
イ
の
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
岸
浩
の
牛
疫
研
究
の
相
違
は
、
い
わ
ば
社
会
言
語
学
と
言
語
学
の
相
違
に
譬
え
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ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
言
語
学
は
、
言
語
内
現
実
の
み
を
エ
テ
ィ
ッ
ク
に
分
析
し
て
論
理
化
に
努
め
る
。
一
方
、
社
会
言
語
学
は
、

言
語
内
現
実
の
み
な
ら
ず
言
語
外
現
実
も
同
時
に
考
察
し
、
さ
ら
に
両
者
の
相
互
的
な
関
連
を
大
き
な
文
脈
を
背
景
と
し
て
読
み
解

い
て
、
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

　

岸
の
研
究
の
目
的
は
、
近
世
日
本
に
於
け
る
牛
疫
の
大
流
行
を
、
言
語
学
の
ご
と
く
エ
テ
ィ
ッ
ク
に
、
明
快
に
考
究
す
る
こ
と
だ

っ
た
。
筆
者
は
、
シ
イ
概
念
の
史
的
変
遷
と
地
方
的
な
変
異
を
イ
ー
ミ
ッ
ク
に
探
究
す
る
過
程
で
、
岸
の
牛
疫
研
究
に
大
き
な
啓
蒙

を
受
け
る
、
望
外
の
好
運
に
恵
ま
れ
た
。
本
稿
で
も
、
岸
の
エ
テ
ィ
ッ
ク
な
業
績
を
通
じ
て
、
或
る
ご
く
小
さ
な
、
言
わ
ば
擦
り
切

れ
果
て
た
と
さ
え
言
え
る
、
忘
れ
ら
れ
た
一
史
料
に
着
目
す
る
霊
感
を
得
て
、
広
域
的
な
牛
馬
の
大
量
死
を
め
ぐ
る
肥
後
渋
江
家
の

現
象
解
釈
（
災
因
論
）
が
河
童
か
ら
シ
イ
志
向
へ
と
大
き
く
置
き
変
わ
る
経
緯
に
肉
薄
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

と
は
言
え
、
本
稿
が
そ
れ
を
き
ち
ん
と
実
現
で
き
た
か
ど
う
か
は
、
読
者
諸
兄
姉
の
判
断
に
委
ね
る
し
か
な
い
。
せ
め
て
も
、
大

風
呂
敷
の
な
か
に
総
て
を
投
げ
込
ん
で
み
せ
た
だ
け
だ
と
い
う
誹
り
を
免
れ
ら
れ
る
な
ら
、
嬉
し
い
。

《
注
》

（
1
）　

類
書
と
は
異
な
り
学
術
性
が
高
い
、
小
松
和
彦
（
監
修
）『
日
本
怪
異
妖
怪
大
事
典
』（
東
京
堂
出
版
）
も
、
シ
イ
の
項
目
は
、
僅
か
四
百
字
の
小
さ
な
記
事
（
村
山　

二
〇
一
二
、
二
六
九
）
に
な
っ
て
い
る
。
事
例
と
し
て
は
、
伊
勢
の
医
師
で
あ
る
橘
南
渓
の
手
に
な
る
一
九
世
紀
初
め
の
随
筆
『
北
窗
瑣
談
』
に
見
え
る
、
山
城
国
八

幡
の
ご
く
ご
く
軽
い
、
シ
イ
騒
動
の
本
流
か
ら
逸
れ
た
、
文
字
通
り
の
逸
話
が
紹
介
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

（
2
）　

た
だ
し
、
シ
イ
が
襲
う
の
が
牛
だ
け
か
、
馬
だ
け
か
、
或
い
は
牛
馬
両
方
か
と
い
う
肝
要
な
点
に
つ
い
て
は
、
地
域
的
に
、
ま
た
同
一
の
地
域
で
も
時
期
的
に
変
異

が
伴
う
。
本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
点
を
留
保
し
て
、
論
を
先
に
進
め
る
と
い
う
極
め
て
便
宜
的
な
方
法
を
敢
え
て
採
用
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
注
記
し
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た
論
点
を
度
外
視
せ
ず
に
諸
偏
差
間
の
関
係
を
突
き
止
め
る
こ
と
が
、
シ
イ
を
論
ず
る
う
え
で
は
一
つ
の
不
可
欠
な
勘
ど
こ
ろ
と
な
る
　

―
　

第
四
章
第
1
節
参
照
。

（
3
）　

東
日
本
に
は
、
文
人
た
ち
が
随
筆
類
で
シ
イ
の
存
在
を
観
念
的
に
少
し
は
知
る
程
度
で
、
ご
く
曖
昧
な
認
識
し
か
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
、
シ
イ
は
西
日
本
に
固
有

で
あ
っ
て
、
縁
遠
い
存
在
と
見
ら
れ
て
い
た
。

（
4
）　

な
お
、『
ウ
ィ
キ
ベ
デ
ィ
ア
』（
日
本
語
版
）
は
便
利
で
、『
日
本
怪
異
妖
怪
大
事
典
』
よ
り
も
実
際
上
む
し
ろ
役
立
つ
か
も
知
れ
な
い
が
、
問
題
も
あ
る
。
そ
の
シ

イ
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
一
通
り
の
レ
ヴ
ュ
ー
を
し
て
い
る
の
で
、
参
考
に
な
ろ
う
（
小
馬　

二
〇
二
一
、
四
〇
七

四
〇
八
頁
、
四
二
〇

四
二
二
頁
）。

（
5
）　

た
だ
し
、
天
狗
・
鬼
・
河
童
等
の
、
い
わ
ば
「
古
い
妖
怪
」
で
あ
っ
て
も
、
江
戸
時
代
後
期
に
現
れ
た
そ
う
し
た
書
物
と
そ
れ
に
基
づ
く
論
理
に
一
旦
取
り
込
ま
れ

て
し
ま
っ
た
後
で
は
、
や
は
り
同
じ
よ
う
に
軽
微
な
存
在
と
な
り
果
て
、
そ
れ
に
相
応
し
い
扱
い
を
受
け
た
。

（
6
）　

そ
の
典
型
的
な
例
が
、
半
人
半
牛
の
姿
を
し
た
「
件
（
く
だ
ん
）」
と
い
う
妖
怪
で
あ
る
。
件
は
、
生
ま
れ
る
と
す
ぐ
に
予
言
を
し
、
そ
の
予
言
は
必
ず
的
中
し
て

現
実
に
な
る
と
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
の
妖
怪
の
由
来
は
一
種
の
言
葉
遊
び
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
江
戸
時
代
ま
で
の
諸
文
書
、
特
に
書
状
や
証
文
の
類
で
は
、
本
文
の

末
尾
に
「
依
っ
て
○
○
件
の
如
し
」
と
書
い
て
、
記
載
内
容
が
真
実
だ
と
請
け
合
う
の
が
慣
行
だ
っ
た
。
そ
う
墨
書
さ
れ
た
瞬
間
、
文
の
内
容
（
＝
予
言
）
が
保
証

（
＝
実
現
）
さ
れ
る
と
い
う
心
で
、
江
戸
っ
子
ら
し
い
軽
妙
な
言
葉
遊
び
を
映
像
化
し
て
、
妖
怪
、
件
が
造
形
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

こ
の
意
味
で
、
安
永
年
間
（
一
七
七
二

一
七
八
一
）
に
黄
表
紙
に
登
場
し
始
め
る
豆
腐
小
僧
を
、
も
う
一
つ
の
好
例
と
し
て
挙
げ
た
い
。「
小
僧
系
の
化
け
物

（
一
つ
目
小
僧
や
雨
降
り
小
僧
な
ど
）
の
伝
統
を
受
け
つ
い
で
」
い
て
、
棒
手
振
で
豆
腐
を
売
り
歩
く
こ
の
妖
怪
は
、
寂
し
が
り
屋
で
人
の
後
を
付
け
る
も
の
の
何
も

悪
さ
は
し
な
い
。
彼
の
売
る
豆
腐
に
は
紅
葉
（
も
み
じ
）
の
印
が
つ
い
て
い
て
、
そ
れ
は
「
買
う
よ
う
」（
発
音
は
「
こ
う
よ
う
」〔
＝
紅
葉
〕）
と
い
う
語
呂
合
わ
せ

に
な
っ
て
い
る
。
豆
腐
小
僧
は
怖
い
存
在
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、「
彼
の
愛
く
る
し
い
姿
が
人
気
を
呼
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
」（
カ
バ
ッ
ト　

二
〇
一
一
ａ
、
三
二

三

三
頁
）
の
で
あ
る
。

（
7
）　

岸
浩
は
、「
山
口
県
文
書
館
専
門
研
究
員
田
村
哲
夫
氏
の
解
説
で
、
そ
の
出
展
は
『
防
長
風
土
注
進
案
』
で
あ
る
」
と
断
っ
て
、
シ
イ
民
俗
の
中
心
に
位
置
す
る

「
柱
松
」（
＝
「
牛
燈
」）
行
事
の
内
容
の
簡
略
な
説
明
を
自
身
の
論
文
の
注
の
一
つ
で
行
っ
て
い
る
（
岸　

一
八
七
七
ａ
、
五

六
頁
）。
こ
の
他
に
は
、
や
は
り
『
防

長
風
土
注
進
案
』
を
典
拠
に
、
山
口
県
吉
敷
郡
秋
穂
町
の
赤
崎
大
明
神
宮
の
「
特
異
な
祭
礼
」
と
、
山
口
県
内
に
数
多
い
、
そ
の
祭
神
を
勧
請
し
た
牛
の
守
護
神
の
小

祠
で
あ
る
赤
崎
社
の
腰
輪
踊
の
紹
介
を
、
或
る
論
文
の
末
尾
、
約
半
頁
に
付
し
て
い
る
（
岸　

一
九
八
五
、
五
頁
）。
こ
の
他
に
は
、
シ
イ
民
俗
に
ほ
ぼ
触
れ
て
い
な
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い
。

（
8
）　

こ
の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
両
極
は
「
非
識
字
（nonliterate

）／
識
字
（literate

）」
な
の
で
あ
っ
て
、「
文
盲
（illiterate

）／
識
字
（literate

）」
で
は
な
い
。「
文
盲

（illiterate

）」
と
は
、
社
会
成
員
の
ほ
ぼ
全
員
が
識
字
（literate

）
に
属
す
る
環
境
で
、
文
字
を
知
ら
な
い
状
態
を
形
容
す
る
語
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
社
会
生
活
上
の

一
大
ハ
ン
デ
ィ
を
含
意
す
る
。
一
方
、「
非
識
字
（nonliterate

）」
は
、
社
会
成
員
の
（
ほ
ぼ
）
全
員
が
文
字
を
知
ら
な
い
環
境
に
於
い
て
文
字
を
知
ら
な
い
（
通
常

の
あ
り
方
で
自
然
な
）
状
態
を
形
容
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
9
）　

心
な
ら
ず
も
、
こ
こ
で
は
や
や
深
入
り
し
過
ぎ
た
と
思
う
。
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
論
は
、
一
旦
こ
こ
ま
で
に
し
て
、
本
稿
掉
尾
の
「
お
わ
り
に
」
で
幾
分
観
点
と
文

体
を
変
え
て
補
足
を
試
み
る
。
な
お
、
別
に
独
立
し
た
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
論
を
目
下
構
想
し
て
い
る
。

（
10
）　

概
し
て
、
江
戸
幕
府
は
大
飢
饉
等
の
災
害
時
に
各
藩
に
対
し
て
冷
淡
な
対
応
を
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
享
保
の
飢
饉
は
「
時
の
徳
川
吉
宗
政
権
が
い
わ
ば
総
力

を
あ
げ
て
西
日
本
大
名
の
飢
饉
救
済
に
乗
り
出
し
た
点
が
際
立
つ
特
徴
」（
菊
池　

一
九
九
七
、
八
頁
）
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
の
「
回
米
は
極
め
て
異
例
な
措
置
で
あ

っ
て
、
将
軍
権
力
の
専
制
化
を
め
ざ
し
た
と
い
わ
れ
る
徳
川
吉
宗
の
改
革
政
治
の
性
格
」（
菊
池　

一
九
九
七
、
一
〇
三
頁
）
に
負
う
と
思
わ
れ
る
。

（
11
）　

本
稿
第
四
章
第
2
節
で
、
寛
文
二

三
年
（
一
六
六
二

六
三
）
の
頃
、
長
門
国
か
ら
筑
前
国
に
至
る
響
灘
沿
岸
部
で
牛
疫
の
（
小
）
流
行
が
あ
っ
た
蓋
然
性
を
論

じ
た
。
細
川
家
の
肥
後
国
以
前
の
領
地
で
あ
る
豊
前
国
が
長
門
・
筑
前
両
国
に
挟
ま
れ
て
い
る
事
実
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

（
12
）　

本
稿
第
八

九
章
参
照
。「
寛
文
牛
疫
」
の
折
り
に
、
幕
府
が
渋
江
家
由
来
の
河
童
封
じ
（
退
除
）
の
呪
歌
の
写
し
を
添
え
た
回
状
を
西
日
本
の
各
藩
領
主
に
届
け
、

そ
の
呪
歌
を
墨
書
し
た
呪
符
を
牛
の
額
に
貼
っ
て
祈
禱
せ
よ
と
の
布
令
を
発
し
て
い
た
こ
と
を
、
そ
こ
で
は
突
き
止
め
て
い
る
。

（
13
）　
「
寛
文
雑
記
」
が
植
田
家
文
書
中
に
含
ま
れ
て
い
た
経
緯
を
、
こ
の
事
情
が
物
語
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
14
）　

例
え
ば
、
そ
の
一
例
と
し
て
、
渋
江
貞
之
丞
を
「
河
童
を
鎮
め
る
こ
と
に
か
け
て
は
当
代
随
一
」
の
者
と
長
く
語
り
継
い
で
い
る
（
菊
池
に
臨
接
す
る
）
豊
後
国
旧

日
田
郡
一
帯
を
挙
げ
ら
れ
る
（
小
馬　

二
〇
二
一
ｂ
、
九
〇

九
四
頁
）。

（
15
）　

た
だ
し
、
も
っ
と
古
い
大
蔵
流
の
『
虎
清
狂
言
本
』（
一
六
四
六
）
の
巻
末
に
「
ヒ
ョ
ウ
ス
ベ
に
」
で
始
ま
る
同
工
異
曲
の
呪
歌
が
見
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
歌
を
含
む
巻
末
の
数
行
だ
け
は
雑
多
な
覚
え
書
き
で
、
し
か
も
主
要
部
と
は
判
然
と
異
な
る
乱
雑
な
書
体
の
走
り
書
き
に
な
っ
て
い
る
。
後
代
、
別
人
が
書
き
添

え
た
と
判
断
し
て
誤
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
渋
江
家
の
元
水
神
信
仰
を
（
肥
後
渋
江
家
以
前
）
九
州
北
部
一
円
に
広
め
た
肥
前
国
の
渋
江
公
師
が
一
六
世
紀
末
に
暫
く
身
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を
寄
せ
た
壱
岐
で
は
、
彼
の
名
前
を
末
尾
に
記
す
独
特
の
形
式
の
護
符
が
今
も
川
祭
り
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
歌
で
も
、
約
束
の
相
手
は
兵
部
神
な
の
で
あ
る

（
小
馬　

二
〇
一
二
、
四
七
八
頁
）。

（
16
）　

河
童
の
サ
ブ
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
肥
後
渋
江
家
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
知
る
史
料
と
し
て
は
、
安
永
十
年
（
一
七
八
一
）
と
か
な
り
時
代
が
下
が
る
物
な
が

ら
、「
川
太
郎
伝
承
書
上
」（
田
上　

二
〇
〇
五
、
一
四
九

一
五
〇
頁
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
17
）　

な
お
、
注
（
9
）
に
記
し
た
よ
う
に
、
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
論
を
構
想
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
民
俗
学
の
伝
統
に
於
け
る
資
料
批
判
の
欠
如
、
な
い
し
は
脆
弱
さ

に
言
及
し
た
い
。

《
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考
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献
》
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。
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正
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郎
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〇
〇
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『
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変
通
志
』
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人
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往
来
社
。

石
田
英
一
郎

　

一
九
九
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『
新
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河
童
駒
引
考
』
岩
波
書
店
。

板
垣　

貴
志

　

二
〇
一
三　
　
『
牛
と
農
村
の
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代
史
　

―
　

家
畜
預
託
慣
行
の
研
究
』
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文
閣
出
版
。

市
川　

健
夫
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九
八
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と
馬
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、
Ｆ
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Ｔ



河童からシイ（☆）へ89

　

一
九
九
二　
　
『
邪
視
』（
奥
西
俊
介
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〇
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東
京
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版
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。
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Ｗ

Ｊ
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九
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の
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化
と
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の
文
化
』（
桜
井
直
文
・
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共
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書
店
。

香
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雅
信

　

二
〇
〇
五　
　
『
江
戸
の
妖
怪
革
命
』
河
出
書
房
新
社
。

香
月
洋
一
郎

　

二
〇
一
一　
　
『
馬
耕
教
師
の
旅
　

―
「
耕
す
」
こ
と
の
近
代
』
法
政
大
学
出
版
局
。

カ
バ
ッ
ト
、
ア
ダ
ム

　

二
〇
一
一
ａ　
『
江
戸
の
可
愛
ら
し
い
化
物
た
ち
』
祥
伝
社
。

　

二
〇
一
一
ｂ
（
二
〇
〇
三
）『
江
戸
の
可
愛
ら
し
い
化
物
た
ち
』
講
談
社
。

加
茂　

儀
一

　

一
九
七
三　
　
『
家
畜
文
化
史
』
法
政
大
学
出
版
局
。

兼
平　

賢
治

　

二
〇
一
五　
　
『
馬
と
人
の
江
戸
時
代
』
吉
川
弘
文
館
。

菊
池　

勇
夫

　

一
九
九
七　
　
『
近
世
の
飢
饉
』
吉
川
弘
文
館
。

岸　
　
　

浩

　

一
九
七
二　
　
「
防
長
牛
疫
史
考
」、『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
第
四
六
号
、
一
〇

二
二
頁
。
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一
九
七
三
ａ　
「
防
長
牛
疫
史
考
（
第
II
報
）」、『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
第
三
〇
号
、
四
七

五
八
頁
。

　

一
九
七
三
ｂ　
「
明
治
25
年
の
牛
疫
予
防
対
策
を
か
え
り
み
て
」、『
獣
医
畜
産
新
報
』
第
五
八
七
号
、
三
二

三
七
頁
。

　

一
九
七
四
ａ　
「
近
世
日
本
の
牛
疫
流
行
史
に
関
す
る
研
究
（
上
）」、『
獣
医
畜
産
新
報
』
第
六
二
五
号
、
三
一

三
六
頁
。

　

一
九
七
四
ｂ　
「
近
世
日
本
の
牛
疫
流
行
史
に
関
す
る
研
究
（
下
）」、『
獣
医
畜
産
新
報
』
第
六
二
六
号
、
二
二

三
〇
頁
。

　

一
九
七
五　
　
「
伯
楽
考
　

―
　

山
口
県
農
学
校
獣
医
科
の
出
発
点
」、『
獣
医
畜
産
新
報
』
第
六
四
一
号
、
二
一

二
六
頁
。

　

一
九
七
七
ａ　
「
近
世
日
本
の
牛
疫
流
行
史
に
関
す
る
研
究
」、『
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
』
第
一
〇
号
、
一

六
頁
。

　

一
九
七
七
ｂ　
「
明
治
初
年
当
時
の
牛
疫
診
断
に
関
す
る
史
的
研
究
　

―
　

日
本
人
医
師
の
牛
疫
診
断
」、『
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
』
第
一
一
号
、
一

一
四
頁
。

　

一
九
七
八　
　
「
明
治
初
年
当
時
の
牛
疫
診
断
に
関
す
る
史
的
研
究
II
　

―
　

御
雇
外
国
人
の
知
識
と
処
置
」、『
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
』
第
一
二
号
、
一

一
五
頁
。

　

一
九
八
一　
　
「
享
保
大
飢
饉
の
発
生
と
餓
死
に
つ
い
て
」、『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
第
四
六
号
、
九

一
八
頁
。

　

一
九
八
二　
　
「
ヤ
ン
ソ
ン
先
生
の
牛
疫
談
話
」、『
獣
医
畜
産
新
報
』
第
七
三
五
号
、
四
一

四
六
頁
。

　

一
九
八
三　
　
「
寛
文
牛
疫
の
復
旧
に
到
る
史
的
考
察
」、『
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
』
第
一
六
号
、
一
六

二
六
頁
。

　

一
九
八
四　
　
「
寛
永
牛
疫
大
流
行
史
の
序
章
」、『
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
』
第
一
八
号
、
二
〇

二
七
頁
。

　

一
九
八
五　
　
「
将
軍
政
権
下
に
発
生
し
た
牛
疫
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」、『
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
』
第
二
〇
号
、
一

六
頁
。

　

一
九
八
三　
　
「
寛
文
牛
疫
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